
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年度事業報告案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼀般社団法⼈⽇本ネットワークインフォメーションセンター 

2020/06/15 第 67 回総会

審議資料 1



 

 

 
 
 
 

   2019 年 度  
事 業 報 告  

  

 

m-okubo
タイプライターテキスト
　　2020/6/15　第67回総会　審議資料１･添付　



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1  



 
 

ご あ い さ つ  
 
  会 員 の 皆 様 に は、 平 素 よ り 格 別 の ご ⾼ 配 を 賜 り、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す。  
 
  皆 様 に、 ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ン フォ メー ショ ン セ ン ター   (JPNIC)   2019 年 度 事 業 報 告 
書 を お 届 け す る に あ た り、 ⼀ ⾔ ご 挨 拶 申 し 上 げ ま す。  
 
  2019 年 度 も IP ア ド レ ス 事 業 並 び に イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 の ⼆ 事 業 体 制 を 継 続 し、 イ ン ター 
ネッ ト に 関 わ る 情 報 収 集 及 び 情 報 提 供、 調 査 研 究 及 び 普 及 啓 発 活 動 等 の 事 業 を 通 し て、 社 会 へ 寄 与 す 
べ く 尽 ⼒ し て ま い り ま し た。  
 
  2019 年 度 の ト ピッ ク ス と し て、 IP ア ド レ ス 事 業 に お い て は、 JPNIC   WHOIS デー タ ベー ス の シ ス テ 
ム 強 化 策 を 講 じ る と と も に、 WHOIS 登 録 情 報 の 正 確 性 向 上 に 関 す る ポ リ シー 実 装 の 検 討 を コ ミュ ニ 
ティ メ ン バー と 進 め ま し た。 さ ら に、 RPKI に つ い て は シ ス テ ム の 安 定 運 ⽤ に 努 め た 他、 継 続 的 な 利 
⽤ 促 進 活 動 が 登 録 者 の 増 加 に 結 び つ く こ と に な り ま し た。 ま た、 イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に お い 
て は、 JPNIC   Web の ブ ラッ シュ アッ プ や 外 部 会 合 で の 積 極 的 な 情 報 提 供、 国 際 会 議 へ の 参 加 を ⽀ 援 
す る フェ ロー シッ プ プ ロ グ ラ ム の 拡 ⼤、 ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 や イ ン ター ネッ ト 運 営 調 整 機 構 に 関 す る 
広 範 囲 の 調 査 研 究 な ど を ⾏っ て ま い り ま し た。  
 
  今 後 と も 当 セ ン ター は、 各 種 の 活 動 を 通 じ て イ ン ター ネッ ト の 円 滑 な 運 ⽤ の た め の 基 盤 を ⽀ え、 豊 
か で 安 定 し た 社 会 の 実 現 を ⽬ 指 し て、 役 職 員 が ⼀ 丸 と な り 尽 ⼒ し て ま い り ま す。 会 員 の 皆 様 並 び に 関 
係 各 位 の 皆 様 に は 引 き 続 き の ご 理 解 と お ⼒ 添 え を い た だ き た く、 何 卒 ⼀ 層 の ご ⽀ 援 を 賜 り ま す よ う、 
お 願 い 申 し 上 げ ま す。  
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2019 年 度 に お け る 主 な イ ベ ン ト / 会 議 等  
年   ⽉   イ ベ ン ト 等   総 会、 理 事 会 等  

2019 年  

4 ⽉  
・ JPNIC 技 術 セ ミ ナー  
 

 

5 ⽉  

・ 初 ⼼ 者 向 け セ ミ ナー 「イ ン ター ネッ ト ⼊ ⾨」  
・ IETF 報 告 会   (104th   プ ラ ハ)   
・ CATV 事 業 者 向 け IPv6 ハ ン ズ オ ン  
・ 第 54 回 ICANN 報 告 会  
・ Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台   (東 北 ⼤ 学)   

第 131 回 理 事 会  

6 ⽉  
・ 第 36 回 JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ  
・ JPNIC 技 術 セ ミ ナー  

第 65 回 総 会  
 

7 ⽉  
・ 第 27 回 ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス 会 議   (IGCJ)   会 合   

8 ⽉  
・ 第 55 回 ICANN 報 告 会  
・ IETF 報 告 会   (105th   モ ン ト リ オー ル)   

 

9 ⽉  
・ IPv 対 応 セ ミ ナー   (沖 縄)   
・ JPNIC 技 術 セ ミ ナー  

第 25 回 評 議 委 員 会  

10 ⽉  

・ CATV 事 業 者 向 け IPv6 ハ ン ズ オ ン  
・ IGF2019 事 前 会 合  
 

 

11 ⽉  

・ Internet   Week   2019  
・ 第 37 回 JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ  

第 132 回 理 事 会  
第 133 回 理 事 会  

12 ⽉  

・ 第 56 回 ICANN 報 告 会  
 

 

2020 年  

1 ⽉  

・ IETF 報 告 会   (106th   シ ン ガ ポー ル)   

2 ⽉  

・ JPNIC 技 術 セ ミ ナー  
・ IPv6   Summit   in   TSU   2020   (三 重)   
・ IPv6 ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー   (三 重)   
・ IPv6 対 応 セ ミ ナー (秋 ⽥）  

第 134 回 理 事 会  
第 26 回 評 議 委 員 会  

3 ⽉  

  第 66 回 総 会  
第 135 回 理 事 会  
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⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ン フォ メー ショ ン セ ン ター  

2019 年 度 事 業 報 告  

【⽬ 次】  
 

1    全 体 に 関 す る 事 項 に つ い て 5  

1.1    法 ⼈ の 運 営 に 関 し て 6  

1.2    総 会、 理 事 会 の 開 催     6   

1.3   JPNIC 会 員 の ⼊ 退 会 等 に 関 す る 報 告      7  

1.4    会 員 特 典 等 に 関 し て 7  

2    IP ア ド レ ス 事 業 に つ い て 8  

2019 年 度 IP ア ド レ ス 事 業 に 関 す る 特 記 事 項 9  

2.1    資 源 管 理 業 務 1 1  

2.2    ルー ティ ン グ レ ジ ス ト リ 業 務 18  

2.3    ⽅ 針 策 定・ 実 装 業 務 2 2  

2.4    国 際 調 整・ 連 携 業 務 2 4  

2.5    調 査 研 究 業 務 2 9  

2.6    情 報 提 供 業 務 30  

3    イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に つ い て 33  

2019 年 度 イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に 関 す る 特 記 事 項 3 4  

3.1    情 報 セ ン ター 業 務 3 6  

3.2    普 及 啓 発 業 務 4 7  

3.3    調 査 研 究 業 務 64  

3.4    イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 業 務 72  

3.5    JP ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務 78  

3.6    新 た な ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務 81  

事 業 報 告 附 属 明 細 書 82  

会 員 リ ス ト   (会 員 番 号 順)  83  

※ 本 報 告 内 の ⽒ 名 は 原 則 敬 称 略 と し ま す。  

 
4  



 

 

1 全 体 に 関 す る 事 項 に つ い て   
 

1.1   法 ⼈ の 運 営 に 関 し て  

1.2   総 会、 理 事 会 の 開 催  

1.3   JPNIC 会 員 の ⼊ 退 会 等 に 関 す る 報 告  

1.4   会 員 特 典 等 に 関 し て   
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1.1 法 ⼈ の 運 営 に 関 し て  
法 ⼈ 全 体 の 運 営 に つ い て は、 法 令、 定 款 等 に 則 り、 総 会 で 承 認 さ れ た 事 業 計 画、 収 ⽀ 予 算 に 沿っ 

て、 IP ア ド レ ス 事 業、 イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に よ る ⼆ 事 業 体 制 を 継 続 し、 安 定 的 な 法 ⼈ 運 営 を 
⾏ い ま し た。 2019 年 度 は 団 体 正 会 員 に 2 組 織、 賛 助 会 員 に 1 組 織 が 新 た に 加 わ り ま し た。 ま た、 様々 
な 会 議 体 や コ ミュ ニ ティ へ の 関 わ り を 通 し て、 イ ン ター ネッ ト の 分 野 を 越 え た 交 流 を ⾏っ て ま い り ま 
し た。  

1.2 総 会、 理 事 会 の 開 催   
以 下 の 会 議 を 開 催 し ま し た。 総 会、 評 議 委 員 会 に つ い て は ⼀ 般 の ⽅ へ の 傍 聴 に よ る 公 開 の 他、 当 セ 

ン ター Web サ イ ト に お い て 議 事 録・ 関 連 資 料 等 の 公 開 を ⾏ い ま し た。  

会 議 種 別   ⽇ 付   回 号   主 な 議 案  

総 会  
2019 年 6 ⽉ 18 ⽇   第 65 回   2018 年 度 事 業 報 告 案  

2018 年 度 収 ⽀ 決 算 案  

2020 年 3 ⽉ 19 ⽇   第 66 回   2020 年 度 事 業 計 画 案  
2020 年 度 収 ⽀ 予 算 案  

理 事 会  

2019 年 5 ⽉ 15 ⽇   第 131 回   2018 年 度 事 業 報 告 案  
2018 年 度 収 ⽀ 決 算 案 等  

2019 年 11 ⽉ 13 ⽇   第 132 回   資 産 運 ⽤ 規 程 改 定 の 件 等  

2019 年 11 ⽉ 29 ⽇   第 133 回   役 員 改 選 の 進 め ⽅ に つ い て  

2020 年 2 ⽉ 12 ⽇   第 134 回   2020 年 度 事 業 計 画 案  
2020 年 度 収 ⽀ 予 算 案 等  

2020 年 3 ⽉ 19 ⽇   第 135 回   JPRS 第 20 回 定 時 株 主 総 会 に お け る JPNIC 議 決 権 ⾏ 使 等  

評 議 委 員 会  

2019 年 9 ⽉ 20 ⽇   第 25 回   JPNIC の 理 念 に つ い て  
JPNIC の ⼈ 材 育 成 事 業 に 関 し て   等  

2020 年 2 ⽉ 25 ⽇     第 26 回  
今 後 の イ ン ター ネッ ト 基 盤 の 安 定 化 に 向 け て 果 た す べ 
き こ と  
JPNIC に お け る 地 域 と の 連 携   等  

 

議 事 録・ 会 議 資 料  

https://www.nic.ad.jp/ja/profile/mtg/index.html  
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1.3 JPNIC 会 員 の ⼊ 退 会 等 に 関 す る 報 告  
2020 年 3 ⽉ 末 現 在 の 会 員 数  
団 体 正 会 員   111  
推 薦 個 ⼈ 正 会 員   33  
賛 助 会 員   4 5  
会 員 数 合 計   189  

会 員 増 減 に 関 わ る ⽉ 別 推 移  
  団 体 正 会 員   推 薦 個 ⼈ 正 会 員   賛 助 会 員  

⼊ 会 数   退 会 数   ⼊ 会 数   退 会 数   ⼊ 会 数   退 会 数  

2019 年  

4 ⽉          2          3  0  0          1  1  
5 ⽉   0  0  0  0  0  0  
6 ⽉   0  1  0  0          0  0  
7 ⽉   0  0  0  0  0  0  
8 ⽉   0  0  0  0          0  0  
9 ⽉   0  0  0  0  0  0  

10 ⽉   0  0  0  0  0  0  
11 ⽉   0  0  0  0  0  0  
12 ⽉   0  0  0  0  0  0  

2020 年  
1 ⽉   0  0  0  0  0  0  
2 ⽉   0  0  0  0  0  0  
3 ⽉   0  0  0  0  0  0  

2019 年 度 合 計   2  4  0  0  1  1  
                     

1.4 会 員 特 典 等 に 関 し て  
JPNIC 会 員 へ の 満 ⾜ 度 向 上 施 策 の ⼀ 環 と し て、 JPNIC で は 会 員 特 典 を ご ⽤ 意 し て い ま す。 2019 年 度 

の 主 な 会 員 特 典 の 利 ⽤ 状 況 は 以 下 の 通 り で す。  

会 員 特 典   利 ⽤ 会 員 数   (延 べ)  

JPNIC 会 員 ロ ゴ の 印 刷 物 へ の 掲 載   1 会 員          

JPNIC 会 員 ロ ゴ の Web へ の 掲 載   9 会 員          

JPNIC ニュー ス レ ター へ の 広 告 掲 載   6 会 員          

JPNIC メー ル マ ガ ジ ン へ の 広 告 掲 載   34 会 員          

JPNIC ラ ウ ン ジ の 利 ⽤   5 会 員          

会 社 単 位 で ご 利 ⽤ い た だ け る 特 典 の 他、 Internet   Week の 参 加 費 や 技 術 セ ミ ナー 受 講 料 の 割 引 な ど 

も 皆 様 に ご 利 ⽤ い た だ き ま し た。  
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2 IP ア ド レ ス 事 業 に つ い て  
 
2019 年 度 IP ア ド レ ス 事 業 に 関 す る 特 記 事 項  

2.1   資 源 管 理 業 務  

2.2   ルー ティ ン グ レ ジ ス ト リ 業 務  

2.3   ⽅ 針 策 定・ 実 装 業 務  

2.4   国 際 調 整・ 連 携 業 務  

2.5   調 査 研 究 業 務  

2.6   情 報 提 供 業 務  

 

 

 
8  



 

 

2019 年 度 IP ア ド レ ス 事 業 に 関 す る 特 記 事 項  
IP ア ド レ ス 事 業 は 「資 源 管 理 業 務」 「ルー ティ ン グ レ ジ ス ト リ 業 務」 「⽅ 針 策 定・ 実 装 業 務」 「国 

際 調 整 業 務」 「調 査 研 究 業 務」 「情 報 提 供 業 務」 の 六 つ の 業 務 分 類 に 基 づ い て 業 務 を ⾏っ て い ま す。  

2019 年 度 の IP ア ド レ ス 事 業 計 画 で は、 注 ⼒ 項 ⽬ と し て 以 下 を 挙 げ て い ま し た。  

「資 源 管 理 業 務」  
● ア ク セ ス 集 中 と 今 後 の 柔 軟 な 拡 張 に 対 応 す る た め の JPNIC   WHOIS の シ ス テ ム 強 化 策 に つ い て 

検 討 し、 実 施 す る  

● JPNIC   WHOIS の 登 録 情 報 が 適 切 に 更 新 さ れ る た め の 制 度 や シ ス テ ム 等 の ⾒ 直 し に つ い て、 IP  
ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 等 の 意 ⾒ を 取 り ⼊ れ な が ら、 具 体 案 を 検 討 す る  

「ルー ティ ン グ レ ジ ス ト リ 業 務」  
● ネッ ト ワー ク 運 ⽤ に お い て RPKI   Origin   Validation が 本 格 的 に 活 ⽤ さ れ る 状 況 に 対 応 す る た め 

の 制 度、 施 策、 シ ス テ ム の 検 討 を 積 極 的 に 進 め る  

● ネッ ト ワー ク 運 ⽤ 者 コ ミュ ニ ティ 等 へ の 情 報 提 供 や RPKI   Origin   Validation や RPKI   シ ス テ ム 
の 利 ⽤ 促 進 を 継 続 し て 実 施 す る  

「資 源 管 理 業 務」 に 関 し て、 JPNIC   WHOIS   に 対 す る 検 索 数 が 増 加 傾 向 に あ る こ と へ の 対 策 と し 

て、 仮 想 化 に よ る フ ロ ン ト エ ン ド サー バ の 柔 軟 な 拡 張 性 を 確 保 す る だ け で は な く、 2019 年 度 は バッ 
ク エ ン ド の デー タ ベー ス シ ス テ ム の 構 成 を ⾒ 直 し、 改 修、 増 強 を 施 す こ と に よ り、 ⼤ 量 の 検 索 に も 対 
応 で き る よ う に し ま し た。 2019 年 度 は、 2011 年 度 以 降 最 も 検 索 数 の 多 かっ た 2018 年 度 を 更 に 1.5 倍 
以 上 上 回 る 検 索 数 が あっ た も の の、 こ の WHOIS シ ス テ ム の 強 化 策 に よ り、 問 題 な く 対 応 す る こ と が 
で き ま し た。  

ま た 昨 年 度、 冗 ⻑ 化 シ ス テ ム の 運 ⽤ 実 験 を ⽬ 的 に 構 築 し た 新 潟 の シ ス テ ム を 活 ⽤ す る こ と で、 

2019 年 8 ⽉ に 実 施 し た 東 京 の デー タ セ ン ター 移 設 の 際 に は、 JPNIC   WHOIS サー ビ ス を 停 ⽌ す る こ と 
な く 実 施 す る こ と が で き ま し た。  

WHOIS に 関 す る 活 動 と し て は も う ⼀ つ、 登 録 情 報 の 更 新 を 促 す た め の ポ リ シー が 2019 年 6 ⽉ よ り 

APNIC で 実 装 さ れ た こ と に よ り、 JPNIC で も 同 様 の ポ リ シー を 実 装 す る た め の 検 討 を ⾏ う た め、  
Japan   Open   Policy   Forum(JPOPF) 運 営 チー ム が 中 ⼼ と な り、 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 を 含 む コ 
ミュ ニ ティ の 有 志 メ ン バー に よ る ワー キ ン グ グ ルー プ が 結 成 さ れ て 検 討 が 進 め ら れ て き ま し た。 こ の 
WG に は、 IP 事 業 部 だ け で は な く WHOIS シ ス テ ム の 開 発 運 ⽤ に 関 わ る 技 術 部 職 員 も オ ブ ザー バー と 
し て 参 加 し、 検 討 に 必 要 な 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。 こ の WG に よ る 検 討 結 果 は 報 告 書 と し て ま と め ら 
れ、 2020 年 度 に は JPNIC へ の 実 装 勧 告 と し て 提 出 さ れ、 JPNIC と し て 具 体 的 な 実 装 計 画 を 検 討 す る 
フェー ズ に ⼊ る ⾒ 込 み で す。  

「ルー ティ ン グ レ ジ ス ト リ 業 務」 に 関 し て は、 RPKI シ ス テ ム を は じ め、 ROA パ ブ リッ ク キャッ シュ 
サー バ、 RPKI   Validator ⽇ 本 語 版 な ど の サー ビ ス や ツー ル 提 供 の た め の 継 続 的 な 保 守 業 務 を ⾏ い、 安 
定 運 ⽤ に 努 め ま し た。 こ れ に よ り 2019 年 度 は ユー ザ に 影 響 す る 障 害 等 は 発 ⽣ し ま せ ん で し た。  
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ま た、 ROA の 発 ⾏、 登 録 に 関 す る サ ポー ト、 問 い 合 わ せ 対 応 や、 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 な ど か ら 
の RPKI を 活 ⽤ し た ネッ ト ワー ク 運 ⽤ に 関 す る 相 談 等 に も 対 応 し、 ⼤ ⼿ ISP 事 業 者 の 導 ⼊ に も 繋 げ る こ 
と が で き ま し た。  

  RPKI の 利 ⽤ 促 進 に 関 し て は、 APRICOT2020 に お い て RPKI   Deployathon 、 RPKI   Deployment と 
いっ た プ ロ グ ラ ム を 企 画 し、 ROA を 発 ⾏、 登 録 す る 事 業 者 と、 登 録 さ れ て い る ROA の 検 証 を ⾏ う 運 ⽤ 
者 双 ⽅ 向 け の 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。 ま た TWNIC 、 VNNIC な ど に 対 し て、 NIR に お け る RPKI 導 ⼊ を 
サ ポー ト す る た め の 活 動 な ど も ⾏ い ま し た。  

  国 内 に お い て も、 JANOG や Inter-Domain   Routing   Security(IRS) な ど の ネッ ト ワー ク 運 ⽤ 者 の コ 
ミュ ニ ティ ミー ティ ン グ の 機 会 を 利 ⽤ し て、 展 ⽰ や 発 表 を ⾏ い、 利 ⽤ 促 進 に つ な げ て い く 活 動 を 展 開 
し て い く こ と で、 RPKI 登 録 ア カ ウ ン ト を 保 有 す る 組 織 数 は 100 を 超 え て 2019 年 度 末 に 109 組 織 ま で 
達 し ま し た。  

IP ア ド レ ス 事 業 の 中 ⼼ 業 務 で あ る、 資 源 管 理 業 務 に 関 す る 2019 年 度 の 概 括 は 以 下 の 通 り で す。  

 2018 年 度  2019 年 度  前 年 度 ⽐ 増 減  

契 約 組 織 総 数    (維 持 料 請 求 時 点)  1,384  1,377  -7  

維 持 料 請 求 額  34,642 万 円  34,637 万 円  -5 万 円  

IP ア ド レ ス 管 理 指 定 業 者 数  441  456  +15  

IPv4 ア ド レ ス 分 配 総 数   (単 位: 千)  93,239  93,302  +63  

IPv6 ア ド レ ス 分 配 総 数   (/32 の 数)  5,557  5,584  +27  

AS 番 号 分 配 総 数  681  699  +18  

IPv4 ア ド レ ス 移 転 累 積 件 数  365  418  +53  
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2.1 資 源 管 理 業 務  
2.1.1 IPv4 ア ド レ ス、 IPv6 ア ド レ ス の 割 り 振 り・ 割 り 当 て  

IP ア ド レ ス 及 び AS 番 号 の 割 り 振 り、 割 り 当 て 先 組 織 数 の 推 移 は 以 下 の 通 り で す。  
 2015  2016  2017  2018  2019  

IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 数  411  414  426  441  458  

特 殊 ⽤ 途 ⽤ PI ア ド レ ス 割 り 当 て 組 織 数  66  70  78  79  80  

歴 史 的 PI ア ド レ ス 割 り 当 て 組 織 数  999  985  966  954  933  

 
2019 年 度 は、 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 の 新 規 契 約 が 23 件、 解 約 が 6 件 で、 純 増 数 が 17 件 と な 

り、 IPv4 ア ド レ ス 在 庫 枯 渇 以 来、 純 増 数 が 最 多 と な り ま し た。  

新 規 契 約 は、 ケー ブ ル テ レ ビ 事 業 者 や ホ ス ティ ン グ 事 業 者 等、 従 来 の 傾 向 と ⼤ き く 変 化 は あ り ま せ 
ん で し た。 解 約 に つ い て は、 他 社 へ の 吸 収 合 併 や 会 社 分 割 に 伴 う も の、 IPv4 ア ド レ ス 移 転 に 伴 う も の 
が 主 な 事 由 と なっ て い ま す。  

特 殊 ⽤ 途 ⽤ PI ア ド レ ス 割 り 当 て 先 組 織 に つ い て は、 新 規 割 り 当 て が 3 件 あっ た も の の、 解 約 が 2 件 
あ り、 特 殊 ⽤ 途 ⽤ PI ア ド レ ス 割 り 当 て 先 組 織 数 は 前 年 度 よ り 1 組 織 増 の 80 組 織 と な り ま し た。 な 
お、 新 規 割 り 当 て 3 件 の う ち、 IPv6 ア ド レ ス の 割 り 当 て は 1 件 で し た。  

歴 史 的 PI ア ド レ ス 割 り 当 て 組 織 は 例 年 と 同 程 度 の 減 少 が 継 続 し て い ま す。  

AS 番 号 割 り 当 て 組 織 も 含 め た、 2019 年 4 ⽉ の 維 持 料 請 求 時 ま で の 請 求 対 象 組 織 数 の 推 移 は 下 の グ ラ 
フ に ⽰ す 通 り 微 減 傾 向 と なっ て い ま す。  

 
※ 維 持 料 請 求 組 織 は、 IP ア ド レ ス と AS 番 号 の 両 ⽅ の 分 配 を 受 け て い る 組 織 等 に つ い て は、 す べ て 
合 算 し て ⼀ つ の 請 求 先 組 織 と し て い る た め、 契 約 数 と は 合 致 し ま せ ん。  
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  IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 の 各 種 申 請 件 数 は 以 下 の 通 り で す。  

 2015  2016  2017  2018  2019  

割 り 振 り 件 数  
IPv4  31  43  52  35  25  

IPv6  8  11  26  16  18  

割 り 振 り  
ア ド レ ス 総 数  

IPv4  
(単 位: 千)  93,074  93,102  93,146  93,239  93,302  

IPv6  
(/32 の 数)  5,226  5,246  5,542  5,557  5,584  

割 り 当 て 件 数  
IPv4  14,717  14,878  115,035  13,280  12,463  

IPv6  525  871  697  403  284  

審 議 件 数  
IPv4  52  48  78  78  65  

IPv6  0  0  0  0  0  

 
2019 年 度 は、 IPv4 ア ド レ ス の 割 り 振 り 件 数 が 昨 年 度 に 続 き 前 年 度 よ り 減 少 す る ⼀ ⽅ で、 IPv6 ア ド 

レ ス の 割 り 振 り が 再 び 前 年 度 よ り も 増 加 す る 結 果 と な り ま し た。  

IPv4 ア ド レ ス、 IPv6 ア ド レ ス 双 ⽅ の 割 り 当 て 件 数、 審 議 件 数 も 前 年 度 よ り 減 少 し て い ま す。  

2.1.2 AS 番 号 の 割 り 当 て  

2019 年 度 に つ い て も、 2018 年 度 と 同 様 に、 AS 番 号 の 割 り 当 て 件 数 は 堅 調 に 増 加 し て い ま す。 
2019 年 の AS 番 号 の 新 規 割 り 当 て は 24 件 と な り ま し た。 そ の 24 件 の 割 り 当 て の う ち、 2 バ イ ト AS 番 号 
の 割 り 当 て は 5 件 で あ り、 4 バ イ ト AS 番 号 の 割 り 当 て は 19 件 と い う 結 果 と な り ま し た。  

新 規 割 り 当 て と 返 却 に よ る 増 減 を 加 味 し た、 JPNIC が 割 り 当 て を ⾏っ て い る AS 番 号 の 総 数 は、 
2019 年 度 末 時 点 で 700 と な り ま す。  

 2015  2016  2017  2018  2019  

AS 番 号 割 り 当 て 組 織 数  
(う ち 4 バ イ ト AS 番 号 割 り 当 て 件 数)  

647  
(32)  

653  
(37)  

670  
(52)  

681  
(65)  

700  
(84)  
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年 度 毎 の AS 番 号 割 り 当 て、 返 却 の 推 移 は 下 の グ ラ フ の 通 り で す。  

 

2.1.3 IPv4 ア ド レ ス 移 転、 AS 番 号 移 転  

2019 年 度 の IPv4 ア ド レ ス 移 転 は、 過 去 最 多 だっ た 前 年 度 よ り 4 件 少 な い 55 件 実 施 し、 年 度 末 の 累 
計 で 420 件 と な り ま し た。 55 件 の 移 転 の う ち、 APNIC メ ン バー か ら JPNIC 契 約 組 織 へ の 移 転 を 2 件、 
ARIN メ ン バー か ら JPNIC 契 約 組 織 へ の 移 転 を 7 件、 RIPE   NCC メ ン バー か ら JPNIC 契 約 組 織 へ の 移 転 
を 4 件、 イ ン ド の NIR で あ る NIXI(National   Internet   Exchange   of   India) メ ン バー か ら JPNIC 契 約 組 
織 へ の 移 転 を 1 件、 実 施 し ま し た。  

な お 2019 年 度 は、 JPNIC 契 約 組 織 か ら APNIC メ ン バー へ の 移 転 を 1 件 実 施 し ま し た。  

 
全 移 転 件 数 の う ち、 JPNIC 契 約 組 織 間 の 移 転 が 半 数 以 上 を 占 め る 傾 向 は こ れ ま で と 変 わ り ま せ ん。 

/16 な ど の ⼤ き な ブ ロッ ク の 場 合 は、 ARIN ま た は RIPE   NCC メ ン バー か ら 移 転 さ れ る ケー ス が 多 く 
なっ て い ま す。  

AS 番 号 の 移 転 に 関 し て は、 2019 年 度 は 申 請 が あ り ま せ ん で し た。  
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2.1.4 JPNIC   WHOIS   の 安 定 提 供 と 登 録 情 報 更 新 の 促 進 策 検 討   

WHOIS デー タ ベー ス 及 び 関 連 す る IP レ ジ ス ト リ シ ス テ ム の 安 定 的 運 ⽤ の た め に、 維 持 管 理 業 務 を ⾏ 
い ま し た。 断 続 的 に 発 ⽣ す る ⼤ 量 ア ク セ ス に 対 応 す る た め、 サー バ 構 成 の ⾒ 直 し を 含 む シ ス テ ム の 改 
善、 改 修 を ⾏ い ま し た。 こ れ に よ り、 昨 年 度 を さ ら に ⼤ 幅 に 上 回 る ⼤ 量 の ク エ リ が あ り ま し た が、 
サー バ 負 荷 を 軽 減 し、 よ り 安 定 的 な 運 ⽤ を 可 能 に し、 2019 年 度 は 特 に ⼤ き な 障 害 等 も あ り ま せ ん で 
し た。  

 
契 約 者 に 対 し て、 WHOIS デー タ ベー ス の 登 録 情 報 が 最 新 の も の に なっ て い る か 確 認 を 促 す 呼 び か 

け を 適 宜 ⾏ い ま し た。 ま た、 WHOIS 登 録 情 報 の 正 確 性 向 上 に 関 す る 検 討 に お い て、 現 在 の WHOIS シ 
ス テ ム の 仕 様 や 制 限 な ど、 検 討 に お い て 必 要 と な る 技 術 的 な 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。  

2.1.5 DNSSEC   レ コー ド を 含 む 逆 引 き ゾー ン 情 報 の 維 持 管 理 と   DNSSEC   導 ⼊ ⽀ 援  

JPNIC が 管 理 す る 逆 引 き ゾー ン 情 報 の 維 持 管 理、 ネー ム サー バ の 運 ⽤ を ⾏ い ま し た。 ま た、 APNIC 
が 管 理 す る 逆 引 き ゾー ン 情 報 に つ い て は APNIC へ の 転 送 を ⾏っ て い ま す。 こ れ ら に つ い て も 2019 年 
度 は 特 に 障 害 等 は 発 ⽣ し て お り ま せ ん。  

2015 年 よ り 開 始 し た、 JPNIC の 管 理 す る 逆 引 き ゾー ン に お い て DNSSEC を 利 ⽤ す る た め の シ ス テ 
ム も 継 続 し て 維 持 管 理 し て い ま す。 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 か ら の 問 い 合 わ せ 対 応 や サ ポー ト も 適 
宜 ⾏っ て い ま す。  

ま た、 逆 引 き に 限 ら ず DNSSEC の 普 及 の た め の 課 題 に 関 す る 議 論 を ⽬ 的 と し て、 2020 年 1 ⽉ 開 催 の 
JANOG45 に て 「つ ぶ ら な 瞳 で 考 え る、 DNSSEC の 普 及 に 必 要 な 何 か は 何 か？」 と い う プ ロ グ ラ ム を 
企 画 し ま し た。  

 
14  



 

 

2.1.6 逆 引 き ネー ム サー バ の 設 定 適 正 化 (lame   delegation 削 減) に 向 け た 取 り 組 み  

JPNIC に 登 録 さ れ た 逆 引 き ネー ム サー バ に つ い て、 適 切 に 設 定 さ れ て い な い 状 態   (lame  
delegation 状 態)   の 検 出 及 び 登 録 者 へ の 通 知 を ⾏ い、 ⼀ 定 期 間 改 善 さ れ な い 場 合 は 委 任 停 ⽌ 措 置 を す 
る こ と で、 lame   delegation   と なっ て い る 逆 引 き ネー ム サー バ の 削 減 に 継 続 的 に 取 り 組 ん で い ま す。  

ま た、 2013 年 度 よ り 開 始 し た、 ネッ ト ワー ク 情 報 の 新 規 登 録・ 更 新 時 に お い て、 ネー ム サー バ の 
情 報 が 登 録 あ る い は 更 新 さ れ る 場 合 に、 当 該 ネー ム サー バ が lame   delegation 状 態 に なっ て い る か ど 
う か の チェッ ク も 継 続 し て 実 施 し て い ま す。  

2017 年 7 ⽉ か ら 検 出 ⽅ 法 を 変 更 し、 対 象 と な る 逆 引 き ゾー ン が IPv4 か IPv6 か に 関 わ ら ず、   ネー ム 
サー バ に 設 定 さ れ て い る IPv4 ア ド レ ス と IPv6 ア ド レ ス の 双 ⽅ を 調 査 す る ⽅ 式 と し ま し た。  

2019 年 度 は、 年 度 を 通 し て 1% 以 下 の 検 出 率 と なっ て お り、 2018 年 度 と ⽐ 較 し て 低 い 検 出 率 と な 
り ま し た。  

2.1.7 資 源 管 理 認 証 局 の 維 持 管 理  

Web 申 請 シ ス テ ム に お け る 申 請 者 認 証 を ⾏ う た め の 資 源 管 理 認 証 局 の 運 ⽤ を ⾏ い ま し た。  

IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 へ の、 新 規 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 に 対 す る 資 源 管 理 カー ド の 発 ⾏、 
カー ド が 有 効 期 限 を 迎 え た 場 合 の 更 新 発 ⾏、 カー ド を 紛 失 し た 際 の 再 発 ⾏ な ど の 対 応 を ⾏ い ま し た。  

ま た、 シ ス テ ム 運 ⽤ の 効 率 化 を 進 め る た め、 レ ジ ス ト リ シ ス テ ム の デー タ セ ン ター 移 設 後 に、 同 じ 
デー タ セ ン ター で 資 源 管 理 認 証 局 も 運 ⽤ で き る よ う 計 画、 準 備 を 進 め て い ま す。  
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2.1.8 各 種 申 請 等 に 関 す る 問 い 合 わ せ、 相 談 対 応  

各 種 契 約、 IP ア ド レ ス、 AS 番 号 な ど の 申 請 や 電 ⼦ 証 明 書 の 発 ⾏ ⼿ 続 き、 維 持 料 そ の 他 に つ い て、 
IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者、 歴 史 的 PI ア ド レ ス、 特 殊 ⽤ 途 ⽤ PI ア ド レ ス、 AS 番 号 の 各 担 当 者 か ら の 
問 い 合 わ せ へ の 対 応、 ま た、 契 約 者 以 外 の ⼀ 般 の ⽅ か ら の IP ア ド レ ス に 関 す る 質 問 な ど、 電 話 及 び 電 
⼦ メー ル に よ る 対 応 を ⾏ い ま し た。  

2019 年 度 の 電 ⼦ メー ル に よ る 問 い 合 わ せ は、 ⼀ 年 を 通 じ て 多 い 傾 向 に あ り ま す。 問 い 合 わ せ の 内 
容 の 多 く は、 維 持 料 そ の 他 の ⽀ 払 い に 関 す る も の と、 電 ⼦ 証 明 書 の 発 ⾏、 再 発 ⾏ 及 び 登 録 情 報 の 変 更 
に 関 す る も の で し た。  

  年 3 回 郵 送 で お 送 り し て い る 会 報 誌 「 JPNIC   Newsletter 」 の 送 付 先 や 毎 年 1 ⽉ 下 旬 に 電 ⼦ メー ル で 
お 送 り し て い る 翌 年 度 の 維 持 料 ⾒ 込 額 の ご 連 絡 先 に つ い て、 2019 年 12 ⽉ か ら 2020 年 3 ⽉ に か け て 重 
点 的 に 確 認 を ⾏ い ま し た。 こ れ ら に 関 す る 問 い 合 わ せ 等 の 影 響 で、 2019 年 12 ⽉ 以 降 の メー ル 件 数 は 
多 く なっ て い ま す。  

  維 持 料 の お ⽀ 払 に 必 要 な ⾒ 積 書 の 発 ⾏ ⽅ 法 や、 送 付 先 の 変 更 に 関 す る 内 容 が 多 く を 占 め て い ま す。 
各 組 織 に お い て JPNIC に 問 い 合 わ せ を ⾏ う こ と な く、 ⼿ 続 き を お 取 り い た だ け る よ う に、 JPNIC の 
Web サ イ ト の 他 JPNIC ブ ロ グ に お い て も、 よ く あ る お 問 い 合 わ せ に 関 す る 内 容 を 案 内 し て い ま す。  

2.1.9 災 害 等 発 ⽣ 時 の 業 務 継 続 性 を 考 慮 し た 資 源 管 理 業 務 体 制 の 検 討  

  2018 年 度 に 越 後 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター ズ・ グ ルー プ   (ENOG)   の 協 ⼒ を 得 て、 新 潟 の デー タ 
セ ン ター に 実 験 的 に 設 置 し た IP レ ジ ス ト シ ス テ ム の ⼀ 部 機 能 を 活 ⽤ し て、 デー タ セ ン ター 移 設 の 際 に 
⼀ 時 的 に WHOIS へ の ア ク セ ス を 切 り 替 え る こ と を 試 み ま し た。 こ れ 以 外 に も メ ン テ ナ ン ス 時 の 切 り 
替 え を 何 度 か 試 み た 他、 遠 隔 運 ⽤ の た め の ⼿ 順 等 の 整 備 を ⾏ い ま し た。  
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2.1.10   IP   レ ジ ス ト リ シ ス テ ム の デー タ セ ン ター 移 設  

  2019 年 度 は、 従 来 ま で IP レ ジ ス ト リ シ ス テ ム を 設 置 し て い た デー タ セ ン ター が 閉 鎖 に な る こ と に 
なっ た た め、 新 た に 別 の デー タ セ ン ター を 選 定 し、 移 設 を 実 施 し ま し た。 2019 年 8 ⽉ 9 ⽇ 業 務 終 了 後 
か ら 作 業 を 開 始 し、 連 休 明 け の 8 ⽉ 13 ⽇ の 業 務 開 始 ま で に 移 設 を 完 了 し ま し た。 移 設 作 業 の 前 後 に お 
い て も 特 段 の ト ラ ブ ル も な く、 移 設 後 は こ れ ま で 通 り の サー ビ ス を 提 供 し て お り ま す。  

  当 初 は、 WHOIS を 含 め た 全 サー ビ ス を 停 ⽌ し て の 移 設 を 計 画 し て い ま し た が、 新 潟 デー タ セ ン 
ター に 設 置 し た シ ス テ ム を 活 ⽤ し、 移 設 の た め の メ ン テ ナ ン ス 期 間 に WHOIS へ の ア ク セ ス を 新 潟 シ 
ス テ ム に 移 す こ と で、 WHOIS に つ い て は 無 停 ⽌ と し て 移 設 作 業 を 完 了 す る こ と が で き ま し た。  

  ま た、 こ の デー タ セ ン ター の 変 更 に よ り シ ス テ ム 運 ⽤ 費 ⽤ の 削 減 も 実 現 す る こ と が で き ま し た。  
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2.2 ルー ティ ン グ レ ジ ス ト リ 業 務  
2.2.1 JPIRR   の 登 録 管 理  

JPIRR の 登 録 申 請 の 受 付、 問 い 合 わ せ 対 応 等 の 業 務 を ⾏ い ま し た。  

JPIRR に 登 録 さ れ た 各 オ ブ ジェ ク ト 数 の 推 移 は 以 下 の 通 り で す。 JPNIC が 割 り 振 り・ 割 り 当 て を ⾏ 
う IP ア ド レ ス・ AS 番 号 の 増 加 に 伴 い、 登 録 オ ブ ジェ ク ト 数 は 順 調 に 増 加 し て い ま す。 maintainer オ 
ブ ジェ ク ト の 登 録 数 は、 2019 年 度 末 ま で に 330 と なっ て い ま す。  

2019 年 度 末 時 点 で JPNIC が 割 り 当 て て い る AS 番 号 の 総 数 700 に 対 し、 330 の maintainer オ ブ ジェ 
ク ト が 登 録 さ れ て お り、 約 47% の AS 番 号 割 り 当 て 先 組 織 が JPIRR を 利 ⽤ し て い る こ と に な り ま す。  

 2015  2016  2017  2018  2019  

maintainer  265  278  293  309  330  

route  9,028  9,475  9,671  9,806  10,560  

route6  278  559  625  674  774  

auto-num  380  386  396  401  414  

as-set  147  168  181  186  200  
JPIRR オ ブ ジェ ク ト 登 録 数 推 移  
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2019 年 度 の JPIRR の ア ク セ ス 数 は 昨 年 度 後 半 か ら の 増 加 し、 そ の 傾 向 が 継 続 し て い ま し た が、 年 

度 の 後 半 か ら や や 緩 や か な 傾 向 と な り ま し た。  

2.2.2 JPNIC   経 路 奉 ⾏ 運 営 と 経 路 ハ イ ジャッ ク 通 知  

JPIRR と 連 携 し て い る JPNIC 経 路 奉 ⾏ の 運 ⽤ を ⾏ い ま し た。 2019 年 度 の 検 知 状 況 は 以 下 の グ ラ フ の 
通 り で す。 4 ⽉ か ら 7 ⽉ に か け て の 検 知 数 の 増 加 は、 特 定 の AS に よ る 経 路 情 報 登 録、 変 更 の 作 業 に 伴 
う も の で あ り、 悪 意 を 伴 う も の で は あ り ま せ ん で し た。 そ れ を 除 く と 概 ね 40 か ら 100 の 検 知 で 推 移 し 
て い ま す。 JPIRR の 登 録 漏 れ の 検 知 と いっ た 機 能 も 継 続 し て 活 ⽤ さ れ て い ま す。  
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2.2.3 リ ソー ス 証 明 書 の 試 験 的 な 発 ⾏ と 活 ⽤ に 必 要 な 付 加 シ ス テ ム の 提 供  

  RPKI の リ ソー ス 証 明 書 と イ ン ター ネッ ト に お け る 経 路 制 御 の セ キュ リ ティ 確 保 に 役 ⽴ つ 情 報 で あ る 
Route   Origin   Authorization   (ROA)   を 発 ⾏ す る RPKI シ ス テ ム を 試 験 的 に 提 供、 運 ⽤ し て い ま す。 ま 
た 「 ROA パ ブ リッ ク キャッ シュ サー バ」 や 「 RPKI   Validator ⽇ 本 語 版」 な ど の リ ソー ス 証 明 書 を 活 ⽤ 
す る た め の サー ビ ス や ツー ル も 併 せ て 提 供 し て い ま す。  

 

2.2.4 リ ソー ス 証 明 書 利 ⽤ 組 織 か ら の 意 ⾒ 収 集 と 利 ⽤ 促 進 を ⽬ 的 と し た 情 報 提 供 等  

  ヨー ロッ パ の AS で、 発 ⾏ さ れ て い る ROA と 違 い の あ る BGP 経 路 を 無 視 す る 設 定 が ⾏ わ れ 始 め、 国 
内 の ネッ ト ワー ク へ の 到 達 性 が 失 わ れ る こ と が 発 ⽣ し 始 め ま し た。 2019 年 度 は、 こ の 運 ⽤ 上 の 問 題 
に 注 ⽬ し、 ICANN   APAC-TWNIC エ ン ゲー ジ フォー ラ ム で 情 報 共 有 の た め の 発 表 の ほ か、 第 78 回 
RIPE ミー ティ ン グ で は 注 意 喚 起 の た め の 発 表 し、 さ ら に APNIC ブ ロ グ や RIPE   Labs の ブ ロ グ に 寄 稿 
し ま し た。 国 内 で は JANOG に お け る 展 ⽰ を 通 じ た 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。  

  ま た 2018 年 度 に 引 き 続 き、 Inter-Domain   Routing   Security   (IRS)   ワー ク ショッ プ な ど の 機 会 を 
利 ⽤ し て、 利 ⽤ 者 や ネッ ト ワー ク オ ペ レー タ の ⽅々 か ら、 JPNIC の RPKI シ ス テ ム に 関 す る 意 ⾒ や 要 望 
を 収 集 し ま し た。 そ の 他 RPKI に 関 す る 問 い 合 わ せ 窓 ⼝ か ら も ご 意 ⾒ を い た だ い て い ま す。  

  2019 年 度 は、 こ れ ま で JPNIC と 技 術 的 な 相 談 を ⾏っ て き た Indonesia   Network   Information  
Center   (IDNIC) で RPKI サー ビ ス の 試 験 運 ⽤ を 開 始 す る た め の 動 き が 活 発 に なっ て き ま し た。 JPNIC 
で は、 APRICOT2020/APNIC49 に お い て RPKI の 普 及 に 関 す る RPKI   Deployathon 、 RPKI  
Deployment 、 NIR 向 け に は NIR   Technical   Workshop を ⾏ い、 APNIC   Foundation や 各 国 各 地 域 NIR 
と 協 ⼒ し て 参 加 者 の 招 待 を ⾏ う な ど RPKI の 普 及 と 連 携 の 活 性 化 を 図 り ま し た。 ベ ト ナ ム の 
VNIX-NOG で は APNIC と 協 ⼒ し て ハ ン ズ オ ン コー ス を 実 施 す る な ど、 RPKI の 普 及 に 向 け た 各 種 活 動 
を ⾏ い ま し た。  
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RPKI に 関 す る 情 報 提 供  

イ ベ ン ト  ICANN   APAC-TWNIC   Engagement   Forum  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 4 ⽉ 17 ⽇   ／ 台 湾・ 台 北  

発 表 タ イ ト ル  · Trouble   shooting   when   deploying   ROV  

イ ベ ン ト  RIPE78  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 5 ⽉ 21 ⽇   ／ ア イ ス ラ ン ド・ レ イ キャ ビッ ク  

発 表 タ イ ト ル  · Long   chopsticks   in   heaven   -   When   packets   dropped   using   ROA   -  

イ ベ ン ト  VNIC-NOG   2019  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 8 ⽉ 24 ⽇   ／ ベ ト ナ ム・ ニャ チャ ン  

発 表 タ イ ト ル  ・ RPKI   Workshop  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
VNIX-NOG2019 で ⾏ わ れ た RPKI ワー ク ショッ プ 参 加 者 と      

2.2.5 JPIRR 未 登 録 事 業 者 へ の 登 録 促 進  

  新 規 に AS 番 号 の 割 り 当 て を ⾏っ た 組 織 に 対 し て、 割 り 当 て 通 知 の 際 に JPIRR の 登 録 を 促 す よ う に し 
て い ま す。 ま た、 ⽉ 次 で ⾏っ て い る ⼀ 定 期 間 情 報 更 新 が さ れ て い な い オ ブ ジェ ク ト の 削 除 に つ い て、 
削 除 に ⾄ る 前 に オ ブ ジェ ク ト を 更 新 す る よ う 呼 び か け を ⾏っ て お り ま す。  

  オ ブ ジェ ク ト の 登 録 ⽅ 法 に つ い て、 あ ら た め て JPNIC ブ ロ グ で 解 説 す る こ と で、 常 に 登 録 情 報 を 最 
新 の も の に 維 持 し て い く こ と の 重 要 性 に つ い て 理 解 い た だ け る よ う に 努 め ま し た。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル / Ｕ RL  

2020 年 1 ⽉ 31 ⽇  IRR に Route オ ブ ジェ ク ト を 登 録 し て い ま す か？  
https://blog.nic.ad.jp/2020/4155/  
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2.3 ⽅ 針 策 定・ 実 装 業 務  
2.3.1 国 内 に お け る   IP   ア ド レ ス、 AS   番 号 に 関 す る ポ リ シー 検 討、 調 整  

2019 年 度 の JPNIC オー プ ン ポ リ シー フォー ラ ム   (JPOPF)   に お い て、 全 部 で ⼆ つ の 提 案 が ⾏ わ れ ま 
し た。 ⼀ つ は 2019 年 6 ⽉ に 開 催 さ れ た 第 36 回 JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ に お い て 「 JPNIC 
に お け る WHOIS 正 確 性 向 上 の 検 証」 と し て 議 論 さ れ た 提 案 で す。 APNIC で の 提 案 「 IRT オ ブ ジェ ク 
ト 中 の "abuse-mailbox" 及 び そ の 他 連 絡 先 と な る 電 ⼦ メー ル ア ド レ ス の 検 証」 (prop-125) を、 
JPNIC に お い て 実 装 す る こ と を ⽬ 的 と し た も の で す。   

提 案 は コ ン セ ン サ ス と な り、 JPOPF 運 営 チー ム に よ り、 検 証 ⽅ 法 な ど の 詳 細 を 検 討 す る た め の ワー 
キ ン グ グ ルー プ が 設 ⽴ さ れ ま し た。 JPNIC か ら は オ ブ ザー バ 
と し て IP 事 業 部 お よ び 技 術 部 職 員 が 参 加 し、 検 討 に 際 し て 
JPNIC か ら 必 要 な イ ン プッ ト を ⾏ い ま し た。  

  も う ⼀ つ は、 2019 年 11 ⽉ に 開 催 さ れ た 第 37 回 JPNIC オー 
プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ に お い て 「コ ン セ ン サ ス に ⾄ ら 
な かっ た 提 案 の 扱 い の 明 確 化」 と し て 議 論 さ れ た 提 案 で 
す。 提 案 は コ ン セ ン サ ス と な り、 JPNIC に お け る ポ リ シー 策 
定 プ ロ セ ス に 反 映 待 ち の 状 況 と なっ て い ま す。  
 
WHOIS 正 確 性 向 上 WG 会 合  

2.3.2 JPNIC   オー プ ン ポ リ シー フォー ラ ム の サ ポー ト と 連 携  

  2019 年 度 は、 2 回 の JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ   (JPOPM36,   JPOPM37)   の 開 催 及 び 運 営 
に つ い て、 JPOPF 運 営 チー ム へ の 協 ⼒ を ⾏ い ま し た。 JPOPM36 及 び JPOPM37 で は、 JPNIC か ら も 発 
表 を ⾏っ た 他、 提 案 や 発 表 に 関 す る 議 論 に も 参 加 し ま し た。  

  当 ⽇ の プ ロ グ ラ ム 詳 細、 発 表 資 料、 議 事 録、 さ ら に 発 表、 議 論 の ⾳ 声 録 ⾳ ファ イ ル を JPOPF の Web 
サ イ ト で 公 開 し て い ま す。  

ミー ティ ン グ  
/ 開 催 ⽇ / 会 場  JPNIC か ら の 発 表 / プ ロ グ ラ ム、 発 表 資 料、 議 事 録、 ⾳ 声 録 ⾳ / 開 催 報 告  

JPOPM36  
/2019 年 6 ⽉ 21 ⽇  

/JPNIC 会 議 室  
参 加 者: 18 名  
遠 隔: 延 べ 40  

JPNIC か ら の 発 表  
· 初 め て の APNIC   Policy   SIG 、 JPNIC アッ プ デー ト、 RIPE78 レ ポー ト  
プ ロ グ ラ ム、 発 表 資 料、 議 事 録、 ⾳ 声 録 ⾳   
   http://www.jpopf.net/JPOPM36Program/  
開 催 報 告  

第 36 回 JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ 報 告  
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1698.html  

       
                   コ ン セ ン サ ス 確 認 の 様 ⼦                   ⻑ 年 に わ た る 活 動 に 敬 意 を 表 し て JPOPF 運 営 チー ム  
                                                              メ ン バー (中 央 の 4 ⼈) に 感 謝 状 を 贈 り ま し た  
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ミー ティ ン グ  
/ 開 催 ⽇ / 会 場  JPNIC か ら の 発 表 / プ ロ グ ラ ム、 発 表 資 料、 議 事 録、 ⾳ 声 録 ⾳ / 開 催 報 告  

JPOPM37  
/2019 年 11 ⽉ 27 ⽇  
/ ヒュー リッ ク ホー 
ル ＆ ヒュー リッ ク カ 

ン ファ レ ン ス   3F  
Room4   

参 加 者: 18 名  
遠 隔: 延 べ 39  

JPNIC か ら の 発 表  
・ JPNIC アッ プ デー ト、 APNIC48 ・ ARIN44 レ ポー ト  

プ ロ グ ラ ム、 発 表 資 料、 議 事 録、 ⾳ 声 録 ⾳  
http://jpopf.net/JPOPM37Program/  
開 催 報 告  
第 37 回 JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ 報 告  
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1736.html  

 

2.3.3 APNIC   及 び   JPNIC   オー プ ン ポ リ シー フォー ラ ム で コ ン セ ン サ ス と なっ た ポ リ シー の 実 装  
検 討  

APNIC47 で コ ン セ ン サ ス と なっ た 「最 後 の /8 相 当 の IPv4 未 割 り 振 り 在 庫   (103/8)   か ら の 最 ⼤ 割 り 
振 り サ イ ズ を /23   (512 ア ド レ ス)   へ 変 更 す る 提 案」   (prop-127)   に つ い て、 APNIC で は、 2019 年 5 
⽉ 9 ⽇ に ポ リ シー が 改 定 さ れ ま し た。  

JPNIC で は、 APNIC の 対 応 に あ わ せ て 2019 年 2 ⽉ 28 ⽇ 12:00 以 降 の 割 り 振 り 申 請 に 関 し て は 最 ⼤ サ 
イ ズ を /23 と す る 対 応 を ⾏っ て い ま し た が、 2019 年 9 ⽉ 2 ⽇ に ポ リ シー を 改 定 し、 こ の 対 応 の 明 確 化 
を ⾏ い ま し た。  

上 記 以 外 に は ポ リ シー 実 装 に 伴 う ⽂ 書 改 定 等 は あ り ま せ ん で し た。  

2.3.4 JPNIC   オー プ ン ポ リ シー フォー ラ ム の 充 実 に 向 け た 検 討、 調 整  

JPOPF 運 営 チー ム と 定 期 的 な ミー ティ ン グ を 開 催 し、 フォー ラ ム 運 営 や オー プ ン ポ リ シー ミー ティ 
ン グ の プ ロ グ ラ ム の 充 実 と いっ た 課 題 に 対 す る 施 策 の 検 討 を ⾏ い ま し た。  

ホッ ト ト ピッ ク ス な ど の プ ロ グ ラ ム の 充 実、 JANOG や 地 域 NOG で の 周 知 な ど、 運 営 チー ム が 実 施 
す る 施 策、 活 動 を サ ポー ト し ま し た。   
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2.4 国 際 調 整・ 連 携 業 務  
2.4.1 APNIC   と の 業 務 連 携、 運 営 協 ⼒  

  JPNIC の 職 員 と APNIC の 申 請 担 当 者 は、 IPv4 ア ド レ ス の 国 際 移 転 や 各 種 申 請 等 に つ い て、 ⽇ 常 的 に 
コ ミュ ニ ケー ショ ン を 取っ て 業 務 を 進 め て い ま す。 ま た、 ポ リ シー 運 ⽤ や 業 務 に 関 し て も 情 報 交 換 を 
随 時 ⾏っ て い ま す。  

  APNIC と は、 オ ン ラ イ ン で の コ ミュ ニ ケー ショ ン が 中 ⼼ と なっ て い ま す が、 年 に 2 回 開 催 さ れ る 
APNIC カ ン ファ レ ン ス に JPNIC か ら も 参 加 す る 際 に、 対 ⾯ で の ミー ティ ン グ の 機 会 を 設 け て い ま す。 
⽇ 頃 か ら 実 施 し て い る、 業 務 や シ ス テ ム、 ポ リ シー 運 ⽤ に 関 す る 議 論 や 情 報 交 換 を、 顔 を あ わ せ て さ 
ら に 密 度 濃 く ⾏ い ま し た。  

  2019 年 度 は、 APNIC が NIR の 窓 ⼝ と な る 専 任 の 担 当 者 を 設 け、 こ れ ま で 以 上 に 円 滑 な コ ミュ ニ 
ケー ショ ン が 可 能 に な り ま し た。 そ し て、 こ の 担 当 者 を 含 む APNIC ス タッ フ が 複 数 回 に わ た り JPNIC 
を 訪 問 す る 機 会 が あ り ま し た。 APNIC カ ン ファ レ ン ス の 際 の 対 ⾯ で の ミー ティ ン グ で は、 APNIC の 業 
務 に つ い て JPNIC か ら 確 認 す る こ と が ほ と ん ど で す が、 APNIC 担 当 者 の 来 ⽇ の 際 に は、 JPNIC の 制 度 
や RPKI を は じ め と す る さ ま ざ ま な 取 り 組 み に つ い て、 深 く 掘 り 下 げ て 議 論 を ⾏ い ま し た。  

Tashi   Phuntsho ⽒ (左 か ら 3 番 ⽬) 来 社 時 の 模 様       George   Kuo ⽒ (後 列 右 か ら 3 番 ⽬) と Duncan   Macintosh ⽒  
                (2019 年 11 ⽉)                                    (後 列 右 か ら 4 番 ⽬) と 来 社 時 の 模 様 (2020 年 1 ⽉)   

 
  APNIC で は、 ⽇ 本 の コ ミュ ニ ティ に 対 す る プ レ ゼ ン ス 向 上 を ⽬ 
的 と し て、 JANOG ミー ティ ン グ の ス ポ ン サー 出 展 を 継 続 的 に 
⾏っ て い ま す。 2019 年 7 ⽉ に 神 ⼾ で 開 催 さ れ た JANOG44 ミー 
ティ ン グ、 2020 年 1 ⽉ に 札 幌 で 開 催 さ れ た JANOG45 ミー ティ ン 
グ に お い て も ス ポ ン サー 出 展 を 実 施 し て い ま す。 出 展 に 際 し て の 
ミー ティ ン グ ス タッ フ と の 調 整 を JPNIC が APNIC に 代 わ り 担 当 し 
た ほ か、 ス ポ ン サー ブー ス 準 備 の た め の サ ポー ト を ⾏ い ま し た。  

 
 
 

JANOG45 で の   APNIC   George   Odagi ⽒ (写 真 左) に よ る 講 演 ⾵ 景  
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  ま た、 JANOG44 お よ び JANOG45 ミー ティ ン グ の い ず れ に お い て も、 APNIC に よ る ポ リ シー の 最 
新 動 向 に 関 す る 講 演 が ⾏ わ れ ま し た が、 JPNIC で は 講 演 資 料 の ⽇ 本 語 へ 翻 訳、 講 演 当 ⽇ の ⽇ 本 語 に よ 
る サ ポー ト を ⾏ い ま し た。 APNIC か ら の 要 請 に 応 じ て、 JANOG ミー ティ ン グ の レ ポー ト を、 APNIC 
ブ ロ グ の 記 事 と し て 投 稿 し ま し た。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル /URL  

2020 年 2 ⽉ 20 ⽇     Stats   and   games   at   JANOG   45   
https://blog.apnic.net/2020/02/20/stats-and-games-at-janog-45/  

 
  Internet   Week   2019 の 前 ⽇ に 開 催 さ れ た、 IPv6  
Summit   in   TOKYO   2019 で は、 APNIC の Tashi  
Phuntsho ⽒ が ア ジ ア 太 平 洋 地 域 の IPv6 普 及 状 況 に 
つ い て 講 演 を ⾏ い ま し た。 JPNIC で は、 英 語 で の 講 
演 を ⽇ 本 語 に 逐 次 通 訳 す る サ ポー ト を ⾏ い ま し た。  

 
 
 
 

Tashi   Phuntsho ⽒ (写 真 右) に よ る 講 演 の 模 様  

  2019 年 12 ⽉ に は、 APNIC に よ る ト レー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム 受 講 を ⽬ 的 と し て、 JPNIC 職 員 1 名 を 1 ヶ 

⽉ 間 APNIC へ 派 遣 し ま し た。 ト レー ニ ン グ で は、 APNIC の 各 部 ⾨ か ら 講 義 を 受 け た ほ か、 問 い 合 わ 
せ・ 申 請 処 理 を 実 際 に 担 当 し、 APNIC で の 対 応 ⽅ 法 や 基 準 を 学 習 し ま し た。 JPNIC か ら は、 業 務 の 現 
状 や ポ リ シー 策 定 プ ロ セ ス を APNIC ス タッ フ へ 紹 介 し、 APNIC と JPNIC に お け る 業 務 の 相 互 理 解 を 深 
め ま し た。 APNIC へ の 派 遣 に 関 す る レ ポー ト は JPNIC ブ ロ グ で 公 開 し て い ま す。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル /URL  

2019 年 
12 ⽉ 12 ⽇  

APNIC 武 者 修 ⾏ そ の 1  
https://blog.nic.ad.jp/2019/3910/  

 
  APNIC の 担 当 者 か ら 講 義 ⾵ 景  

2019 年 
12 ⽉ 20 ⽇  

APNIC 武 者 修 ⾏ そ の 2  
https://blog.nic.ad.jp/2019/3989/  

2019 年 
12 ⽉ 27 ⽇  

APNIC 武 者 修 ⾏ そ の 3( 最 終 回)  
https://blog.nic.ad.jp/2019/4039/  
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       APNIC ス タッ フ と の 集 合 写 真  
 

2.4.2 各   NIR   等 の 海 外 関 連 諸 団 体、 技 術 コ ミュ ニ ティ 等 と 
の 情 報 交 換 及 び 連 携    

  ベ ト ナ ム の NIR で あ る VNNIC の 主 催 で 2019 年 8 ⽉ 22 ⽇ か ら 
23 ⽇ に 開 催 さ れ た VNIX-NOG   2019 に て APNIC と 共 同 で RPKI 
に 関 す る ワー ク ショッ プ を 開 催 し た 他、 JPNAP 、 JPIX 、 BBIX 
の 三 社 を 招 い た IX の セッ ショ ン を 開 催 し ま し た。  

 

 

 

 

 

VNIX-NOG2019 で の JPNIC か ら の 講 演 ⾵ 景  
 

  ま た、 2019 年 4 ⽉ に は ICANN 、 TWNIC 、 
twcertcc 共 催 の ICANN   APAC-TWNIC  
Engagement   Forum で 登 壇 し RPKI に 関 す る 
講 演 を ⾏ い ま し た。  

 
 
 
 

パ ネ ル ディ ス カッ ショ ン で RPKI の 普 及 課 題 に 関 す る 
議 論 の 様 ⼦  
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2.4.3 APNIC   を は じ め と す る 各   RIR   に お け る ポ リ シー 議 論 へ の 参 加、 情 報 収 集、 調 整  

JPNIC は、 毎 年 2 回 開 催 さ れ る APNIC カ ン ファ レ ン ス に 参 加 す る と と も に、 各 カ ン ファ レ ン ス 最 終 
⽇ に ⾏ わ れ る APNIC   General   Member   Meeting の ス ポ ン サー に なっ て い ま す。  

2019 年 度 は、 2019 年 9 ⽉ に タ イ・ チェ イ ン マ イ で 開 催 さ れ た APNIC48 及 び、 2020 年 2 ⽉ に オー ス 
ト ラ リ ア・ ブ リ ス ベ ン で 開 催 さ れ た APRICOT   2020 と 併 催 の APNIC49 に 参 加 し ま し た。  

  そ れ ぞ れ の カ ン ファ レ ン ス に お い て、 NIR の 活 動 に つ い て 情 報 交 換 を ⾏ う NIR   SIG   (Special  
Interest   Group)   で JPNIC の 統 計 及 び 活 動 に つ い て 発 表 し た 他、 定 常 的 に ⾏ わ れ る Asia   Pacific  
OPeratorS   Forum   (APOPS)   、 Policy   SIG 、 Cooperation   SIG と いっ た 各 ミー ティ ン グ に も 参 加 し、 
そ の 様 ⼦ に つ い て は、 メー ル マ ガ ジ ン や JPNIC ブ ロ グ 等 で 報 告 し て い ま す。  

  各 種 の 公 開 プ ロ グ ラ ム と 並 ⾏ し て、 APNIC ス タッ フ と の 個 別 ミー ティ ン グ も ⾏ い、 業 務 に 関 す る 情 
報 交 換 や 確 認 を ⾏ い ま し た。  

ミー ティ ン グ  レ ポー ト  

APNIC48  
2019 年 9 ⽉ 5 ⽇ 〜 12 ⽇  

タ イ・ チェ ン マ イ  

News   &   Views   vol.1721,1725   
APNIC   48 カ ン ファ レ ン ス 報 告   [前 編]   [後 編]  

https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1721.html  
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1725.html  

   
                  NIR   Worlshop の 様 ⼦                                    ス ポ ン サー へ の 感 謝 状 贈 呈               

APNIC49  
2020 年 2 ⽉ 12 ⽇ 〜 21 ⽇  

オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン  

News   &   Views   vol.1757,   1761,1763   
APRICOT   2020/APNIC   49 カ ン ファ レ ン ス 報 告   [第 1 弾]   〜 [第 3 弾]  

https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2020/vol1757.html  
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2020/vol1761.html  
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2020/vol1763.htm l  

     
                    AGM の 様 ⼦                                          NIR   Workshop 参 加 者                  
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2019 年 度 は 下 記 の 通 り、 APNIC 以 外 に ARIN 、 RIPE   NCC の ミー ティ ン グ に も 参 加 し ま し た。 参 加 
レ ポー ト に つ い て は、 JPNIC   ブ ロ グ や メー ル マ ガ ジ ン JPNIC   News   &   Views で 公 開 し て い ま す。  

ミー ティ ン グ  レ ポー ト  

RIPE78  
2019 年 5 ⽉ 20 ⽇ 〜 24 ⽇  

ア イ ス ラ ン ド・ レ イ キャ ビ ク  

News   &   Views   vol.1695,1696  
第 78 回 RIPE ミー ティ ン グ 報 告 [前 編] [後 編]  

https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1695.html  
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1696.html  

 
  RPKI の 発 表                                     会 場 の 雰 囲 気  

NANOG77/ARIN44  
2019 年 10 ⽉ 28 ⽇ 〜 11 ⽉ 1 ⽇  
⽶・ テ キ サ ス 州 オー ス ティ ン  

Ne ws   &   Views   vol.1727   
ARIN   44/NANOG   77 ミー ティ ン グ 報 告   

https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2019/vol1727.html  

   
NANOG ミー ティ ン グ の 様 ⼦                                     ARIN ミー ティ ン グ の 様 ⼦  
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2.5 調 査 研 究 業 務  
2.5.1 番 号 資 源 の 動 向 等 に 関 す る 調 査 分 析  

IPv6 対 応 状 況 に つ い て、 JPNIC 会 員、 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者、 PI ア ド レ ス 割 り 当 て 先 組 織 を 対 
象 と し た 定 期 的 な ア ン ケー ト 調 査 を 実 施 し ま し た。  

そ れ ぞ れ の 調 査 分 析 結 果 に つ い て は、 JPNIC ブ ロ グ や セ ミ ナー な ど の 講 演 で 公 開 し て い ま す。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル /URL  

2019 年 5 ⽉ 24 ⽇  IPv6 対 応 状 況 に 関 す る ア ン ケー ト 調 査 結 果 報 告  
https://blog.nic.ad.jp/2019/2532/  

  ま た、 未 利 ⽤ の IPv4 ア ド レ ス ブ ロッ ク が 不 正 に 広 告 さ れ る こ と を 防 ぐ た め の ⼿ 法 を 検 討 す る 「 Pool  
Protection   Project   (PPP)   」 に も 引 き 続 き 協 ⼒ し て い ま す。  

2.5.2 番 号 資 源 管 理 に 関 わ る 技 術 動 向 の 調 査  

IP ア ド レ ス の 経 路 広 告 に 関 す る 調 査 を ⾏ い、 報 
告 書 を 作 成 す る と と も に APRICOT2020   BGP   &  
Routing   Operations セッ ショ ン に て 調 査 結 果 を 発 
表 し ま し た。  

本 調 査 は、 JPNIC が 管 理 し て い る IP ア ド レ ス の 
う ち、 歴 史 的 な 経 緯 に よ り ア ド レ ス ホ ル ダー に 分 
配 し て い な い 未 割 り 振 り ア ド レ ス つ い て、 イ ン 
ター ネッ ト 上 に 経 路 広 告 さ れ て い な い か 調 査 を ⾏ 
う こ と で、 JPNIC の 資 源 の 適 切 な 管 理 に 役 ⽴ て る と 
共 に、 イ ン ター ネッ ト 上 の 経 路 広 告 の 現 状 を 把 握 
し、 ルー ティ ン グ セ キュ リ ティ 施 策 に 繋 げ る こ と 
を ⽬ 的 と し て 実 施 し ま し た。                                  セッ ショ ン で の 発 表 ⾵ 景  

イ ベ ン ト  APRICOT2020   BGP&Routing   Operations  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2020 年 2 ⽉ 20 ⽇   ／ オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン  

発 表 タ イ ト ル  ・ Detecting   route   advertisements   of   unallocated   IP   address  

2.5.3 RPKI   活 ⽤ 及 び 技 術 動 向 に 関 す る 調 査 研 究  

   2019 年 5 ⽉ に は、 ARIN43 に 参 加 し、 RPKI の 利 ⽤ 条 件 に 関 す る 情 報 収 集 を ⾏ い ま し た。 動 向 と 情 勢 
に つ い て メー ル マ ガ ジ ン に て 報 告 し て い ま す。 ま た 前 節 ま で に 述 べ た 第 78 回 RIPE ミー ティ ン グ、 
ICANN   APAC-TWNIC   Engatement   Forum や APRICOT2020/APNIC49 の ほ か JANOG に お い て RPKI 
の 普 及 課 題 に つ い て 調 査 研 究 を ⾏ い 講 演 を ⾏ い ま し た。  

掲 載 ⽇ / 掲 載 号  タ イ ト ル /URL  

2019 年 5 ⽉ 15 ⽇  
News   &   Views   Vol.1682  

特 集   「 ARIN に お け る RPKI   TAL の 動 向  
   〜 グ ロー バ ル な PKI に お け る 法 的 な 整 理 と 普 及 の 障 壁 〜」  
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2.6 情 報 提 供 業 務  
2.6.1 IP   ア ド レ ス、 AS   番 号、 JPIRR   に 関 す る 統 計 デー タ、 番 号 資 源 動 向 等 に 関 す る 情 報 提 供  

IP ア ド レ ス、 AS 番 号、 JPIRR に 関 す る 統 計 デー タ を 毎 ⽉ 更 新 し、 JPNIC の Web サ イ ト 及 び メー ル マ 
ガ ジ ン、 ニュー ス レ ター 等 で 提 供 し ま し た。  

JPNIC が 管 理 す る IP ア ド レ ス・ AS 番 号・ IRR サー ビ ス に 関 す る 統 計  

https://www.nic.ad.jp/ja/stat/ip/  

2.6.2 関 連 組 織 や 諸 団 体 と の 連 携 及 び 番 号 資 源 に 関 す る 情 報 提 供  

国 内 の イ ン ター ネッ ト 関 連 諸 団 体 と 連 携、 協 ⼒ 及 び 活 動 参 加 な ど を ⾏ い ま し た。  

⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 会 IPv6 ディ プ ロ イ メ ン ト 委 員 会 メ ン バー と し て 2 ヶ ⽉ に 1 回 程 度 開 
催 さ れ る 情 報 交 換 の た め の ミー ティ ン グ に 参 加 し ま し た。  

ま た、 IPv6 ディ プ ロ イ メ ン ト 委 員 会 と IPv6 普 及・ ⾼ 度 化 推 進 協 議 会 が 主 催 し、 Internet   Week  
2019 の 前 ⽇ に 開 催 さ れ た IPv6   Summit   in   TOKYO   2019 に お い て、 IPv6 普 及 の 最 新 動 向 に 関 す る 発 
表 を ⾏っ た ほ か、 APNIC の ス タッ フ を 招 い た 講 演 の サ ポー ト を ⾏ い ま し た。 さ ら に 昨 年 度 に 引 き 続 
き、 同 委 員 会 が 主 催 す る IPv6 地 域 サ ミッ ト と JPNIC の IPv6 対 応 セ ミ ナー の 共 同 開 催 を、 三 重 県 津 市 
で、 JPNIC 会 員 で あ る 株 式 会 社 ZTV 様 の 協 ⼒ を 得 て 実 施 し ま し た。  
  (詳 細 は イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 の 普 及 啓 発 業 務 
の 報 告 を 参 照)   

⼀ 般 社 団 法 ⼈ JPCERT コー ディ ネー ショ ン セ ン ター 
と は、 JPNIC   WHOIS デー タ ベー ス と、 同 セ ン ター が 
⾏っ て い る セ キュ リ ティ イ ン シ デ ン ト 対 応 に 関 連 し た 
情 報 交 換 を ⾏ い ま し た。  

そ の 他、 ネッ ト ワー ク 技 術 者、 IP 指 定 事 業 者、 IP ア 
ド レ ス 割 り 当 て 先 組 織 が 参 加 す る イ ベ ン ト や 会 合、 勉 
強 会 等 に て 発 表、 講 演 を ⾏ い ま し た。  

BBIX   BGP   Meeting で の JPNIC か ら の 講 演 の 模 様  
開 催 ⽇  イ ベ ン ト  開 催 地  JPNIC の 発 表 内 容  

2019 年 4 ⽉ 19 ⽇  ipv6   iroha   in  
Hiroshima  広 島  押 さ え て お く べ き IPv6 最 新 動 向  

2019 年 6 ⽉ 14 ⽇  
BBIX   BGP  
Meeting   2019  
Summer  

東 京  BGP 運 ⽤ ス ター ト！ 番 号 資 源 三 本 の ⽮  

2019 年 9 ⽉ 10 ⽇  
TOPIC   ネッ ト 
ワー ク 担 当 職 員 
研 修 会  

⻘ 森  イ ン ター ネッ ト を 維 持 す る た め の 試 み と 脅 威 の 
現 状、 今 後 の WHOIS は？  

2019 年 10 ⽉ 17 ⽇  JANOG44.5  東 京 (⼤ 阪) 
 

えぇ！   JPNIC の AS 番 号 割 り 当 て   マ ル チ ホー ム 
要 件 が 必 須 じゃ な く な る そ う で す よ。  

2019 年 10 ⽉ 25 ⽇  
〜 12 ⽉ 23 ⽇  

NII サー ビ ス  
説 明・ 相 談 会  

札 幌   名 古 屋  
京 都   福 岡  
⼤ 阪   東 京  

歴 史 的 PI ア ド レ ス の 管 理 に つ い て  
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2.6.3 契 約 組 織 へ の 申 請 業 務 等 に 関 す る 情 報 提 供  

IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 の 他、 歴 史 的 PI ア ド レ ス、 特 殊 ⽤ 途 ⽤ PI ア ド レ ス、 AS 番 号 の そ れ ぞ れ 
の 割 り 当 て 先 組 織 に 対 し て、 シ ス テ ム メ ン テ ナ ン ス や ポ リ シー 変 更 等、 番 号 資 源 管 理 に 直 接 関 わ る 告 
知 を ⾏っ た 他、 Internet   Week 、 Internet   Week   ショー ケー ス と いっ た イ ベ ン ト や、 技 術 セ ミ ナー 
及 び 各 地 域 で 開 催 し た IPv6 対 応 セ ミ ナー の 開 催 に つ い て 告 知 す る こ と で 集 客 を 図 り ま し た。  

2.6.4 各   RIR   に お け る 番 号 資 源 管 理 に つ い て の 議 論 や 動 向 に 関 す る 情 報 提 供  

APNIC を は じ め、 ARIN 、 RIPE   NCC の ミー ティ ン グ 開 催 毎 に、 ポ リ シー 提 案 の 紹 介 を JPNIC ブ ロ 
グ で ⾏ い ま し た。 ま た、 参 加 し た ミー ティ ン グ に 関 し て は レ ポー ト 記 事 も 掲 載 し て い ま す。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル / Ｕ RL  

2019 年 4 ⽉ 9 ⽇  ARIN   43 で の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に 関 す る 提 案 ご 紹 介  
https://blog.nic.ad.jp/2019/2322/  

2019 年 5 ⽉ 20 ⽇  RIPE   78 で の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に 関 す る 提 案 ご 紹 介  
https://blog.nic.ad.jp/2019/2515/  

2019 年 8 ⽉ 16 ⽇  APNIC   48 で の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に 関 す る 提 案 ご 紹 介  
https://blog.nic.ad.jp/2019/2885/  

2019 年 10 ⽉ 16 ⽇  RIPE   79 で の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に 関 す る 提 案 ご 紹 介  
https://blog.nic.ad.jp/2019/3348/  

2019 年 10 ⽉ 28 ⽇  ARIN   44 で の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に 関 す る 提 案 ご 紹 介  
https://blog.nic.ad.jp/2019/3397/  

2020 年 2 ⽉ 17 ⽇  APNIC   49 で の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に 関 す る 提 案 ご 紹 介  
https://blog.nic.ad.jp/2020/4321/  

  ARIN の Public   Policy   Mailing   List(PPML) で 議 論 が ⼤ き く 盛 り 上 がっ た、 BGP ハ イ ジャッ ク を ポ リ 

シー 違 反 と す る 提 案 に つ い て、 資 源 管 理 の ⾯ だ け で は な く、 運 ⽤ の 観 点 で も 影 響 が ⼤ き い た め、 メー 
リ ン グ リ ス ト 上 で ⾏ わ れ た 膨 ⼤ な 議 論 を 整 理 し、 ど の よ う な 意 ⾒ が 出 て い る か を ブ ロ グ の 記 事 と し て 
ま と め て 掲 載 し ま し た。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル / Ｕ RL  

2019 年 6 ⽉ 20 ⽇  BGP ハ イ ジャッ ク は ポ リ シー 違 反 に な る か？ (ARIN   PPML の 議 論 よ り)  
https://blog.nic.ad.jp/2019/2629/  

  2019 年 は、 IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー に ⼤ き な 動 き の あ る 年 と な り ま し た。 そ こ で、 

APNIC を は じ め と す る 各 RIR で の 提 案 や 議 論 か ら、 2019 年 の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 の 割 り 振 り ／ 割 り 
当 て に 関 す る 動 向 を 振 り 返 る ブ ロ グ 記 事 を 執 筆 し ま し た。  

掲 載 ⽇  タ イ ト ル / Ｕ RL  

2019 年 12 ⽉ 24 ⽇  2019 年 の IP ア ド レ ス・ AS 番 号 分 配 ポ リ シー を 振 り 返 る  
https://blog.nic.ad.jp/2019/4005/  
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2.6.5 IPv4   ア ド レ ス 移 転 ⽀ 援 の た め の 情 報 提 供  

IPv4 ア ド レ ス 移 転 の 状 況 に 関 し、 移 転 さ れ た ア ド レ ス、 移 転 元 組 織、 移 転 先 組 織 を す べ て ⼀ 覧 に 
し た、 IPv4 ア ド レ ス 移 転 履 歴 及 び AS 番 号 移 転 履 歴 を 公 開 し て、 移 転 の 動 向 が 把 握 で き る よ う に し ま 
し た。 ま た IPv4 ア ド レ ス 移 転 希 望 者 ⽀ 援 を ⽬ 的 と し た IPv4 ア ド レ ス 移 転 希 望 者 リ ス ト を 公 開 し て い 
ま す。  

各 種 リ ス ト  URL  

IPv4 ア ド レ ス 移 転 履 歴  https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/ipv4-log.html  

AS 番 号 移 転 履 歴  https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/asn-log.html  

IPv4 ア ド レ ス 移 転 希 望 者 リ ス ト  https://www.nic.ad.jp/ja/ip/transfer/wishlist.html  
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3    イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に つ い て  
 
2019 年 度 イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に 関 す る 特 記 事 項  

3.1   情 報 セ ン ター 業 務  

3.2   普 及 啓 発 業 務  

3.3   調 査 研 究 業 務  

3.4   イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 業 務  

3.5   JP ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務  

3.6   新 た な ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務  

 
 
 

 

 
33  



 
 

2019 年 度 イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 に 関 す る 特 記 事 項  
イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 事 業 は 「情 報 セ ン ター 業 務」 「普 及 啓 発 業 務」 「調 査 研 究 業 務」 「イ ン 

ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 業 務」 「 JP ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務」 「新 た な ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 
務」 の 六 つ の 領 域 に 関 し て 業 務 を ⾏っ て い ま す。  

2019 年 度 事 業 計 画 で は、 今 ま で 以 上 に 幅 広 い 関 係 者 に 対 し、 基 盤 技 術 へ の 理 解 を 促 進 し、 連 携 を 
強 化 す る 活 動 を 継 続 注 ⼒ 項 ⽬ と し て、 以 下 を 挙 げ て い ま し た。  

「情 報 セ ン ター 業 務」  

● 発 信 し た 情 報 を ユー ザー が よ り 多 様 な ⼿ 段 で タ イ ム リー に 受 け 取 れ る よ う、 JPNIC   が 持 つ 各 種 
メ ディ ア の 有 機 的 な 連 携 お よ び ユー ザー エ ク ス ペ リ エ ン ス の 向 上 に 向 け て 積 極 的 に 取 り 組 む。  

「普 及 啓 発 業 務」  

● 基 盤 技 術 へ の 理 解 の 促 進 に 関 し て、 Internet   Week 、 技 術 セ ミ ナー な ど、 東 京 以 外 の 地 域 へ の 
展 開 も 含 め た 既 存 の 取 り 組 み に 加 え、 ア プ リ ケー ショ ン 開 発 を は じ め と す る さ ま ざ ま な 技 術 領 
域 の コ ミュ ニ ティ に 対 し て 啓 発 活 動 を 積 極 的 に 展 開 す る。  

● RPKI   を ⽤ い た 経 路 制 御 が 実 ⽤ 段 階 を 迎 え つ つ あ る 状 況 を 踏 ま え、 セ キュ ア ルー ティ ン グ の 普 
及 啓 発 を ⾏ う。  

● イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス の 領 域 に お い て は、   特 に 国 内 の 情 報 通 信 諸 政 策 の 検 討 に 関 し て、 グ 
ロー バ ル イ ン ター ネッ ト の 特 性 に 沿っ た 検 討 が 実 現 さ れ る べ く、 検 討 へ の 参 加、 提 ⾔ の 発 信、 
お よ び イ ン ター ネッ ト の アー キ テ ク チャ、 基 盤 技 術 な ど の 啓 発 活 動 を 実 施 す る。  

   「情 報 セ ン ター 業 務」 に お け る JPNIC の メ ディ ア 連 携 で は、 情 報 の 伝 わ り や す さ や 検 索 の 容 易 性 を 

意 識 し、 JPNIC   Web を ブ ラッ シュ アッ プ の 上、 Twitter の 情 報 提 供 に ハッ シュ タ グ を つ け る こ と で、 
Web サ イ ト へ の ア ク セ ス 数 を 約 8 ％ 向 上 さ せ ま し た。  

  「普 及 啓 発 業 務」 に お け る 基 盤 技 術 の 理 解 の 促 進 に 関 し て は、 今 ま で 出 講 し て い な かっ た 外 部 の カ 
ン ファ レ ン ス や 各 地 の ネッ ト ワー ク オ ペ レー ター ズ グ ルー プ 等 の 会 合 に 出 向 き、 DNS や イ ン ター ネッ 
ト の 経 路 情 報、 セ キュ リ ティ に 関 す る 情 報 提 供 を 積 極 的 に ⾏ う 機 会 を 増 や し ま し た。  

「普 及 啓 発 業 務」 に お け る セ キュ ア ルー ティ ン グ の 普 及 啓 発 に 関 し て は、 リ ソー ス RPKI(RPKI) の 普 
及 啓 発 と し て、 AS 番 号 と IP ア ド レ ス の 組 み 合 わ せ が 正 し い こ と が 電 ⼦ 署 名 さ れ た デー タ で あ る ROA 
（ Route   Origin   Authorization) と 実 際 の 経 路 情 報 と が 違 う 際 に ア ラー ト を 出 し て 修 正 を 促 す オー プ 
ン ソー ス・ ツー ル を 開 発 し、 普 及 啓 発 へ の 弾 み を つ け ま し た。 ま た IPv6 の 普 及 啓 発 に 関 し て も ⼒ を ⼊ 
れ、 2018 年 度 に 初 め て 開 催 し た IPv6 の ハ ン ズ オ ン CATV 編 を 2 回 開 催 し、 そ の 上 で 三 重 県 津 市 に お け 
る IPv6 サ ミッ ト に お い て CATV に フォー カ ス し た プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る な ど、 IPv6 対 応 率 が 他 の 通 信 
事 業 者 に ⽐ べ 低 い CATV 事 業 者 に 向 け た 対 応 を 引 き 続 き ⾏ い ま し た。  

  ま た 注 ⼒ 項 ⽬ で は あ り ま せ ん で し た が、 「普 及 啓 発 業 務」 に お い て、 国 際 会 議 へ の 参 加 を ⽀ 援 す る 
フェ ロー シッ プ プ ロ グ ラ ム を 拡 ⼤ し ま し た。 既 存 の APRICOT カ ン ファ レ ン ス 以 外 に、 外 部 資 ⾦ を 得 
て IGF2019 ベ ル リ ン 会 議 に も フェ ロー を 派 遣 し、 国 際 的 に 活 躍 で き る ⼈ 材 の 育 成 の 推 進 に 努 め ま し 
た。 た だ し、 当 初 計 画 し て 準 備 を 進 め て い た 2020 年 3 ⽉ の ICANN カ ン ク ン 会 議 へ の フェ ロー 派 遣 
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は、 COVID-19 の 影 響 に よ り オ ン ラ イ ン 開 催 と なっ た た め、 フェ ロー の 選 定 は で き た も の の、 派 遣 は 
中 ⽌ し、 2020 年 度 に 繰 り 延 べ ま し た。  

イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 業 務 で は、 政 府 に お け る コ ン テ ン ツ ブ ロッ キ ン グ に 関 す る 政 策 
検 討 の 動 向 を 注 視 し 適 宜 情 報 提 供 な ど の 対 応 を ⾏ い ま し た。 そ の 他、 Japan   IGF に 関 し て は、 
IGF-Japan 、 IGCJ の 関 係 者 だ け に と ど ま ら ず、 IGF 常 連 参 加 者 な ど に 輪 を 広 げ て IGF 事 前 会 合 の 実 施 
な ど、 活 動 活 発 化 に 取 り 組 み ま し た。  

  最 後 に、 こ れ に つ い て も 注 ⼒ 項 ⽬ で は あ り ま せ ん で し た が、 「調 査 研 究 業 務」 に お い て、 あ ら た に 
総 務 省 よ り 調 査 研 究 の 委 託 研 究 「イ ン ド 太 平 洋 地 域 に お け る イ ン ター ネッ ト 資 源 管 理 と 運 営 に 関 わ る 
動 向 と 各 種 課 題 に 関 す る 調 査 研 究」 を 受 託 し ま し た。 こ れ に よ り、 RPKI 、 世 界 の ド メ イ ン 名 と そ の 
紛 争 処 理 に つ い て、 さ ら に は イ ン ター ネッ ト を ⽀ え る グ ロー バ ル・ リー ジョ ナ ル な 運 営 調 整 団 体 と 主 
要 国 の イ ン ター ネッ ト 運 営 体 制 及 び 政 策 な ど と、 広 範 囲 な 調 査 と 開 発 を 実 施 し ま し た。 JPNIC は こ の 
分 野 に つ い て、 も と も と 基 礎 的 な 知 ⾒ を 有 し て は い ま し た が、 あ ら た め て 広 範 囲 か つ 網 羅 的 な 調 査 を 
実 施 す る こ と で、 リ ファ レ ン ス 的 な 知 ⾒ を 得 る こ と が で き ま し た。 こ の 知 ⾒ を 元 に、 今 後 の ド メ イ ン 
名 政 策 や、 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に お け る 場 作 り を ブ ラッ シュ アッ プ し て い く と と も に、 新 た に 
開 発 し た RPKI の ツー ル に つ い て も ブ ラッ シュ アッ プ し 適 切 に 広 報 し て い く こ と で、 グ ロー バ ル に 連 
携 し た RPKI の 普 及 啓 発 に つ な げ て い き ま す。   
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3.1 情 報 セ ン ター 業 務  
3.1.1 JPNIC   Web サ イ ト に よ る 情 報 提 供  

2019 年 度 は、 前 年 度 の 新 デ ザ イ ン 導 ⼊ に 続 い て、 ユー ザー な ど か ら 寄 せ ら れ た 声 な ど を 反 映 し つ 
つ、 必 要 な 情 報 に よ り ア ク セ ス し や す く な る よ う に ブ ラッ シュ アッ プ を ⾏ い ま し た。 ま た、 SNS の 活 
⽤ と 連 携 強 化 に 関 し て、 Twitter で の 情 報 提 供 頻 度 を 増 す と と も に、 Web サ イ ト と の 連 携 を 強 化 し て 
い ま す。  

Web サ イ ト の 更 新 情 報 を Twitter で も お 知 ら せ す る サー ビ ス に つ い て は、 RSS と の 連 携 に よ る 省 ⼒ 
化 を 維 持 し つ つ、 Twitter ら し い よ り ⼝ 語 的 な 表 現 と し て 違 和 感 を 少 な く す る 調 整 を ⾏ い ま し た。 さ 
ら に 検 索 性 の 向 上 の た め、 ハッ シュ タ グ を 追 加 す る よ う に し ま し た。 (例 「 News   &   Views   コ ラ ム ： 
世 界 と ⽇ 本 の ⽐ 較 か ら DNSSEC の 普 及 に つ い て 考 え る」 → 「 JPNIC   Blog に 新 規 記 事 「 News   &  
Views   コ ラ ム ： 世 界 と ⽇ 本 の ⽐ 較 か ら DNSSEC の 普 及 に つ い て 考 え る」 を 掲 載 し ま し た。 #JPNIC  
#JPNIC_Blog 」)。 2020 年 3 ⽉ 時 点 で JPNIC   Web の ペー ジ 総 数 は 30,685 ペー ジ と な り、 2018 年 度 末 
よ り も 1,500 ペー ジ ほ ど 増 加 し ま し た。  

そ の 他 の コ ン テ ン ツ も 含 め た、 JPNIC   Web に 対 す る 2019 年 度 の ア ク セ ス 状 況 は 下 の グ ラ フ の 通 り 
で す。 ⽉ 間 平 均 ア ク セ ス 数 は 約 185,700 に 対 し て 約 200,703 と、 前 年 度 に ⽐ べ て 8% ほ ど 増 加 し ま し 
た。 例 年 は 10 ⽉ を ピー ク と し た パ ター ン を 描 き ま す が、 2019 年 度 は 11 ⽉ 以 降 も 落 ち 込 み が 少 な く 
なっ て い ま す。  

  2019 年 度 も トッ プ ペー ジ と 更 新 情 報 を 通 知 す る RSS へ の ア ク セ ス は 2018 年 度 と ほ ぼ 同 ⽔ 準 を 推 移 
し ま し た。 特 筆 す べ き は 「 JPNIC 管 理 下 で APNIC が 逆 引 き の 管 理 を ⾏っ て い る IPv4 ア ド レ ス ⼀ 覧」 と 
「 JPNIC が 逆 引 き の 管 理 を ⾏っ て い る IPv4 ア ド レ ス ⼀ 覧」 へ の ア ク セ ス が 2018 年 度 の 5 〜 6 倍 と 増 加 
し、 トッ プ ペー ジ と RSS へ の ア ク セ ス を は る か に 凌 駕 し て い る こ と で す。 ま た 「 JPNIC が 管 理 を ⾏っ 
て い る IPv6 ア ド レ ス ⼀ 覧」 も ⽇ 本 語 トッ プ ペー ジ に 次 ぐ ア ク セ ス 数 を 記 録 し て お り、 IP ア ド レ ス に 関 

 
36  



 

 
す る 関 ⼼ が ⾼ まっ て い る こ 
と が ⾒ て と れ ま す。  

  ま た、 そ の 他 ア ク セ ス 上 
位 の ペー ジ を ⾒ る と、 例 年 
通 り 基 礎 的 な 情 報 の ⽅ に よ 
り 多 く の ア ク セ ス が あ る 傾 
向 が ⾒ て 取 れ ま す。 情 報 セ 
ン ター と し て、 最 新 情 報 の 
提 供 と 同 時 に 正 確 で 基 礎 的 
な 情 報 の 継 続 的 な 提 供 や 蓄 
積 に も 注 ⼒ し て い ま す が、 
そ う いっ た こ れ ま で の ⾏ 動 
が ア ク セ ス 数 に も 現 れ て い 
る も の と 思 わ れ ま す。  

JPNIC   Web ア ク セ ス 数 トッ プ 15  

ペー ジ 名  URL  ア ク セ ス 数  
JPNIC 管 理 下 で APNIC が 逆 引 
き の 管 理 を ⾏っ て い る IPv4 ア 
ド レ ス ⼀ 覧  

https://www.nic.ad.jp/ja/dns/ap-addr-block.html  1,405,012  

JPNIC が 逆 引 き の 管 理 を ⾏っ 
て い る IPv4 ア ド レ ス ⼀ 覧  https://www.nic.ad.jp/ja/dns/jp-addr-block.html  1,378,813  

トッ プ ペー ジ  https://www.nic.ad.jp/  581,206  

RSS ファ イ ル  https://www.nic.ad.jp/ja/index.xml  536,224  

⽇ 本 語 トッ プ ペー ジ  https://www.nic.ad.jp/ja/  315,362  
JPNIC が 管 理 を ⾏っ て い る 
IPv6 ア ド レ ス ⼀ 覧  https://www.nic.ad.jp/ja/dns/ipv6-addr-block.html  284,235  

IW2019  https://www.nic.ad.jp/iw2019/  243,869  

JPNIC   WHOIS   Gateway  https://www.nic.ad.jp/ja/whois/ja-gateway.html  210,104  
イ ン ター ネッ ト 10 分 講 座: 
DNS  https://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No22/080.html  130,821  

ド メ イ ン 名 の 種 類  https://www.nic.ad.jp/ja/dom/types.html  120,080  

IRR   (Internet   Routing  
Registry)  https://www.nic.ad.jp/en/ip/irr/  74,393  

イ ン ター ネッ ト 10 分 講 座 ：  
IPv6 ア ド レ ス 〜 技 術 解 説 〜  https://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No32/090.html  34,163  

IP ア ド レ ス・ AS 番 号  https://www.nic.ad.jp/ja/application.html  31,931  

About   IP   Address  
Management   Agents  https://www.nic.ad.jp/en/ip/member/  30,744  

イ ン ター ネッ ト 10 分 講 座 ： 
IPv6  https://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No20/sec0700.html  27,663  
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な お、 各 ペー ジ に は ご 意 ⾒ フォー ム を 設 置 し て い ま す が、 2019 年 度 中 に は 268 件 の ご 意 ⾒ を い た 

だ き ま し た。 前 年 度 ⽐ で 33% 減、 内 容 的 に は 間 違 い の ご 指 摘 や 「参 考 に なっ た」 と い う メッ セー ジ 
が 中 ⼼ で、 い た だ い た ご 指 摘 に つ い て は 随 時 対 応 し て い ま す。  

JPNIC   Web 以 外 の Web に 
関 す る 主 な 活 動 で は、 
Internet   Week   ショー ケー ス  
in   仙 台、 Internet   Week  
2019 の Web サ イ ト を 構 築 し 
ま し た。 ⼀ 定 の 時 期 に ア ク セ 
ス が 集 中 し ま す が、 Internet  
Week   2019 の Web サ イ ト も 
年 間 順 位 7 と ⼈ 気 を 反 映 し た 
ア ク セ ス 数 と なっ て い ま す。  

 

 
 

            
https://www.nic.ad.jp/sc-sendai/  

 

3.1.1.1 JPNIC ブ ロ グ に よ る 情 報 提 供  
2019 年 4 ⽉ か ら 2020 年 3 ⽉ 

ま で の 間 に 公 開 し た JPNIC ブ 
ロ グ の 新 規 記 事 は 87 と、 前 年 
度 と ⽐ 較 し て 10 ほ ど 少 な く な 
り ま し た。 本 ブ ロ グ は 2015 
年 7 ⽉ に パ イ ロッ ト 版 と し て 
ス ター ト し、 2016 年 1 ⽉ 4 ⽇ 
に 正 式 版 を 公 開 し ま し た が、 
通 算 し て 週 2 本 ほ ど の ペー ス 
で 記 事 の 掲 載 を 進 め、 2020 
年 3 ⽉ 末 ま で の 総 記 事 数 は 
443 と なっ て い ま す。  

 
 

https://blog.nic.ad.jp/   
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2019 年 度 を ⾒ る と、 平 均 し て ⽉ に 7 本 強 の ペー ス で コ ン ス タ ン ト に 記 事 を 掲 載 し ま し た。 通 年 で 

は、 「元 号 ド メ イ ン 名 狂 騒 曲」 が 1 位 と なっ て い ま す。 平 成 か ら 令 和 へ と 元 号 が 変 わっ た 時 代 を 反 映 
し て い ま す。 2 位、 3 位 は 「注 意!   2019 年 2 ⽉ か ら 主 要 DNS サー バ ソ フ ト ウェ ア の 挙 動 が 変 わ り ま す」 
「 1.1.1.1   を   DNS   over   HTTPS   で 試 す」 で、 こ の ⼆ つ の 記 事 は 2018 年 に 公 開 さ れ た に も か か わ ら 
ず、 よ く 読 ま れ て い ま す。 ま た 5 位 の 「 RDAP   〜 次 世 代 WHOIS プ ロ ト コ ル 〜   の 紹 介」 は さ ら に 古 い 
2016 年 の 公 開 で す が、 ⻑ く 読 ま れ て い る 記 事 で す。 こ れ ら を 除 外 す る と、 残 り は 2019 年 度 中 に 公 開 
さ れ た 記 事 と な り ま す。 JPNIC   Web に ⽐ 較 す る と ⽐ 較 的 時 流 に 乗っ た 話 題 へ の ア ク セ ス が 多 く、 フ 
ロー 情 報 を 提 供 す る と い う 当 初 の ⽬ 的 を 実 現 で き て い ま す。  

⽇ 付  ア ク セ ス 数 が 多 かっ た ブ ロ グ 記 事  

2019 年 4 ⽉ 4 ⽇  元 号 ド メ イ ン 名 狂 騒 曲  

2018 年 7 ⽉ 10 ⽇  注 意!   2019 年 2 ⽉ か ら 主 要 DNS サー バ ソ フ ト ウェ ア の 挙 動 が 変 わ り ま す  

2018 年 4 ⽉ 27 ⽇  1.1.1.1   を   DNS   over   HTTPS   で 試 す  

2019 年 5 ⽉ 9 ⽇  DNS ルー ト サー バ シ ス テ ム に 歴 史 的 な 変 ⾰ ： 新 た な ガ バ ナ ン ス モ デ ル の 検 討 始 ま 
る  

2016 年 5 ⽉ 24 ⽇  RDAP   〜 次 世 代 WHOIS プ ロ ト コ ル 〜   の 紹 介  

2019 年 11 ⽉ 13 ⽇  財 務 会 計 の イ ロ ハ か ら 財 務 諸 表 の 読 み ⽅ ま で わ か る！   〜 IW2019 注 ⽬ セッ ショ 
ン 紹 介 【第 1 回】 〜  

2020 年 1 ⽉ 8 ⽇  .ORG の レ ジ ス ト リ、 Public   Interest   Registry の 売 却 案 に 関 す る 動 き  

2019 年 4 ⽉ 19 ⽇  新 APNIC   EC 就 任 イ ン タ ビュー  

2020 年 3 ⽉ 26 ⽇  ⾃ 宅 に い る と き は IPv6 イ ン ター ネッ ト!?!?  

2019 年 6 ⽉ 10 ⽇  .amazon   gTLD 問 題 の 状 況  

2019 年 1 ⽉ 24 ⽇  4 ⽉ の 維 持 料 請 求 前 に 登 録 情 報 を ご 確 認 く だ さ い！  

2019 年 7 ⽉ 9 ⽇  Internet   Week   2019 事 前 ア ン ケー ト 実 施 中！  

   2020 年 1 ⽉ 6 ⽇  ICANN や APRICOT に 参 加 し て み ま せ ん か？ 〜 国 際 会 議 参 加 ⽀ 援 プ ロ グ ラ ム 応 募 
受 付 中 〜  
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3.1.2 メー ル マ ガ ジ ン、 会 報 誌   Newsletter の 発 ⾏  

3.1.2.1 メー ル マ ガ ジ ン の 発 ⾏  
2019 年 度 は JPNIC の 活 動 報 告 や イ ン ター ネッ ト の 最 新 動 向 を 紹 介 す る メー ル マ ガ ジ ン を、 89 号  

(前 年 度 は 92 号)   発 ⾏ し ま し た。 内 訳 は、 毎 ⽉ 15 ⽇ に 発 ⾏ す る 定 期 号 が 12 号、 イ ベ ン ト や ト ピッ ク 毎 
に 発 ⾏ す る 臨 時 号 が 26 号、 前 週 の JPNIC の 動 き な ど を お 知 ら せ す る ト ピッ ク ス 号 が 51 号 で し た。 
2001 年 9 ⽉ に 創 刊 し て か ら の 総 発 ⾏ 数 は、 2019 年 3 ⽉ 31 ⽇ 時 点 ま で で 1,741 本 と なっ て お り、 ま 
た、 2020 年 3 ⽉ 末 時 点 で の 配 信 ア ド レ ス 数 は 4,488 ア ド レ ス と な り ま し た。  

⽇ 付  評 価 の ⾼ かっ た メー ル マ ガ ジ ン の 記 事  

2019 年 8 ⽉ 26 ⽇  第 105 回 IETF 報 告   [第 1 弾]   全 体 会 議 報 告  

2019 年 8 ⽉ 27 ⽇  第 105 回 IETF 報 告   [第 2 弾]   IoT 関 連 報 告   MUD と Hackathon   〜 IoT 機 器 の 安 全 
な ネッ ト ワー ク 接 続 〜   

2019 年 9 ⽉ 2 ⽇  第 105 回 IETF 報 告   [第 3 弾]   「 DNS の 処 理 を ⾏ う ア プ リ ケー ショ ン」 の 話 題  

2019 年 9 ⽉ 27 ⽇  第 105 回 IETF 報 告   [第 4 弾]   ト ラ ン ス ポー ト エ リ ア 関 連 報 告  

2019 年 10 ⽉ 15 ⽇  APNIC   48 カ ン ファ レ ン ス 報 告   [前 編]   ARIN   44/NANOG   77 ミー ティ ン グ 報 告  

  定 期 号 や 特 集 で は、 従 来 と 同 様 に ICANN や 地 域 
イ ン ター ネッ ト レ ジ ス ト リ (RIR) に お け る ポ リ シー 
策 定 や イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 動 向、 
IETF に お け る 技 術 標 準 に 関 す る 動 向 な ど を 紹 介 し 
ま し た。 国 外 で の 会 議 開 催 と な る こ と が ほ と ん ど で 
あ る IETF や RIR の 動 向 に 関 し て は、 会 合 ご と の ホッ 
ト ト ピッ ク を 報 告 に 加 え た り、 タ イ ム リー な 情 報 提 
供 を ⾏ う こ と で、 読 者 の ⽅々 に とっ て よ り 有 益 な 情 
報 と な る よ う 努 め ま し た。 2019 年 度 に 発 ⾏ し た 中 
で 評 価 の ⾼ かっ た メー ル マ ガ ジ ン の 記 事 の 上 位 に、 
IETF や RIR に 関 係 す る 記 事 が 多 く 並 ん で い る の は、 
そ の よ う な 取 り 組 み が 読 者 の 皆 さ ま の ご 関 ⼼ に お 応 
え で き た も の と し て 評 価 し て い た だ い た 結 果 で あ る 
と 受 け 取っ て い ま す。  

 

 

メー ル マ ガ ジ ン は、 従 来 通 り 読 み や す さ な ど を 考 慮 し た テ キ ス ト 版 と なっ て お り ま す が、 写 真 な ど 
視 覚 に 訴 え る コ ン テ ン ツ を 織 り 交 ぜ る こ と が で き る JPNIC ブ ロ グ と 連 携 し な が ら、 よ り 効 果 的 な 情 報 
配 信 に 努 め て い ま す。  
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3.1.2.2 会 報 誌 「 JPNIC   Newsletter 」 の 発 ⾏   
2019 年 度 は、 2017 年 度 に ⼤ 幅 な リ ニュー ア ル を 実 施 し た 誌 ⾯ を ⽣ か し、 よ り 読 者 に 興 味 を 持っ て 

も ら え る コー ナー 作 り に 引 き 続 き 注 ⼒ し ま し た。  

特 集 の コー ナー で は、 神 ⼾ で 開 催 さ れ た ICANN64 の 振 り 返 り や、 ICANN で 検 討 が 進 め ら れ て い る 
DNS ルー ト サー バ シ ス テ ム の 新 た な ガ バ ナ ン ス 機 構 な ど 旬 な 話 題 を 取 り 上 げ ま し た。 イ ン ター ネッ ト 
業 界 で 活 躍 す る ⽅ の イ ン タ ビュー コー ナー で あ る 「 Internet   ♥   You 」 で は、 JANOG 、 IETF 、 ICANN 
な ど、 各 号 と も に イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ で 活 躍 す る ⽅ を 取 り 上 げ ま し た。 従 来 よ り 好 評 い た だ 
い て い る 「イ ン ター ネッ ト 10 分 講 座」 で は、 IETF で 標 準 化 が 進 め ら れ て い る DOTS   (DDoS   Open  
Threat   Signaling) な ど、 最 新・ 注 ⽬ の 技 術 解 説 を 企 画 し ま し た。  

72 号 に 掲 載 し た 「特 集」   写 真 で ⾒ る 第 64 回 ICANN 神 ⼾ 会 議 報 告  

発 ⾏ 回 数 は、 従 来 通 り 年 3 回 で、 2019 年 度 は 7 ⽉、 11 ⽉、 3 ⽉ に そ れ ぞ れ 発 ⾏ し ま し た。 配 布 先 も 
こ れ ま で と 同 様、 会 報 誌 と し て 会 員 へ 送 付 し た 他、 IP ア ド レ ス 管 理 指 定 事 業 者 な ど JPNIC と 契 約 関 係 
に あ る 組 織 に 対 し て、 活 動 に 対 す る 周 知 及 び 理 解 の 促 進、 適 切 な コ ン タ ク ト 先 の 維 持 と い う 観 点 か ら 
送 付 を ⾏ い ま し た。 そ の 他、 各 種 図 書 館 及 び プ レ ス へ の 送 付 や、 Internet   Week 、 JANOG ミー ティ 
ン グ な ど、 イ ン ター ネッ ト 関 連 イ ベ ン ト の 会 場 で の 配 布 な ど を 通 じ て、 JPNIC の 活 動 を 広 報 す る ツー 
ル と し て も 利 ⽤ し て い ま す。  
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2019 年 度 の 発 ⾏ 実 績 及 び 主 な 内 容 は、 下 記 の 通 り で す。  

72 号  

 
発 ⾏ 部 数 ： 5,500  

73 号  

 
発 ⾏ 部 数 ： 5,500  

74 号  

 
発 ⾏ 部 数 ： 4,300  

 
2019 年 度 発 ⾏ 各 号 の 主 な 内 容  

巻 頭 ⾔  佐々 倉   秀 ⼀、 穂 坂   俊 之、 ⾼ 宮   展 樹  

特 集  写 真 で ⾒ る 第 64 回 ICANN 神 ⼾ 会 議 報 告、 DNS ルー ト サー バ シ ス テ ム の 歴 史 的 変 
⾰、 Internet   Week   2019 な ど  

会 員 企 業 紹 介  沖 縄 通 信 ネッ ト ワー ク 株 式 会 社、 イッ ツ・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社、  
株 式 会 社 ディ ジ ティ・ ミ ニ ミ  

イ ン ター ネッ ト  
こ と は じ め  

流 れ る よ う に 再 ⽣ を 〜 イ ン ター ネッ ト で 動 画 を ⾒ る 〜  
Web ブ ラ ウ ザ の 興 亡  
⾏ き 交 う 電 ⼦ メー ル  

Internet   ♥   You  宮 坂   拓 也、 堤   友 理、 ジェ イ コ ブ・ ウィ リ ア ム ズ  
イ ン ター ネッ ト   

10 分 講 座  
DOTS   (DDoS   Open   Threat   Signaling) と は、 DCI   (Data   Center  
Interconnection) と は、 次 世 代 無 線 LAN 規 格 Wi-Fi   6 ／ IEEE802.11ax と は  

3.1.2.3 「イ ン ター ネッ ト ⽩ 書」 の 発 ⾏  
  2013 年 発 ⾏ 号 よ り JPNIC も、 ⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 
会 及 び 株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス と と も に 「イ ン ター ネッ 
ト ⽩ 書 編 集 委 員 会」 に 参 画 し て お り、 2019 年 度 も 引 き 続 き 「イ 
ン ター ネッ ト ⽩ 書」 の 制 作 に 参 画 し ま し た。 最 新 版 と な る 『イ ン 
ター ネッ ト ⽩ 書 2020 』 は、 「 5G の 先 に あ る 世 界」 を サ ブ タ イ ト 
ル に、 2020 年 2 ⽉ 7 ⽇ に 発 ⾏ し ま し た。  

2019 年 の 10 ⼤ キー ワー ド  
5G  サ ブ ス ク  

デ ジ タ ル・ プ ラッ ト フォー マー 規 制  信 ⽤ ス コ ア  
プ ロ グ ラ マ ブ ル マ ネー  OMO  

エッ ジ コ ン ピュー ティ ン グ  低 軌 道 衛 星  
ディー プ フェ イ ク  RE100  

  「 5G 」 は ３ 年 連 続 で の キー ワー ド ⼊ り で す が、 い よ い よ サー ビ ス が 開 始 さ れ る こ と を 受 け て、 サ 

ブ タ イ ト ル に あ る よ う に、 そ の 先 を ⾒ 据 え た 取 り 上 げ ⽅ と なっ て い ま す。 ま た イ ン ター ネッ ト ⽩ 書 に 
つ い て は、 前 年 度 発 ⾏ 分 ま で を デ ジ タ ル 化 し 「イ ン ター ネッ ト ⽩ 書 ARCHIVES 」 に お い て 無 償 公 開 し 
て い ま す。 今 回 の 「イ ン ター ネッ ト ⽩ 書 2020 」 発 ⾏ を 機 に、 前 年 度 版 の 「イ ン ター ネッ ト ⽩ 書 2019 
」 も 追 加 登 録 し ま し た。 こ の イ ン ター ネッ ト ⽩ 書 アー カ イ ブ は、 次 の URL で 公 開 し て い ま す。   

https://iwparchives.jp/         
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3.1.3 DNS 、 WHOIS 、 イ ン ター ネッ ト 経 路 制 御 等 の 技 術 に 関 す る 基 本 情 報、 最 新 情 報 の 提 供   

  DNS に 関 す る 情 報 の 提 供 と し て、 DNS 関 連 情 報 の サ イ ト を 通 じ た 情 報 発 信 を 維 持 し ま し た。 2018 
年 10 ⽉ に 実 施 さ れ た DNS ルー ト ゾー ン KSK ロー ル オー バー の そ の 後 の 状 況 や、 DNS の セ キュ リ ティ 
や プ ラ イ バ シー に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 や 情 報 収 集 を ⾏ い、 JPNIC   Web ペー ジ や JPNIC ブ ロ グ、 
メー ル マ ガ ジ ン 等 で 情 報 提 供、 JANOG で の 発 表 を ⾏ い ま し た。  

⽇ 付  注 意 喚 起  
2019 年 4 ⽉ 25 ⽇  BIND   9 に お け る 複 数 の 脆 弱 性 に つ い て (2019 年 4 ⽉)  
  

⽇ 付  KSK ロー ル オー バー の 情 報 提 供  

2019 年 4 ⽉ 4 ⽇  root-servers.org が KSK ロー ル オー バー の 最 終 作 業 実 施 時 に お い て ⼤ 量 の ク エ 
リ を 観 測 と 報 告  

2019 年 11 ⽉ 8 ⽇  ICANN が 将 来 の ルー ト ゾー ン KSK ロー ル オー バー に 関 す る パ ブ リッ ク コ メ ン ト 
を 募 集 し て い ま す  

  

⽇ 付  DNS の セ キュ リ ティ に 関 す る 情 報 提 供  
2019 年 9 ⽉ 2 ⽇  第 105 回 IETF 報 告   [第 3 弾]   「 DNS の 処 理 を ⾏ う ア プ リ ケー ショ ン」 の 話 題  
2020 年 2 ⽉ 17 ⽇  DNS   over   TLS   (DoT) や DNS   over   HTTPS   (DoH) に 関 す る 動 向  
  

⽇ 付  JANOG で の 発 表、 議 論  
2020 年 1 ⽉ 23 ⽇  つ ぶ ら な 瞳 で 考 え る、 DNSSEC の 普 及 に 必 要 な 何 か は 何 か？  

  WHOIS の 地 域 冗 ⻑ 化 に 向 け た 取 り 組 み や 得 ら れ た 知 ⾒ を ENOG 、 JANOG に て 情 報 提 供 し ま し た。  

ENOG 、 JANOG ミー ティ ン グ に お け る WHOIS 地 域 冗 ⻑ 化 の 情 報 提 供  
会 合 / ⽇ 時  ENOG   56/2019 年 4 ⽉ 19 ⽇  

 

タ イ ト ル  WHOIS の 地 域 冗 ⻑ 化 に 関 す る 取 り 組 み に つ い て  
〜   whois,   whereis?   〜  

会 合 / ⽇ 時  ENOG   59/2019 年 4 ⽉ 19 ⽇  

タ イ ト ル  WHOIS 地 域 冗 ⻑ 化 の 取 り 組 み に つ い て   〜 君 の 名 
(前 解 決) は 〜  

会 合 / ⽇ 時  JANOG   45/2020 年 1 ⽉ 23 ⽇  

タ イ ト ル  WHOIS を 地 域 拠 点 と connect し て 冗 ⻑ 化 し て み 
た 話   〜   君 の 名 (前 解 決) は   〜  

  ルー ティ ン グ セ キュ リ ティ の 維 持 向 上 を ⽬ 的 と し た 活 動 で あ る MANRS(Mutually   Agreed   Norms  
for   Routing   Security) に つ い て JPNIC ⾃ ⾝ が 参 加 団 体 と し て 2019 年 4 ⽉ に 加 わっ た 知 ⾒ を 活 か し、 ブ 
ロ グ や Web 記 事 の ほ か、 イ ベ ン ト で 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。  

⽇ 付  事 項  
2019 年 4 ⽉ 17 ⽇  JPNIC が AS2515 と し て MANRS に 参 加  
2019 年 6 ⽉ 4 ⽇  ブ ロ グ 記 事 『 MANRS へ の 参 加 表 明』 を 公 開  
2019 年 6 ⽉ 17 ⽇  ⼀ 分 ⽤ 語 解 説 『 MANRS と は』 を 公 開  

2019 年 7 ⽉ 24 ⽇  JANOG44 に て 『ルー ティ ン グ セ キュ リ ティ 維 持 向 上 の 取 り 組 み   :   MANRS に 参 
加 し ま せ ん か?』 に 登 壇  

2019 年 10 ⽉ 11 ⽇  QUNOG15 に て 『 MANRS し ま せ ん か！ そ の 後 &whois の ちょっ と し た 取 り 組 
み』 に 登 壇  
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  IP ア ド レ ス や ド メ イ ン 名 に お け る セ キュ リ ティ の 最 新 動 向 に つ い て、 各 地 域 の コ ミュ ニ ティ の ミー 

ティ ン グ や セ キュ リ ティ 系 の イ ベ ン ト に 登 壇 し 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。  

⽇ 付  事 項  

2019 年 7 ⽉ 21 ⽇  TDNOG1 に て 『イ ン ター ネッ ト を 維 持 す る た め の 試 み と 脅 威 の 現 状、 今 後 の 
WHOIS は？』 に 登 壇  

2019 年 9 ⽉ 26 ⽇  Security   Days   Nagoya に で 『イ ン ター ネッ ト を 維 持 す る た め の 試 み と 脅 威 の 現 
状、 IP ア ド レ ス や ド メ イ ン 名 の セ キュ リ ティ 事 情』 に 登 壇  

2019 年 10 ⽉ 4 ⽇  Security   Days   Osaka に で 『イ ン ター ネッ ト を 維 持 す る た め の 試 み と 脅 威 の 現 
状、 IP ア ド レ ス や ド メ イ ン 名 の セ キュ リ ティ 事 情』 に 登 壇  

2019 年 10 ⽉ 11 ⽇  Security   Days   Tokyo に で 『イ ン ター ネッ ト を 維 持 す る た め の 試 み と 脅 威 の 現   
状、 IP ア ド レ ス や ド メ イ ン 名 の セ キュ リ ティ 事 情』 に 登 壇  

  国 際 動 向 に つ い て は IETF ミー ティ ン グ に 参 加 し、 国 際 的 に 話 題 に なっ て い る ト ピッ ク に つ い て 情 報 

収 集 し、 下 記 の よ う に ⽇ 本 か ら の 参 加 者 と と も に メー ル マ ガ ジ ン で 情 報 提 供 を し ま し た。  
ま た 「 3.2.1.5   IETF 報 告 会」 で 述 べ る よ う に オ ン サ イ ト で の 報 告 会 も 実 施 し ま し た。  

第 105 回 IETF ミー ティ ン グ  

⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 20 ⽇ 〜 26 ⽇  

第 105 回 IETF ミー ティ ン グ の 様 ⼦  

場 所   
フェ ア モ ン ト・ ク イー ン エ リ ザ ベ ス  
  (カ ナ ダ・ モ ン ト リ オー ル)   

概 要  

プ レ ナ リー （全 体 会 議） や HotRFC 等 の IETF105 の 全 体 動 
向 の 分 か る セッ ショ ン の 他、 SIDROPS   WG を は じ め と す 
る セ キュ リ ティ 関 連 の WG を 中 ⼼ に 参 加 し、 議 論 の 動 向 を 
調 査 し ま し た。 国 内 で は JPNIC の メー ル マ ガ ジ ン や ブ ロ グ 
に て 情 報 発 信 を ⾏ い ま し た。  

第 106 回 IETF ミー ティ ン グ  

⽇ 時  2019 年 11 ⽉ 16 ⽇ 〜 22 ⽇  

 
第 106 回 IETF ミー ティ ン グ の 様 ⼦  

場 所   
ラッ フ ル ズ・ シ ティ・ コ ン ベ ン ショ ン セ ン ター  
  (シ ン ガ ポー ル)   

概 要  

プ レ ナ リー （全 体 会 議） 等 に 参 加 し て IETF106 の 議 論 の 
動 向 を 把 握 す る と 共 に、 暗 号 化 DNS （ Encrypted   DNS ） 
と 呼 ば れ る プ ロ ト コ ル DoH や DoT の 動 向 に つ い て 調 査 し 
ま し た。 IETF106 の 全 体 概 要 の 他、 暗 号 化 DNS に つ い て 
の 話 題   abcd （ application   behavier   considering   dns ） 
BoF 等 の 議 論 の 様 ⼦ を ISOC-JP と 共 催 の IETF106 報 告 会 で 
講 演 し ま し た。  

第 107 回 IETF ミー ティ ン グ  
⽇ 時  2020 年 3 ⽉ 20 ⽇ 〜 27 ⽇  
場 所  オ ン ラ イ ン 開 催  

概 要  
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 本 来 は バ ン クー バー で の 開 催 で あっ た の が、 オ ン ラ イ ン 開 催 
と な り ま し た。 会 議 の 数 は 減 少 し た も の の 開 催 は さ れ た た め、 概 況 を 把 握 す る と と も に ISOC-JP 
と 共 催 の IETF107 報 告 会 を 2020 年 度 に 実 施 し ま す。  
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IETF の 報 告 と し て 発 ⾏ し た メー ル マ ガ ジ ン の ⼀ 覧  
第 104 回 IETF 報 告  執 筆 者  

[第 1 弾]   全 体 会 議 報 告  ⻄ 塚   要  
[第 2 弾]   IoT 関 連 報 告   〜 IoT 機 器 の 安 全 な ラ イ フ サ イ ク ル 管 理 〜  瀧 ⽥   悠 ⼀  
[第 3 弾]   リ モー ト・ ア テ ス テー ショ ン 関 連 報 告   〜 RATS   WG 、 ACME   WG 〜  安 次 富   ⼤ 介  

第 105 回 IETF 報 告  執 筆 者  
[第 1 弾]   全 体 会 議 報 告  塩 沢   啓  
[第 2 弾]   IoT 関 連 報 告   MUD と Hackathon   〜 IoT 機 器 の 安 全 な ネッ ト ワー ク 接 続 〜  瀧 ⽥   悠 ⼀  
[第 3 弾]   「 DNS の 処 理 を ⾏ う ア プ リ ケー ショ ン」 の 話 題  ⽊ 村   泰 司  
[第 4 弾]   ト ラ ン ス ポー ト エ リ ア 関 連 報 告  ⻄ ⽥   佳 史  

第 106 回 IETF 報 告  執 筆 者  
[第 1 弾]   全 体 会 議 報 告  根 本   貴 弘  
[第 2 弾]   ト ラ ン ス ポー ト エ リ ア 関 連 報 告   〜 Web   Packing   BoF と   WebTransport   BoF 〜  後 藤   浩 ⾏  
[第 3 弾]   DDoS 対 策 (DOTS   WG) 関 連 報 告  ⻄ 塚   要  
[第 4 弾]   メー ル 関 連 報 告  櫻 庭   秀 次  

  他 に、 以 下 の 関 連 団 体 と の 連 携 を 通 じ て、 最 新 情 報 の 提 供 や 関 係 コ ミュ ニ ティ に お け る 情 報 交 換・ 

ディ ス カッ ショ ン の 促 進 な ど も ⾏ い ま し た。  

関 係 コ ミュ ニ ティ と の 連 携  

Security   Day   2019  2012 年 か ら 継 続 的 に セ キュ リ ティ に 関 わ る ⼈ の 情 報 交 換 の 場 
で あ る Security   Day の 運 営 に 実 ⾏ 委 員 と し て 携 わ り ま し た。  

Internet   Routing   Security   (IRS) 
ワー ク ショッ プ  IRS 事 務 局 と し て 運 営 に 携 わ り ま し た。  

⽇ 本 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター ズ・ 
グ ルー プ   (JANOG)   

2016 年 2 ⽉ よ り JANOG 運 営 委 員 と し て JPNIC 職 員 が 参 加 し て 
お り、 2019 年 度 も JANOG の 運 営 や 実 ⾏ 委 員 会 へ 参 加 し ま し 
た。  

⽇ 本 ネッ ト ワー ク セ キュ リ ティ 協 会    
(JNSA)   

PKI 相 互 運 ⽤ 技 術 WG メ ン バー と し て JPNIC 職 員 が 参 加 し、 電 
⼦ 署 名 や 認 証 技 術 に 関 す る 最 新 動 向 の 情 報 交 換 を ⾏ い ま し た。  

Internet   Society ⽇ 本 ⽀ 部  
  (ISOC-JP)   事 務 局 業 務 を 通 じ て ⽇ 常 業 務 や イ ベ ン ト 運 営 を ⽀ 援 し ま し た。  

DNS オ ペ レー ター ズ グ ルー プ  
  (DNSOPS)   

JPNIC 職 員 が 幹 事 メ ン バー と し て 運 営 に 参 加 す る と と も に、 
DNS 実 装 の 脆 弱 性 対 応 な ど の 調 整 を ⾏ い ま し た。  

ICT-ISAC  経 路 情 報 共 有 WG   (BGP   WG)   に 参 加 し、 RPKI や IRR の 活 ⽤ に 
関 す る 各 種 調 整 や 促 進 活 動 な ど を ⾏ い ま し た。  

JPCERT コー ディ ネー ショ ン セ ン ター  
(JPCERT/CC)   

毎 年 の セ ミ ナー イ ベ ン ト で あ る Security   Day の 運 営 委 員 と し 
て、 ネッ ト ワー ク セ キュ リ ティ に 関 す る 情 報 共 有 や ディ ス カッ 
ショ ン の 促 進 を ⾏ い ま し た。 2018 年 度 に 引 き 続 き、 JPNIC 職 
員 1 名 が 理 事 を 務 め て い ま す。  

関 係 コ ミュ ニ ティ と の 連 携  

フィッ シ ン グ 対 策 協 議 会  ガ イ ド ラ イ ン 策 定 WG に 参 加 し、 Web に お け る 証 明 書 の セ キュ 
リ ティ に つ い て 情 報 共 有 と ガ イ ド ラ イ ン の 執 筆 を ⾏ い ま し た。  

WIDE プ ロ ジェ ク ト  
JPNIC 職 員 が PKI 技 術 に 関 す る WG の 共 同 チェ ア と し て、 WIDE 
プ ロ ジェ ク ト に お け る PKI 技 術 運 ⽤ と 最 新 動 向 に 関 す る 情 報 共 
有 を 促 進 し ま し た。  

セ キュ リ ティ・ キャ ン プ  
セ ミ ナー イ ベ ン ト で あ る セ キュ リ ティ・ キャ ン プ の 講 師 と し 
て、 IP ・ DNS ・ ルー ティ ン グ を 題 材 に イ ン ター ネッ ト の アー キ 
テ ク チャ と 運 ⽤ を 学 べ る ハ ン ズ オ ン コー ス を 学 ⽣ 向 け に ⾏ い ま 
し た。  
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3.1.4 新 gTLD や IDN   ccTLD 等 及 び 関 連 す る 政 策、 ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 (DRP) 等 に 関 す る 情 報 提 供  

新 gTLD に つ い て は、 現 ⾏ ラ ウ ン ド の レ ビュー 状 況 や、 次 回 ラ ウ ン ド に 向 け た 検 討 状 況 の 把 握 に も 
役 ⽴ つ よ う に、 ICANN の 理 事 会 決 議 の す べ て を 和 訳 要 約 し て 提 供 し ま し た   (計 15 ト ピッ ク ス)   。 ま 
た、 Web サ イ ト に て 最 新 の 新 gTLD の 委 任 状 況 も お 知 ら せ   (計 2 ト ピッ ク ス)   し て い ま す。 そ の 他、 
ICANN 報 告 会 と いっ た イ ベ ン ト や 各 種 セ ミ ナー、 会 報 誌 Newsletter な ど で は、 国 別 の 委 任 状 況 や ⽂ 
字 列 の 分 析、 最 新 の 登 録 数 と いっ た 情 報 も 交 え て、 最 新 の 動 向 を お 伝 え し ま し た。  

DRP に つ い て は、 ICANN や 統 ⼀ ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 ⽅ 針 (UDRP) の 紛 争 処 理 機 関 の Web サ イ ト 等 に 
よ る 情 報 収 集 や、 JP ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 ⽅ 針 (JP-DRP) の 紛 争 処 理 機 関 で あ る ⽇ 本 知 的 財 産 仲 裁 セ ン 
ター と の 情 報 交 換 な ど に よ り 情 報 収 集 し、 主 に JPNIC の Web サ イ ト を 通 じ て 適 宜 情 報 を 開 ⽰ し ま し 
た。 詳 細 は、 3.3.7 、 3.5.1 を ご 参 照 く だ さ い。  

3.1.5 国 内 外 の ド メ イ ン 名 に 関 す る 問 い 合 わ せ 対 応     

主 な 問 い 合 わ せ 内 容  主 に、 国 内 か ら の 問 い 合 わ せ へ の 対 応 を ⾏ 
い ま し た。 電 話 や メー ル な ど に よ り、 平 均 
し て ⽉ 2 件 程 度 の 問 い 合 わ せ が あ り ま し 
た。 主 な 問 い 合 わ せ 内 容 は 左 記 の 通 り で し 
た。  

ド メ イ ン 名 の 紛 争 処 理   (DRP)   に つ い て  
gTLD/ccTLD/JP ド メ イ ン 名 に 関 す る 各 種 ⼿ 続 き に つ い て  
ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 に つ い て  
WHOIS に つ い て  
ド メ イ ン 名 の 仕 組 み に つ い て  
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3.2 普 及 啓 発 業 務   
3.2.1 Internet   Week を は じ め と し た 各 種 セ ミ ナー、 講 演 会、 勉 強 会 等 の 開 催   

3.2.1.1 Internet   Week   2019  
11 ⽉ 26 ⽇ か ら 29 ⽇ に か け て、 「 Internet   Week   2019 」 を 開 催 し ま し た。 合 計 33 セッ ショ ン を 開 催 

し、 延 べ 約 2,350 名 が 参 加 し ま し た   (同 時 開 催 イ ベ ン ト を 含 む)。  

JPNIC は 主 催 及 び 事 務 局 を 務 め た 他、 各 種 イ ン ター ネッ ト 関 連 団 体 か ら 推 薦 さ れ た プ ロ グ ラ ム 委 員 と 
と も に プ ロ グ ラ ム を 検 討 し た り、 講 演 に て ⽇ 頃 の 調 査・ 研 究 で 得 た 知 ⾒ を 共 有 し た り す る な ど、 企 画 
に も 積 極 的 に 関 わ り ま し た。 ま た、 NOC チー ム 主 催 者 側 取 り ま と め 役 も 担 当 し ま し た。  

プ ロ グ ラ ム 企 画 に お い て は、 Internet   Week   の プ ロ グ ラ ム の 特 ⾊ と し て、 (1) 普 遍 的 あ る い は 定 期 的 
な 情 報 収 集 の た め の プ ロ グ ラ ム、 (2) 最 新 の 技 術・ 社 会 動 向 を 扱 う プ ロ グ ラ ム、 の 2 点 が バ ラ ン ス 良 く 
共 存 し て い る こ と に 改 め て 着 ⽬ し、 テー マ を 「新 陳 代 謝」 と し ま し た。 (1) の プ ロ グ ラ ム で 新 陳 代 謝 
の ⼟ 台 と な る 部 分 を 強 固 な も の と し、 (2) の プ ロ グ ラ ム で 新 し い 知 識 や ノ ウ ハ ウ を 取 り ⼊ れ、 参 加 者 
⼀ ⼈ ⼀ ⼈ が 「新 陳 代 謝」 を 促 進 で き る よ う な 内 容 を ⽬ 指 し ま し た。  

   
      IP   Meeting   2019 で は こ れ か ら の ISP の あ り ⽅ を 議 論     BGP 設 計 の 基 本 を 解 説 す る IIJ の 松 崎 吉 伸 ⽒      

特 に (2) の プ ロ グ ラ ム に 関 し て は、 過 去 の Internet   Week で 実 施 し た チュー ト リ ア ル の 中 か ら、 い 

ま 実 施 し て も ⾊ 褪 せ な い も の を 選 び 実 施 し ま し た。 「 ISP バッ ク ボー ン 設 計 ⼊ ⾨」 は 参 加 者 が 多 く、 
事 後 ア ン ケー ト で も 評 価 が ⾼ かっ た プ ロ グ ラ ム の ⼀ つ で す。  

参 加 者 ア ン ケー ト で は、 Internet   Week が 「⼤ 変 役 に ⽴っ た」 ま た は 「役 に ⽴っ た」 と 回 答 し た ⽅ 
が 9 割 を 超 え ま し た。 ま た、 来 年 も 「ぜ ひ 参 加 し た い」 「参 加 し た い」 と い う ⽅ が 8 割 を 超 え ま し 
た。  
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「 Internet   Week   2019 〜 新 陳 代 謝 〜」 開 催 概 要  

開 催 ⽇ 程  
2019 年 11 ⽉ 26 ⽇ 〜 29 ⽇ の 4 ⽇ 間  
[同 時 開 催]   IPv6   Summit   in   TOKYO   2019  

第 37 回 JPNIC オー プ ン ポ リ シー ミー ティ ン グ  

開 催 地  ヒュー リッ ク ホー ル ＆ ヒュー リッ ク カ ン ファ レ ン ス   (東 京・ 浅 草 橋)   
主 催  ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ン フォ メー ショ ン セ ン ター  
企 画  Internet   Week   2019 プ ロ グ ラ ム 委 員 会  

協 賛  

株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス  
ア カ マ イ・ テ ク ノ ロ ジー ズ 合 同 会 社  
株 式 会 社 エー ピー コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ  
NTT コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社  
Asia   Pacific   Network   Information   Centre  
株 式 会 社 SRA  
KDDI 株 式 会 社  
⽇ 本 イ ン ター ネッ ト エ ク ス チェ ン ジ 株 式 会 社  
BBIX 株 式 会 社  
Internet   Society  

後 援  

総 務 省   /   ⽂ 部 科 学 省   /   経 済 産 業 省   
⼀ 般 財 団 法 ⼈ ICT-ISAC   
ICT 教 育 推 進 協 議 会 (ICTEPC)   
特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈   IT コー ディ ネー タ 協 会 (ITCA)  
IPv6 普 及・ ⾼ 度 化 推 進 協 議 会 (v6pc)   
⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 会 (IAjapan)  
(ISC) 2   
Internet   Society   Japan   Chapter   (ISOC-JP)   
仮 想 化 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チャ・ オ ペ レー ター ズ グ ルー プ (VIOPS)   
⼀ 般 社 団 法 ⼈ コ ン ピュー タ ソ フ ト ウェ ア 協 会 (CSAJ)   
⼀ 般 社 団 法 ⼈ JPCERT コー ディ ネー ショ ン セ ン ター (JPCERT/CC)   
⼀ 般 社 団 法 ⼈ 重 要 ⽣ 活 機 器 連 携 セ キュ リ ティ 協 議 会 (CCDS)  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ 情 報 サー ビ ス 産 業 協 会 (JISA)   
⼤ 学 共 同 利 ⽤ 機 関 法 ⼈ 情 報 シ ス テ ム 研 究 機 構 国 ⽴ 情 報 学 研 究 所 (NII)  
情 報 処 理 安 全 確 保 ⽀ 援 ⼠ 会 (JP-RISSA)  
国 ⽴ 研 究 開 発 法 ⼈ 情 報 通 信 研 究 機 構 (NICT)   
⼀ 般 社 団 法 ⼈ セ キュ リ ティ 対 策 推 進 協 議 会 (SPREAD)  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ 電 ⼦ 情 報 技 術 産 業 協 会 (JEITA)   
⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト プ ロ バ イ ダー 協 会 (JAIPA)   
⽇ 本 MSP 協 会 (MSPJ)  
⽇ 本 シー サー ト 協 議 会 (NCA)  
⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 情 報 経 済 社 会 推 進 協 会 (JIPDEC)  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 シ ス テ ム・ ユー ザー 協 会 (JUAS)  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ス マー ト フォ ン セ キュ リ ティ 協 会 (JSSEC)   
⽇ 本 セ キュ リ ティ オ ペ レー ショ ン 事 業 者 協 議 会 (ISOG-J)  
⽇ 本 DNS オ ペ レー ター ズ グ ルー プ (DNSOPS.JP)   
⽇ 本 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター ズ・ グ ルー プ (JANOG)   
特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈ ⽇ 本 ネッ ト ワー ク セ キュ リ ティ 協 会 (JNSA)   
⽇ 本 UNIX ユー ザ 会 (jus)   
フィッ シ ン グ 対 策 協 議 会   
WIDE プ ロ ジェ ク ト (WIDE)  

対 象 者  イ ン ター ネッ ト の 技 術 者 及 び イ ン ター ネッ ト 技 術 と 社 会 動 向 に 興 味 の あ る ⽅  

参 加 者 数  延 べ 約 2,350 名  
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3.2.1.2 Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台   
5 ⽉ 30 ⽇ か ら 6 ⽉ 1 ⽇ ま で、 東 北 ⼤ 学 ⽚ 平 キャ ン パ ス に て 「 Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台」 

を 開 催 し ま し た。 よ り 広 範 な イ ン ター ネッ ト 関 連 技 術 の 普 及 啓 発 を ⽬ 的 に、 前 年 の Internet   Week  
2018 で 好 評 だっ た 講 演、 開 催 地 近 郊 の 会 員 等 の ニー ズ が ⾼ い 講 演 を 中 ⼼ に 実 施 し ま し た。  

「 Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台」    プ ロ グ ラ ム  
  2019 年 5 ⽉ 30 ⽇ (⽊)    チュー ト リ ア ル   Day  

1.   基 調 講 演: 地 域 ISP と イ ン ター ネッ ト   こ の 20 年 〜 経 験 か ら 想 う こ と 〜  
    晋 ⼭ 孝 善 (ジェッ ト イ ン ター ネッ ト 株 式 会 社)  

2.   ネッ ト ワー ク 運 ⽤ チュー ト リ ア ル 〜 分 か る と 楽 し い イ ン ター ネッ ト の お 仕 事 〜  
      平 井 則 輔 (⽇ 本 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター ズ・ グ ルー プ (JANOG)/ ソ フ ト バ ン ク 株 式 会 社)  

3.   エ ン ジ ニ ア の た め の 知っ て お く べ き 法 制 度  
      北 條 孝 佳 (⻄ 村 あ さ ひ 法 律 事 務 所・ 弁 護 ⼠)  

4.   IPv6 チュー ト リ ア ル 〜 IPv6 化 こ と は じ め 〜  
      ⻄ 塚 要 (NTT コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社)  

5.   Wi-Fi チュー ト リ ア ル 〜 Wi-Fi の 混 雑 に 向 き 合 う 基 本 的 知 識 と オ フィ ス Wi-Fi 提 供 時 の 課 題 〜  
     熊 ⾕ 暁 (株 式 会 社 KADOKAWA   Connected)  

6.   ルー ティ ン グ セ キュ リ ティ チュー ト リ ア ル  
     ・ ルー ティ ン グ セ キュ リ ティっ て な に？      

岡 ⽥ 雅 之 (JPNIC)  
    ・ ほ ん と に あっ た RPKI の 話                 

杉 ⼭ 亮 太 (TOKAI コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ)  
2019 年 5 ⽉ 31 ⽇ (⾦)   オ ペ レー ショ ン   Day  

1.   も う ⼀ ⼈ で 困 ら な い！ セ キュ リ ティ 対 応  
         武 井 滋 紀 (NTT テ ク ノ ク ロ ス 株 式 会 社 / ⽇ 本 セ キュ リ ティ オ ペ レー ショ ン 事 業 者 協 議 会 (ISOG-J))  

  早 川 敦 史 (⽇ 本 電 気 株 式 会 社 / ⽇ 本 セ キュ リ ティ オ ペ レー ショ ン 事 業 者 協 議 会 (ISOG-J))  
2.   DNS   Abuse と、 DNS 運 ⽤ 者 が す べ き こ と  
    〜 ド メ イ ン 名 ハ イ ジャッ ク を 知 る こ と で、 DNS を もっ と 安 全 に 〜  

     森 下 泰 宏 (株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス   技 術 広 報 担 当)  
     [提 供 ： 株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス]  

3.   DNS   Day   mini   〜 ⼤ 切 な ド メ イ ン 名 を 守 る 〜  
    其 ⽥ 学 (株 式 会 社 イ ン ター ネッ ト イ ニ シ ア ティ ブ)  

4.   常 識 の 変 化 に 向 き 合 お う  
     ・ TLS と Web ブ ラ ウ ザ の 表 ⽰ の い ま と こ れ か ら 〜 URL バー の 表 ⽰ は ど う な る の か 〜  

奥 ⽥ 哲 ⽮ (⽇ 本 電 信 電 話   NTT セ キュ ア プ ラッ ト フォー ム 研 究 所)  
    ・ 認 証 に ま つ わ る セ キュ リ ティ の 新 常 識  

勝 原 達 也 (株 式 会 社 NDIAS)  
5.   運 ⽤ の 価 値 と ロー ル モ デ ル  

     波 ⽥ 野 裕 ⼀ (運 ⽤ 設 計 ラ ボ 合 同 会 社)  

共 催 の 東 北 学 術 研 究 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ (TOPIC) と 東 北 ⼤ 学、 ま た 開 催 地 近 郊 の 会 員 や イ 

ン ター ネッ ト 関 連 団 体 等 と 連 携 し て 広 報 活 動 を ⾏ い、 地 元 事 業 者 や、 企 業、 ⼤ 学 の ネッ ト ワー ク 管 理 
者 な ど 県 内 の ⽅ を 中 ⼼ に 約 160 名 の ⽅ に ご 参 加 い た だ き ま し た。 ま た、 ラ イ ブ 中 継 も 提 供 し、 最 ⼤ 同 
時 視 聴 者 数 は 60 名 以 上 に ご 視 聴 い た だ き ま し た。 開 催 地 の 地 域 を 中 ⼼ に 参 加 者 か ら は ⼤ 変 好 評 な イ 
ベ ン ト と な り ま し た。  
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Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台 参 加 者 の お 住 ま い (左) と 満 ⾜ 度 (右)  

「 Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台」 開 催 概 要   

開 催 ⽇ 程  2019 年 5 ⽉ 30 ⽇ 〜 5 ⽉ 31 ⽇  

開 催 地  東 北 ⼤ 学   ⽚ 平 キャ ン パ ス   ⽚ 平 さ く ら ホー ル  

主 催  ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ン フォ メー ショ ン セ ン ター  

共 催  
東 北 学 術 研 究 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ (TOPIC)  
東 北 ⼤ 学   サ イ バー サ イ エ ン ス セ ン ター  

協 賛  

株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス  
北 海 道 総 合 通 信 網 株 式 会  
ア カ マ イ・ テ ク ノ ロ ジー ズ 合 同 会 社  
東 北 イ ン テ リ ジェ ン ト 通 信 株 式 会 社  
⽇ 本 イ ン ター ネッ ト エ ク ス チェ ン ジ 株 式 会 社  
株 式 会 社 SRA  

後 援  

特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈ IT コー ディ ネー タ 協 会 (ITCA)  
International   Information   Systems   Security   Certification   Consortium   
⼀ 般 社 団 法 ⼈ JPCERT コー ディ ネー ショ ン セ ン ター  
⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 会  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト プ ロ バ イ ダー 協 会  
⽇ 本 MSP 協 会 (MSJP)  
⽇ 本 セ キュ リ ティ オ ペ レー ショ ン 事 業 者 協 議 会 (ISOG-J)  
⽇ 本 DNS オ ペ レー ター ズ グ ルー プ  
⽇ 本 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター ズ・ グ ルー プ (JANOG)  

対 象 者  イ ン ター ネッ ト の 技 術 者 及 び イ ン ター ネッ ト 技 術 と 社 会 動 向 に 興 味 の あ る ⽅  
参 加 者 数  現 地 参 加 者 数 ： 160 名、 中 継 最 ⼤ 同 時 視 聴 者 数 ： 60 名  

          
Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台 会 場 と 懇 親 会 の 様 ⼦  
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3.2.1.3 JPNIC 技 術 セ ミ ナー   
2019 年 4 ⽉、 6 ⽉、 10 ⽉、 2020 年 2 ⽉ に 「 JPNIC 技 術 セ ミ ナー」 と 題 し、 最 新 動 向 セッ ショ ン の 多 

い Internet   Week で は 取 り 上 げ ら れ な い ベー シッ ク な 知 識 を 提 供 す る、 座 学 と ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー を 
提 供 し ま し た。 参 加 者 か ら 好 評 な ハ ン ズ オ ン 講 座 の 開 催 数 を 増 や し、 ⼀ 年 間 で 延 べ 380 名 に ご 参 加 い 
た だ き ま し た。 こ れ ら の セッ ショ ン の 参 加 に は、 JPNIC 会 員 の 他、 ア ド レ ス ホ ル ダー の ⽅々 に も 半 額 
の ⾦ 額 で 参 加 し て い た だ く よ う に し ま し た。 開 催 し た 講 座 の ラ イ ン ナッ プ は 下 記 の 通 り で す。  

【座 学】 エ ン ジ ニ ア 向 け IPv6 技 術 解 説  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 18 ⽇、 2019 年 7 ⽉ 1 ⽇、  
2019 年 10 ⽉ 1 ⽇、 2020 年 2 ⽉ 3 ⽇  

IPv6 と は 何 か、 な ぜ 必 要 な の か、 IPv6 の 
基 本 機 能、 に つ い て 解 説 し ま し た。  

講 師  佐 藤   秀 樹、 塩 沢   啓   (JPNIC)  
鵜 野   直 樹 （株 式 会 社 帯 広 シ ティー ケー ブ ル）  

対 象 者  こ れ か ら IPv6 を は じ め よ う と い う ⽅ な ど  
【座 学】 イ ン ター ネッ ト と は  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 17 ⽇、 2019 年 6 ⽉ 27 ⽇、  
2019 年 9 ⽉ 30 ⽇  

イ ン ター ネッ ト の 成 り ⽴ ち や 仕 組 み、 
基 本 概 念 や 要 素 技 術 を 体 系 的 に 解 説 し 
ま し た。  

講 師  ⽊ 村   泰 司   、 塩 沢   啓 (JPNIC)  
対 象 者  イ ン ター ネッ ト の 利 ⽤ 者 で 仕 組 み に 興 味 の あ る ⽅ な ど  

【座 学】 DNS 基 礎  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 19 ⽇、 2019 年 7 ⽉ 1 ⽇、  
2019 年 9 ⽉ 30 ⽇、 2020 年 2 ⽉ 4 ⽇  

DNS に 関 す る 基 礎 知 識、 機 能、 及 び 関 
連 事 項 に つ い て 解 説 し ま し た。  

講 師  ⼩ ⼭   祐 司   (JPNIC)  
対 象 者  ネッ ト ワー ク 技 術 者、   サー バ 管 理 者 等  

【座 学】 ネッ ト ワー ク セ キュ リ ティ 概 説  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 23 ⽇、 2019 年 6 ⽉ 27 ⽇、  
2019 年 10 ⽉ 1 ⽇、 2020 年 2 ⽉ 4 ⽇  

イ ン ター ネッ ト に 接 続 す る ISP や ⼤ 学・ 
企 業 な ど の 組 織 に お い て 必 要 と さ れ る 
ネッ ト ワー ク セ キュ リ ティ の 要 素 技 術 や 
基 本 概 念 を 体 系 的 に 説 明 し ま し た。  講 師  ⽊ 村   泰 司   (JPNIC)  

対 象 者  イ ン ター ネッ ト に 接 続 す る ネッ ト ワー ク 運 ⽤ に 関 わ る 
技 術 者  

【座 学】 資 源 管 理 の 基 礎 知 識  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 17 ⽇、 2019 年 6 ⽉ 27 ⽇  
2020 年 2 ⽉ 3 ⽇  

イ ン ター ネッ ト に お け る ド メ イ ン 名 と IP 
ア ド レ ス の 役 割 や 基 礎 知 識、 管 理 体 制 を 
解 説 し ま し た。  

講 師  ⾓ 倉   教 義、 川 端   宏 ⽣、 是 枝   祐   (JPNIC)   

対 象 者  
ド メ イ ン 名 や IP ア ド レ ス に つ い て 知 り た い ⽅   (初 ⼼ 者 
を 含 む)   、 新 た に レ ジ ス ト リ へ の 申 請 担 当 者 と なっ た 
⽅、 情 報 シ ス テ ム 部 ⾨ の 担 当 者  

【座 学】 カ ス タ マー サ ポー ト・ 営 業 職 向 け IPv6 ⼊ ⾨  
⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 17 ⽇、 2019 年 6 ⽉ 27 ⽇  普 段 直 接 基 礎 技 術 な ど を 扱っ て い な い ⽅ 

向 け に IPv6 ア ド レ ス 利 ⽤ の 普 及 状 況、  
IPv4 ア ド レ ス 在 庫 枯 渇 と IPv6 ア ド レ ス 対 
応 の 必 要 性 の 解 説 に 加 え、   IPv6 ア ド レ 
ス 利 ⽤ の 基 礎 に つ い て 解 説 し ま し た。  

講 師  佐 藤   秀 樹   (JPNIC)  

対 象 者  IPv6 対 応 検 討 中 の サー ビ ス、 ネッ ト ワー ク の サ ポー ト 
業 務、 営 業 に 携 わっ て い る ⽅  
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座 学 セ ミ ナー の 様 ⼦  

【ハ ン ズ オ ン】 IPv6 ハ ン ズ オ ン 〜 ネッ ト ワー ク 編 〜  

⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 5 ⽇  IPv6 の 実 践 的 な 設 定 が で き る 技 術 者 の 育 成 を 
⽬ 的 に し た、 実 機 を 利 ⽤ し た 基 礎 的 な 内 容 の 
演 習 で ルー タ を ⽤ い た、 ネッ ト ワー ク の IPv6 
設 定 に つ い て 体 験 し て い た だ き ま し た。  

講 師  服 部   亜 紀 ⼦   (シ ス コ シ ス テ ム ズ 合 同 会 社)  

対 象 者  IPv4 ネッ ト ワー ク の 運 ⽤ 経 験 が あ る ⽅  
ルー タ や ス イッ チ の 運 ⽤ 経 験 が あ る ⽅  

【ハ ン ズ オ ン】 IPv6 ハ ン ズ オ ン 〜 サー バ 編 〜  

⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 5 ⽇  IPv6 の 実 践 的 な 設 定 が で き る 技 術 者 の 育 成 を 
⽬ 的 に し た、 実 機 を 利 ⽤ し た 基 礎 的 な 内 容 の 
演 習 で Linux(CentOS   6) を ⽤ い た、 各 種 サー 
バ の IPv6 設 定 に つ い て 体 験 し て い た だ き ま し 
た。  

講 師  許   先 明   (株 式 会 社 IoT ス ク エ ア)  

対 象 者  IPv4 サー バ の 運 ⽤ 経 験 が あ る ⽅  
Linux の 運 ⽤ 経 験 が あ る ⽅  

【ハ ン ズ オ ン】 BGP イ ン ター ネッ ト ルー ティ ン グ  

⽇ 時  
2019 年 4 ⽉ 22 ⽇、 2019 年 7 ⽉ 4 ⽇  
2019 年 10 ⽉ 2 ⽇、 2019 年 10 ⽉ 4 ⽇  
2020 年 2 ⽉ 4 ⽇  

BGP ルー ティ ン グ に 関 す る 基 礎 知 識 や 実 機 を 
⽤ い た 体 験   (ルー ティ ン グ と は、 イ ン ター 
ネッ ト へ 参 加 す る と い う こ と、 パ ケッ ト が 往 
復 す る 仕 組 み、 解 析 ツー ル、 IRR 、 RPKI な 
ど) を し て い た だ き ま し た   。  

講 師  岡 ⽥   雅 之、 澁 ⾕   晃、 佐 藤   秀 樹   (JPNIC)   

対 象 者  可 能 で あ れ ば IP と ター ミ ナ ル 操 作 に 関 す る 基 
礎 知 識 を 持 つ こ と が 望 ま し い  

【ハ ン ズ オ ン】 DNSSEC 基 礎  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 19 ⽇、 2019 年 7 ⽉ 3 ⽇  
2019 年 10 ⽉ 4 ⽇、 2020 年 2 ⽉ 7 ⽇  

DNSSEC に つ い て そ の 概 念 や 設 定 ⽅ 法 な ど 
に つ い て 解 説 し、 実 際 に ネー ム サー バ の 構 
築 を ⾏ い な が ら、 DNSSEC 署 名 や 検 証 ⽅ 法 
な ど、 DNSSEC を 利 ⽤ す る に あ たっ て 必 要 
な 事 項 を 体 験 し て い た だ き ま し た。  

講 師  ⼩ ⼭   祐 司   (JPNIC)  

対 象 者  DNS サー バ の 運 ⽤ 経 験 が あ る ⽅  

【ハ ン ズ オ ン】 UNIX ハ ン ズ オ ン   ゼ ロ か ら 覚 え る コ マ ン ド ラ イ ン  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 19 ⽇、 2019 年 7 ⽉ 1 ⽇  
2019 年 10 ⽉ 2 ⽇、 2020 年 2 ⽉ 4 ⽇  

コ マ ン ド ラ イ ン や 端 末   (ター ミ ナ ル)   の 基 礎 
を 易 し く 解 説 し つ つ 実 ⽤ 的 な コ マ ン ド の 使 
い ⽅ を ハ ン ズ オ ン 形 式 で 解 説 し ま し た。  講 師  是 枝   祐   (JPNIC)  

対 象 者  UNIX な ど の コ マ ン ド ラ イ ン を 使っ た こ と の 
な い ⽅、 業 務 で 使 う こ と に な り 学 び た い ⽅  
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【ハ ン ズ オ ン】   DNS ハ ン ズ オ ン   〜 DNS を ⽴ て て、 理 解 し よ う 〜  

⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 2 ⽇、 2019 年 10 ⽉ 2 ⽇  
2020 年 2 ⽉ 4 ⽇  

実 際 に ド メ イ ン 名 を 登 録 し、 そ の ド メ イ ン 
名 の 名 前 解 決 が で き る よ う な DNS サー バ の 
構 築 を 体 験 し て い た だ き ま し た。  講 師  ⼩ ⼭   祐 司   、 塩 沢   啓 (JPNIC)  

対 象 者  DNS サー バ の 運 ⽤ に 関 わ る ⽅、 興 味 の あ る ⽅  

【ハ ン ズ オ ン】   RPKI ⼊ ⾨   〜 BGPSEC と 最 新 動 向、 ROA 管 理 ま で 〜   (新 講 座)  

⽇ 時  2019 年 4 ⽉ 22 ⽇、 2019 年 7 ⽉ 4 ⽇  
2019 年 10 ⽉ 2 ⽇、 2020 年 2 ⽉ 4 ⽇  

イ ン ター ネッ ト 経 路 制 御 に 関 わ る イ ン シ デ ン 
ト と BGPSEC の 仕 組 み、 そ れ ら の 技 術 的 な 関 
わ り に つ い て 解 説 し、 ROA の 作 成 と 管 理 に 
つ い て 要 点 な ど を 紹 介 し ま し た。  

講 師  ⽊ 村   泰 司   (JPNIC)  

対 象 者  RPKI や ROA の 導 ⼊ を 検 討 し て い る ⽅  

【ハ ン ズ オ ン】 UNIX ハ ン ズ オ ン 応 ⽤   〜 ssh と screen 〜  

⽇ 時    2019 年 7 ⽉ 3 ⽇  UNIX の 端 末 に お い て さ ま ざ ま な 場 ⾯ で 役 ⽴ 
つ ツー ル の 利 ⽤ 法 や 仕 組 み を 解 説 し ま し た。  
 講 師  ⽊ 村   泰 司   (JPNIC)  

対 象 者  
  ネッ ト ワー ク に 関 わ る 開 発 に 携 わ る ⽅、 
UNIX を 使っ た サー バ 管 理 や コ ン テ ン ツ 管 理  
と いっ た 業 務 に 関 わ る ⽅  

 
ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー の 様 ⼦   
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3.2.1.4 初 ⼼ 者 向 け 「イ ン ター ネッ ト ⼊ ⾨」   
イ ン ター ネッ ト 基 盤 技 術 に 対 す る 理 解 を ⽰ す 層 を 増 や す た め、 4 ⽉ か ら ネッ ト ワー ク 業 界 に ⼊っ て 

来 ら れ る ⽅ や 異 動 で ネッ ト ワー ク に 携 わ る こ と に なっ た ⽅ を 対 象 に、 JPIX と 共 催 で 『初 ⼼ 者 向 け 「イ 
ン ター ネッ ト ⼊ ⾨」』 を 2 ⽇ 間 に わ た り 開 催 し ま し た。 エ ン ジ ニ ア だ け で は な く、 営 業 や 管 理 部 ⾨ な 
ど ⾮ エ ン ジ ニ ア 部 ⾨ の ⽅ も 多 数 参 加 し、 業 界 歴 1 年 未 満 の ⽅ を 中 ⼼ に 約 50 名 に ご 参 加 い た だ き、 イ ン 
ター ネッ ト の 設 計 思 想 や つ な が る 仕 組 み、 業 界 の ビ ジ ネ ス が ど の よ う に 回っ て い る か を お 伝 え し ま し 
た。  

初 ⼼ 者 向 け 「イ ン ター ネッ ト ⼊ ⾨」  

開 催 ⽇  2019 年 5 ⽉ 9 ⽇ (⽊)   、 5 ⽉ 10 ⽇ (⾦)  

場 所  パ ン ド ウ イッ ト コー ポ レー ショ ン ⽇ 本 ⽀ 社   セ ミ ナー ルー ム   (品 川)   

プ ロ グ ラ ム  

5 ⽉ 9 ⽇ 開 催  
「イ ン ター ネッ ト と は   〜 イ ン ター ネッ ト の 成 り ⽴ ち か ら 業 界 の 歩 き ⽅ ま で 〜」  
  -   イ ン ター ネッ ト と は ： ⽊ 村   泰 司   (JPNIC)  
  -   資 源 管 理 の 必 要 性 と JPNIC の 役 割 ： ⾓ 倉   教 義   (JPNIC)  
  -   イ ン ター ネッ ト 業 界 で 注 意 し て お き た い こ と ： 岡 ⽥   雅 之、 佐 藤   秀 樹   (JPNIC)  
5 ⽉ 10 ⽇ 開 催  
「イ ン ター ネッ ト 業 界 の プ レ イ ヤー と、   ビ ジ ネ ス モ デ ル・ イ ン ター ネッ ト を 活 ⽤ し た  
将 来 の 動 向 に つ い て」  
-   イ ン ター ネッ ト 業 界 の プ レ イ ヤー と ト ラ フィッ ク の 流 れ、 オ ペ レー ショ ン  
  ： ⾺ 渡   将 隆   (JPIX)  
-   各 プ レ イ ヤー ビ ジ ネ ス モ デ ル と イ ン ター ネッ ト を 活 ⽤ し た 将 来 ： ⼭ 添   亮 介   (JPIX)  

対 象  4 ⽉ に ネッ ト ワー ク 業 界 に ⼊っ て こ ら れ る ⽅  
異 動 で ネッ ト ワー ク に 携 わ る こ と に なっ た ⽅  

     
初 ⼼ 者 向 け 「イ ン ター ネッ ト ⼊ ⾨」 の 様 ⼦   
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3.2.1.5 NHK 放 送 研 修 セ ン ター 「Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 通 信・ Ｉ Ｐ ネッ ト ワー ク の 基 礎」 研 修   
NHK 放 送 研 修 セ ン ター が 開 催 し た 新 ⼈ 育 成 向 け の 研 修 で 講 演 を ⾏ い ま し た。 CATV 局 の 保 守・ 施 

⼯・ 保 守 管 理 お よ び 調 査 に か か わ る エ ン ジ ニ ア 向 け の 技 術 ⼒ 充 実 を ⽬ 的 と し た セ ミ ナー と さ れ て お 
り、 番 号 資 源 管 理 の 基 礎 に 加 え、 IPv6 対 応、 経 路 ハ イ ジャッ ク や DDOS 対 応 な ど の 運 ⽤ 上 の ポ イ ン ト 
と な る よ う な 事 項 を お 伝 え し ま し た。  

NHK 放 送 研 修 セ ン ター 「 CATV 通 信・ IP ネッ ト ワー ク の 基 礎」 研 修  

開 催 ⽇  2019 年 8 ⽉ 30 ⽇ (⾦)  

場 所  NHK 放 送 研 修 セ ン ター     (NHK 放 送 技 術 研 究 所 ビ ル 内)   (東 京)   

プ ロ グ ラ ム  
「ネッ ト の 基 礎   〜 ど う し て つ な が る か？ こ れ だ け は 知っ て お き た い 〜」  
  -   佐 藤   ⾹ 奈 枝   (JPNIC) 、 佐 藤   秀 樹   (JPNIC)  
「Ｃ Ａ Ｔ Ｖ ネッ ト の 運 ⽤ 上 の 注 意 点」  
  -    佐 藤   秀 樹   (JPNIC)  

対 象  CATV 局 の 保 守・ 施 ⼯・ 保 守 管 理 お よ び 調 査 に 携 わ る 特 に 初 ⼼ 者 の 技 術 者  
 

 
NHK 放 送 研 修 セ ン ター 「 CATV 通 信・ IP ネッ ト ワー ク の 基 礎」 研 修 の 様 ⼦  

3.2.1.6 IETF 報 告 会   
年 3 回 開 催 さ れ た IETF 会 議 の 報 告 会 を、 ISOC-JP と 共 同 で 開 催 し ま し た。 開 催 実 績 は 以 下 の 通 り で 

す。  

IETF 報 告 会   (104th   プ ラ ハ)   
開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 5 ⽉ 17 ⽇ ／ エッ サ ム 神 ⽥   (東 京)   
主 な ト ピッ ク  全 体 報 告、 HTTP 関 連、 TEEP 、 ハッ カ ソ ン、 5G 関 連、 SUIT/IoT 関 連、 DNS 及 び DoH  

IETF 報 告 会 (105th モ ン ト リ オー ル)  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 8 ⽉ 30 ⽇ ／ NTT コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ   ⼤ ⼿ 町 プ レ イ ス ウ エ ス ト タ ワー   (東 京)   

主 な ト ピッ ク  全 体 報 告、 初 め て の IETF 、 DoH 、 MLS/ セ キュ リ ティ エ リ ア、 TEEP 、 SRv6 、 5G 関 連  

IETF 報 告 会 (106th   シ ン ガ ポー ル)   

開 催 ⽇ ／ 場 所  2020 年 1 ⽉ 9 ⽇ ／ NTT コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ   ⼤ ⼿ 町 プ レ イ ス ウ エ ス ト タ ワー   (東 京)   

主 な ト ピッ ク  全 体 報 告、 5G/SRv6 、 ABCD 、 Web 関 連、 Teep/IoT 、 OAuth/ セ キュ リ ティ、 パ ネ ル  
IETF 報 告 会 開 催 実 績 （括 弧 内 は 対 象 と な る IETF 会 議）  
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3.2.1.7 総 会 講 演 会   
次 の 通 り、 2019 年 6 ⽉ に 開 催 さ れ た JPNIC 総 会 の 後 に、 恒 例 と なっ て い る 講 演 会 を 実 施 し ま し た。 

2016 年 度 よ り 補 正 予 算 の た め の 総 会 を 開 催 し な く なっ た た め、 総 会 の 開 催 に 合 わ せ て 講 演 会 も 年 2 回 
の 開 催 を 予 定 し て い た の で す が、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 (COVID-19) の 流 ⾏ を 受 け て 2020 年 3 ⽉ 
の 総 会 で は 講 演 会 を 設 定 し ま せ ん で し た。 そ の た め、 2019 年 度 は 年 1 回 の 開 催 と な り ま し た。 そ の 
2019 年 6 ⽉ の 講 演 会 で は、 総 務 省   総 合 通 信 基 盤 局   電 気 通 信 事 業 部   消 費 者 ⾏ 政 第 ⼆ 課   岡 本 剛 和 企 画 
官 よ り、 「プ ラッ ト フォー ム サー ビ ス に 関 す る 研 究 会 － 中 間 報 告 書 の 概 要 －」 と 題 し て、 研 究 会 の ⽬ 
的 や 検 討 の 背 景 な ど も 含 め て、 中 間 報 告 書 の 内 容 に つ い て ご 講 演 い た だ き ま し た。  

 

第 65 回 総 会 講 演 会   

タ イ ト ル  プ ラッ ト フォー ム サー ビ ス に 関 す る 研 究 会  
－ 中 間 報 告 書 の 概 要 に つ い て －  

岡 本 剛 和 ⽒ に よ る 講 演 の 様 ⼦  

⽇ 時  2019 年 6 ⽉ 18 ⽇  
場 所  ホ テ ル メ ト ロ ポ リ タ ン エ ド モ ン ト  

講 演 者  
 

岡 本 剛 和   (総 務 省   総 合 通 信 基 盤 局   電 気 通 信 事 
業 部   消 費 者 ⾏ 政 第 ⼆ 課)  
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3.2.2 イ ン ター ネッ ト 基 盤 整 備 に 係 る 関 係 組 織、 機 関、 コ ミュ ニ ティ 等 と の 連 携   

9 イ ベ ン ト へ の 後 援 ま た は 協 賛 を ⾏ い ま し た。 ネッ ト ワー ク 技 術 者 向 け の イ ベ ン ト は も ち ろ ん、 セ 
キュ リ ティ 技 術 者 や ソ フ ト ウェ ア 開 発 技 術 者 向 け の 会 合 に も 積 極 的 に 協 ⼒ す る こ と で、 来 場 者 に イ ン 
ター ネッ ト 仕 組 み、 IP ア ド レ ス 管 理、 IPv6 対 応 等 を 知っ て い た だ く 機 会 と し ま し た。 ま た ⼀ 部 イ ベ ン 
ト に 関 し て は、 出 講、 ブー ス 出 展、 会 報 誌 の 設 置 等 を ⾏ う こ と で、 JPNIC の 事 業 や 活 動 を 知っ て い た 
だ く 機 会 と し て も 活 ⽤ し ま し た。 後 援 ま た は 協 賛 し た イ ベ ン ト は 以 下 の 通 り で す。  

MeWCA シ ン ポ ジ ウ ム 2019  

2019 年 5 ⽉ 15 ⽇  ⽂ 京 シ ビッ ク ホー ル (東 京)  主 催 ： 特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈   
医 療 福 祉 ク ラ ウ ド 協 会 (MeWCA)  

告 知 協 ⼒ を ⾏ い ま し た。  

Interop   Tokyo   2019  

2019 年 6 ⽉ 12 ⽇ 〜 14 ⽇  幕 張 メッ セ (千 葉)  主 催 ： Interop   Tokyo   実 ⾏ 委 員 会  

告 知 協 ⼒ を ⾏ い ま し た。 ま た、 会 期 中 は 会 場 内 に 会 報 誌 を 設 置 い た だ き ま し た。  

JANOG   44  

2019 年 7 ⽉ 24 ⽇ 〜 26 ⽇  神 ⼾ 国 際 展 ⽰ 場 (兵 庫)  主 催 ： ⽇ 本 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター   
    ズ・ グ ルー プ (JANOG)  

ブー ス 出 展 を ⾏ い、 IP ア ド レ ス 個 別 相 談 会、 JPNIC 主 催 イ ベ ン ト・ セ ミ ナー の お 知 ら せ、 RPKI ・ 
MANRS な ど の 技 術 情 報 の 紹 介 な ど を ⾏ い ま し た。  

オー プ ン ソー ス カ ン ファ レ ン ス 2019  

2019 年 9 ⽉ 15 ⽇  
サ テ ラ イ ト キャ ン パ ス  
ひ ろ し ま (広 島)  主 催 ： オー プ ン ソー ス カ ン ファ レ ン ス  

      実 ⾏ 委 員 会  2019 年 9 ⽉ 28 ⽇  松 江 テ ル サ (島 根)  

2019 年 10 ⽉ 19 ⽇  四 国 ⼤ 学 交 流 プ ラ ザ (徳 島)  

ブー ス 出 展 を ⾏ い、 IPv6 イ ン ター ネッ ト に つ い て 紹 介 し ま し た。 島 根 会 場 と 徳 島 会 場 で は、 JPNIC 職 
員 が そ れ ぞ れ 「い ま さ ら 聞 け な い IPv6 の 最 新 動 向   2019 」、 「 IPv6 っ て 知っ て ま す か？ い ま さ ら 聞 け 
な い IPv6 最 新 動 向....!」 と 題 し て 講 演 を ⾏ い ま し た。  

Security   Week   (Security   Days   Fall   2019/   Email   Security   Conference   2019)  

2019 年 9 ⽉ 26 ⽇  JP タ ワー 名 古 屋 ホー ル  
＆ カ ン ファ レ ン ス (愛 知)  

主 催 ： 株 式 会 社 ナ ノ オ プ ト・ メ ディ ア  2019 年 10 ⽉ 4 ⽇  ナ レッ ジ キャ ピ タ ル カ ン ファ 
レ ン ス ルー ム (⼤ 阪)  

2019 年 10 ⽉ 9 ⽇ 〜 11 ⽇  JP タ ワー ＆ ホー ル カ ン ファ レ 
ン ス (KITTE)   (東 京)  

告 知 協 ⼒ を ⾏ い ま し た。 ま た、 会 期 中 は 会 場 内 に 会 報 誌 を 設 置 い た だ き ま し た。 す べ て の 会 場 で 
JPNIC 職 員 が 「イ ン ター ネッ ト を 維 持 す る た め の 試 み と 脅 威 の 現 状、 IP ア ド レ ス や ド メ イ ン 名 の セ 
キュ リ ティ 事 情」 と 題 し て 講 演 を ⾏ い ま し た。  

第 19 回 迷 惑 メー ル カ ン ファ レ ン ス  

2019 年 11 ⽉ 14 ⽇ 〜 15 ⽇  ベ ル サー ル 飯 ⽥ 橋 ファー ス ト  
(東 京)  主 催 ： ⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 会  

告 知 協 ⼒ を ⾏ い ま し た。 ま た、 会 期 中 は 会 場 内 に Internet   Week   2019 の パ ン フ レッ ト を 設 置 い た だ き 
ま し た。  
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Security   Day   2019  
2019 年 12 ⽉ 20   ⽇  KKR ホ テ ル 熱 海   (静 岡)  主 催 ： Security   Day   運 営 委 員 会  
JPNIC 職 員 が SecurityDay 実 ⾏ 委 員 会 の 委 員 と し て 活 動 し ま し た。  

JANOG   45  

2020 年 1 ⽉ 22 ⽇ 〜 24 ⽇  札 幌 プ リ ン ス ホ テ ル  
(北 海 道)  

主 催 ： ⽇ 本 ネッ ト ワー ク・ オ ペ レー ター  
      ズ・ グ ルー プ (JANOG)  

ブー ス 出 展 を ⾏ い、 IP ア ド レ ス 個 別 相 談 会、 JPNIC 主 催 セ ミ ナー の お 知 ら せ、 RPKI ・ MANRS な ど の 技 
術 情 報 の 紹 介 な ど を ⾏ い ま し た。  

Security   Days   2020  

2020 年 1 ⽉ 31 ⽇  ナ レッ ジ キャ ピ タ ル カ ン ファ 
レ ン ス ルー ム (⼤ 阪)  

主 催 ： 株 式 会 社 ナ ノ オ プ ト・ メ ディ ア  2020 年 2 ⽉ 5 ⽇ 〜 7 ⽇  JP タ ワー ＆ ホー ル カ ン ファ レ 
ン ス (KITTE)   (東 京)  

2020 年 2 ⽉ 20 ⽇  JP タ ワー 名 古 屋 ホー ル  
  ＆ カ ン ファ レ ン ス (愛 知)  

告 知 協 ⼒ を ⾏ い ま し た。 ま た、 会 期 中 は 会 場 内 に 会 報 誌 を 設 置 い た だ き ま し た。  

  ま た、 コ ミュ ニ ティ の イ ベ ン ト に 参 加 し、 JPNIC が 主 催 す る イ ベ ン ト の 紹 介 な ど を ⾏ い ま し た。  

開 催 ⽇  イ ベ ン ト  開 催 地  JPNIC の 発 表 内 容  

2019 年 4 ⽉ 26 ⽇  JANOG43.5  東 京  Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台  
の ご 案 内  

2019 年 6 ⽉ 28 ⽇  ENOG57  新 潟  JPNIG   update  
2019 年 10 ⽉ 17 ⽇  JANOG44.5  東 京 (⼤ 阪)  新 陳 代 謝っ て な に？ InternetWeek2019 の お 知 ら せ  

3.2.2.1 第 64 回 ICANN 神 ⼾ 会 議   (ICANN64) に 関 す る 取 り 組 み  
2019 年 3 ⽉ に 兵 庫 県 神 ⼾ 市 で 開 催 さ れ た ICANN64 に つ い て、 ロー カ ル ホ ス ト 委 員 会 の 清 算 及 び 解 

散 を 2019 年 度 に ⾏ い ま し た。 2020 年 6 ⽉ に 解 散 会 合 を 開 催 し、 収 ⽀ 決 算 案 お よ び 剰 余 ⾦ 処 分 案 の 承 
認 を 受 け ま し た。 剰 余 ⾦ 処 分 に 関 し て は、 JPNIC が 実 施 す る ICANN 会 議 へ の フェ ロー シッ プ プ ロ グ ラ 
ム の 費 ⽤ に 充 当 す る こ と に な り ま し た。  

ICANN64   (コ ミュ ニ ティ フォー ラ ム)   
主 催  Internet   Corporation   for   Assigned   Names   and   Numbers   (ICANN)  
会 期  2019 年 3 ⽉ 9 ⽇ 〜 14 ⽇  
会 場  神 ⼾ ポー ト ピ ア ホ テ ル   及 び   神 ⼾ 国 際 会 議 場  

ロー カ ル  
ホ ス ト  

ICANN64 ロー カ ル ホ ス ト 委 員 会  
委 員 ⻑ ： 村 井   純   (慶 應 義 塾 ⼤ 学   教 授)  
委 員 ： GMO イ ン ター ネッ ト 株 式 会 社、 株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス、  
株 式 会 社 イ ン ター ネッ ト イ ニ シ ア ティ ブ、 ⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 会、  
イ ン ター ネッ ト マ ル チ フィー ド 株 式 会 社、 株 式 会 社 イ ン ター リ ン ク、 株 式 会 社 NTT ド コ モ、 
⼀ 般 社 団 法 ⼈ テ レ コ ム サー ビ ス 協 会、 ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ン フォ メー ショ ン セ 
ン ター、 ビ ジ ネ ス ラ リ アー ト 株 式 会 社、 京 都 情 報 ⼤ 学 院 ⼤ 学 サ イ バー 京 都 研 究 所、  
コ ム ラ ウ デ 株 式 会 社、 有 限 会 社 Taka エ ン タ プ ラ イ ズ、 WIDE プ ロ ジェ ク ト、  
エ ヌ・ ティ・ ティ・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社、 KDDI 株 式 会 社、  
⻄ ⽇ 本 電 信 電 話 株 式 会 社  
オ ブ ザー バー ： ⼀ 般 財 団 法 ⼈ 神 ⼾ 観 光 局   総 務 省  

参 加 者 数  総 参 加 者 数   1,760 名   内   ⽇ 本 か ら の 参 加 者 370 名     (概 数)   
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3.2.3 地 域 へ の イ ン ター ネッ ト 利 活 ⽤ ⽀ 援  

3.2.1.2 に 記 載 の 「 Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台」 や 3.2.5 に 後 述 す る 地 域 で の IPv6 セ ミ 
ナー の 開 催 な ど を 通 じ た ⽀ 援 を ⾏ い ま し た。  

特 に 「 Internet   Week   ショー ケー ス   in   仙 台」 で は、 共 催 の 東 北 学 術 研 究 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ 
ティ (TOPIC) 、 東 北 ⼤ 学 に 協 ⼒ い た だ き、 多 く の 地 元 技 術 者 や イ ン ター ネッ ト に 興 味 の あ る ⼀ 般 の ⽅ 
に ご 参 加 い た だ き、 各 種 情 報 提 供 を ⾏ い ま し た。 ま た 東 北 地 域 に 限 ら ず、 全 国 へ の 基 盤 技 術 の 情 報 発 
信 や 普 及 啓 発 を ⽬ 的 に、 ラ イ ブ 中 継 も 実 施 し ま し た。  

3.2.4 若 ⼿ 技 術 者・ 研 究 者 に 対 す る 国 際 会 議 参 加 ⽀ 援   

IGF   2019 、 APRICOT   2020 、 ICANN   67 の 三 つ の 国 際 会 議 に つ い て、 参 加 を 希 望 す る 学 ⽣・ 若 ⼿ 社 
会 ⼈ へ の 各 種 ⽀ 援 活 動 を ⾏ い ま し た。 世 界 か ら 参 加 者 が 集 ま る 国 際 会 議 を 体 感 し、 世 界 で 活 躍 す る 会 
議 参 加 者 と 交 流・ 意 ⾒ 交 換 で き た こ と は、 選 出 者 た ち に とっ て ⼤ き な 刺 激 に なっ た こ と が 参 加 報 告 会 
あ る い は 参 加 報 告 書 か ら ⾒ 受 け ら れ ま し た。 プ ロ グ ラ ム の 実 施 に あ たっ て は、 国 際 ⼈ 材 育 成 専 ⾨ 家 
チー ム の メ ン バー 及 び JPNIC 職 員 が 事 前 事 後 及 び 会 期 中 の ⽀ 援 を ⾏ い ま し た。  

  な お、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ に 伴 い ICANN   67 の 現 地 会 合 が 取 り や め と なっ た 影 響 で、 
ICANN   67 参 加 ⽀ 援 プ ロ グ ラ ム は 中 ⽌、 選 出 者 3 名 は 次 回 以 降 現 地 会 合 が 開 催 さ れ る ICANN 会 議 ま で 
派 遣 延 期 と なっ て い ま す。  

2019 年 度   国 際 会 議   参 加 ⽀ 援 プ ロ グ ラ ム  

対 象 会 議  
お よ び  
選 出 者  

IGF   2019  
 

⽇ 時 ： 2019 年 11 ⽉ 25 ⽇ 〜 29 ⽇    
開 催 地 ： ド イ ツ・ ベ ル リ ン  
選 出 者 ： 新 垣   杏 ⾥ (株 式 会 社 ド ヴァ)  

上 ⽥   格 (⽇ 本 電 気 株 式 会 社)、  
⽮ ⽥   ⼀ 樹 (株 式 会 社 KDDI ウェ ブ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ)  

APRICOT   2020  

⽇ 時 ： 2020 年 2 ⽉ 12 ⽇ 〜 21 ⽇    
※ 本 プ ロ グ ラ ム 選 出 者 の 参 加 は 2 ⽉ 17 ⽇ 〜 21 ⽇  
開 催 地 ： オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン  
選 出 者 ： 梶 原   沙 恵 (株 式 会 社 QTnet)  
             後 藤 浩 ⾏ (株 式 会 社 グ リー)  

ICANN   67  

⽇ 時 ： 2020 年 3 ⽉ 7 ⽇ 〜 12 ⽇    
開 催 地 ： メ キ シ コ・ カ ン ク ン    
        → 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 の た め 完 全 リ モー ト 開 催 に  
選 出 者 ： ⼤ ⾕   亘 (慶 應 義 塾 ⼤ 学)  
             佐々 ⽊   帆 南 (慶 應 義 塾 ⼤ 学)  
        ⽵ 村   太 ⼀ (⾦ 沢 ⼯ 業 ⼤ 学)  
        → 現 地 会 合 中 ⽌ の た め 派 遣 延 期  

選 考 ⽅ 法  応 募 書 類 (履 歴 書、 応 募 動 機、 ⼩ 論 ⽂) を 基 に し た 書 類 選 考  

⽀ 援 内 容  
・ 対 象 の 国 際 会 議 参 加 に 必 要 な 旅 費 を 補 助  
・ 渡 航 前 〜 会 期 中 〜 帰 国 後 に お い て、 対 象 の 国 際 会 議 参 加 に あ たっ て の  
  参 考 情 報 や 助 ⾔ の 提 供  
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2019 年 度  
国 際 ⼈ 材  

育 成  
専 ⾨ 家  
チー ム  

[メ ン バー]   
  北 村   泰 ⼀   (APAN-JP)  
  ⾼ 下   誠 治   (有 限 会 社 Taka エ ン タ プ ラ イ ズ)  
  ⾼ 松   百 合   (株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス)   ※IGF   2019 、 ICANN67 参 加 ⽀ 援 の み  
  ⾕ 崎   ⽂ 義 (⻄ ⽇ 本 電 信 電 話 株 式 会 社)  
  細 ⾕   僚 ⼀ (イ ン ター ネッ ト マ ル チ フィー ド 株 式 会 社)   ※APRICOT   2020 参 加 ⽀ 援 の み  
[担 当 理 事]  
  ⽯ ⽥   慶 樹   (JPNIC 常 務 理 事)  

協 賛  

IGF   2019  イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス・ タ ス ク フォー ス (IGTF-J)    
（解 散 時 正 会 員 団 体 で あっ た、 IAjapan 、 JAIPA 、 JPRS お よ び JPNIC ）  

APRICOT   2020  イ ン ター ネッ ト マ ル チ フィー ド 株 式 会 社  
⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ネ イ ブ ラー 株 式 会 社  

ICANN   67  ICANN   64 ロー カ ル ホ ス ト 委 員 会  

募 集 要 項  
お よ び  

参 加 報 告 書  

IGF   2019  https://www.nic.ad.jp/ja/intl/fellowship-program/igf-2019.html  

APRICOT   2020  https://www.nic.ad.jp/ja/intl/fellowship-program/apricot-2020.html  

ICANN   67  https://www.nic.ad.jp/ja/intl/fellowship-program/icann67.html  
※ 渡 航 延 期 の た め 募 集 要 項 の み  

 
    IGF   2019 事 前 会 合                 APRICOT   2020 事 前 情 報 交 換 会          APRICOT   2020 参 加 報 告 会 は  
                                                                                完 全 オ ン ラ イ ン 開 催      
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3.2.5 IPv6 普 及 に 向 け た 啓 発   

IPv6 社 会 実 装 推 進 タ ス ク フォー ス   教 育・ テ ス ト ベッ ド WG と 連 携 し た JPNIC の IPv6 普 及 啓 発 活 動 
と し て、 JPNIC 内 部 に 「 IPv6 教 育 専 ⾨ 家 チー ム」 を 作 り、 IPv6 普 及 に 向 け た ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー や 座 
学 セ ミ ナー を 開 催 し ま し た。 受 講 者 数 分 の 仮 想 マ シ ン を 起 動 で き る 性 能 を 備 え た サー バ を ⽤ 意 し、 
JPNIC 技 術 セ ミ ナー や 全 国 各 地 で ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー、 オー プ ン ソー ス カ ン ファ レ ン ス へ の ブー ス 展 
⽰ を 実 施 し ま し た。  

IPv6 教 育 専 ⾨ 家 チー ム メ ン バー  

國 武   功 ⼀    (株 式 会 社 ブ ロー ド バ ン ド タ ワー)   北 内   薫   (ジュ ニ パー ネッ ト ワー ク ス 株 式 会 社)   

⾼ 津   智 明    (三 井 情 報 株 式 会 社)   廣 海   緑 ⾥   (株 式 会 社 イ ン テッ ク)  

清 ⽔   ⼀ 貴    (ジュ ニ パー ネッ ト ワー ク ス 株 式 会 社)   鵜 野   直 樹   (株 式 会 社   帯 広 シ ティー ケー ブ ル）  

  仲 ⻄   亮 ⼦   (三 井 情 報 株 式 会 社)   ⼭ 下   博 之   (⼀ 般 社 団 法 ⼈   ⽇ 本 ケー ブ ル ラ ボ)  

  ⻄ 塚   要    (NTT コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社)   中 村   真 之 助   (株 式 会 社 NTT ド コ モ)  

服 部   亜 紀 ⼦    (シ ス コ シ ス テ ム ズ 合 同 会 社)   ⾺ 淵   俊 弥    (株 式 会 社 ミ ク シィ)   

渡 邊   貴 之    (ジュ ニ パー ネッ ト ワー ク ス 株 式 会 社)    許   先 明    (株 式 会 社 IoT ス ク エ ア)   

  沖 縄 県 那 覇 市、 秋 ⽥ 県 秋 ⽥ 市 で IPv6 対 応 セ ミ ナー を 開 催 し ま し た。 IPv6 の 基 礎 知 識 を 解 説 す る 座 
学 と ネッ ト ワー ク と サー バ 構 築 を 体 験 す る ハ ン ズ オ ン を 2 ⽇ 間 に わ た り 開 催 し、 開 催 地 の エ ン ジ ニ ア 
を 中 ⼼ に ご 参 加 い た だ き ま し た。  

こ の 他 に も、 三 重 県 津 市 で 「 IPv6   Summit   in   TSU   &   IPv6   ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー」 を 開 催 し ま し た。 
こ れ は JPNIC が IPv6 対 応 の た め の 技 術 者 向 け ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー と、 ⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 
会   (IAjapan)   IPv6 ディ プ ロ イ メ ン ト 委 員 会 の IPv6 地 域 Summit を 協 同 開 催 し た も の で す。 1 ⽇ ⽬ は 
IPv6 の 基 礎 的 な 技 術 解 説 を ⾏ う 座 学 セ ミ ナー と IPv6 の 現 状 と 今 後 の 発 展 や 影 響 を 考 え て い く 場 と し 
て の IPv6   Summit を、 2 ⽇ ⽬ に は 主 に 技 術 者 の ⽅ を 対 象 と し て ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー を 開 き、 IPv6 移 ⾏ 
の 必 要 性 や 知 識、 IPv6 環 境 の 構 築 ⽅ 法 を 体 験 し て い た だ き ま し た。  

⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ケー ブ ル ラ ボ   (JLabs)   と 共 同 で 「 CATV 事 業 者 向 け IPv6 ハ ン ズ オ ン 〜 ARRIS  
CMTS 編 〜」 を 開 催 し ま し た。 CATV 事 業 者 に 向 け て、 IPv6 に 関 す る 基 本 的 な 技 術 知 識 を お 伝 え し、 
CMTS と ケー ブ ル モ デ ム の 実 機 を 利 ⽤ し た 演 習 を 実 施 し ま し た。 IPv6 ディ プ ロ イ メ ン ト 委 員 会 と IPv6 
普 及・ ⾼ 度 化 推 進 協 議 会 の 主 催 す る IPv6   Summit   in   TOKYO   2019 に お い て も 講 演 を ⾏ い ま し た。  

開 発 者 等 へ の 普 及 啓 発 を ⽬ 的 に、 広 島、 島 根、 徳 島 で 開 催 さ れ た オー プ ン ソー ス カ ン ファ レ ン ス で 
は ブー ス 出 展 や 講 演 を ⾏ い、 IPv6 に 関 す る 最 新 動 向 に つ い て 紹 介 し ま し た。  
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IPv6 対 応 セ ミ ナー (那 覇)  

開 催 ⽇  2019 年 9 ⽉ 5 ⽇ 〜 6 ⽇    

 
1 ⽇ ⽬ の 座 学 セ ミ ナー の 様 ⼦  

協   ⼒  沖 縄 通 信 ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  

参 加 数  1 ⽇ ⽬   IPv6 座 学 セ ミ ナー (最 新 動 向、 ⼊ ⾨ IPv6) ： 26 名  
2 ⽇ ⽬   IPv6 構 築 体 験 セ ミ ナー ： 16 名  

IPv6   Summit   in   TSU   2020   &   IPv6 ハ ン ズ オ ン セ ミ ナー   (津)  

開 催 ⽇  2020 年 2 ⽉ 6 ⽇ 〜 7 ⽇    

 
1 ⽇ ⽬ の IPv6   Summit の 様 ⼦  

共   催  ⼀ 般 財 団 法 ⼈ イ ン ター ネッ ト 協 会  

協   ⼒  IPv6 普 及・ ⾼ 度 化 推 進 協 議 会  
株 式 会 社 ZTV  

後   援  総 務 省   東 海 総 合 通 信 局  
経 済 産 業 省 中 部 経 済 産 業 局  

参 加 数  
1 ⽇ ⽬   IPv6Summit   in   TSU   2020,  

           座 学 セ ミ ナー              ： 47 名  
2 ⽇ ⽬   IPv6 構 築 体 験 セ ミ ナー ： 18 名  

IPv6 対 応 セ ミ ナー (秋 ⽥)  

開 催 ⽇  2020 年 2 ⽉ 20 ⽇ 〜 21 ⽇    

協   ⼒  株 式 会 社 秋 ⽥ ケー ブ ル テ レ ビ  

参 加 数  

1 ⽇ ⽬   IPv6 座 学 セ ミ ナー (最 新 動 向、 ⼊ ⾨ IPv6):18 名  
2 ⽇ ⽬   IPv6 構 築 体 験 セ ミ ナー ： 12 名  

CATV 事 業 者 向 け IPv6 ハ ン ズ オ ン   〜 ARRIS   CMTS 編 〜  

開 催 ⽇  2019 年 5 ⽉ 17 ⽇、 10 ⽉ 11 ⽇  

 
CATV ハ ン ズ オ ン の 様 ⼦  

協   ⼒  ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ケー ブ ル ラ ボ  

参 加 数  

  (午 前)   座 学 「ケー ブ ル 業 界 動 向」   「⼊ ⾨ IPv6 」  
  (午 後)   IPv6 ハ ン ズ オ ン   ARRIS   CMTS 編  

： 8 名 (5 ⽉ 17 ⽇)、 6 名 (10 ⽉ 11 ⽇）  

 
⽇ 時  イ ベ ン ト  開 催 地  発 表 内 容  

2019 年 9 ⽉ 15 ⽇  OSC   2019   Hiroshima  広 島  IPv6 っ て 知っ て ま す か？ い ま さ ら 聞 け な い 
IPv6 最 新 動 向....!  

2019 年 9 ⽉ 28 ⽇  OSC   2019   Shimane  島 根  い ま さ ら 聞 け な い IPv6 の 最 新 動 向   2019  

2019 年 10 ⽉ 19 ⽇  OSC   2019   Tokushima  徳 島  IPv6 っ て 知っ て ま す か？ い ま さ ら 聞 け な い 
IPv6 最 新 動 向....!  
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3.3 調 査 研 究 業 務  
  今 年 度、 総 務 省 よ り 「イ ン ド 太 平 洋 地 域 に お け る イ ン ター ネッ ト 資 源 管 理 と 運 営 に 関 わ る 動 向 と 各 
種 課 題 に 関 す る 調 査 研 究」 を 受 託 し ま し た。 報 告 書 は ⼤ き く 4 章 に 分 か れ て お り、 具 体 的 な ⽬ 次 は 以 
下 の 通 り で す。 実 際 に 調 べ た 内 容 は、 本 事 業 報 告 の 「 3.3.1   レ ジ ス ト リ デー タ ベー ス を 活 ⽤ し た ルー 
ティ ン グ 技 術 に 関 す る 調 査 研 究」 「 3.3.5   国 内 外 の イ ン ター ネッ ト 政 策 に 関 す る 調 査 研 究」 「 3.3.6  
各 国 ccTLD 及 び gTLD に 関 す る 調 査 研 究」 「 3.3.7   ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 の 事 例 等 に 関 す る 調 査 研 究 に 
記 載 し て い ま す。  
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3.3.1 レ ジ ス ト リ デー タ ベー ス を 活 ⽤ し た ルー ティ ン グ 技 術 に 関 す る 調 査 研 究  

経 路 情 報 を 脅 か す 事 例 の 調 査 研 究 と 情 報 収 集 を ⾏ い ま し た。 テー マ と し て は 前 年 度 か ら 継 続 し て レ 
ジ ス ト リ デー タ ベー ス を 使っ た ルー ティ ン グ セ キュ リ ティ 技 術 に 位 置 づ け ら れ る JPIRR と 経 路 情 報 
デー タ を 活 ⽤ し た 調 査 研 究 の 外 部 発 表 を ⾏ い ま し た。  

情 報 処 理 学 会   コ ン ピュー タ セ キュ リ ティ シ ン ポ ジ ウ ム (CSS2019)  
⽇ 時  2019 年 10 ⽉ 21 ⽇ 〜 24 ⽇  
場 所   ハ ウ ス テ ン ボ ス   (⻑ 崎 県 佐 世 保 ハ ウ ス テ ン ボ ス 町)   

概 要  
職 員 が 悪 性 サ イ ト 検 知 に 関 連 す る 発 表 の 座 ⻑ を つ と め た ほ か、 東 邦 ⼤ 学 ⾦ 岡   晃 研 究 室 と 協 ⼒ し て 
⾏っ た 研 究 「 BGP に お け る 広 告 元 特 徴 を 取 り ⼊ れ た 分 析 に よ る 不 適 切 経 路 広 告 の 検 出」 の 論 ⽂ 発 
表 を ⾏ い ま し た。  

Internet   Routing   Security ワー ク ショッ プ (IRS31)  
⽇ 時  2019 年 10 ⽉ 17 ⽇  

場 所   株 式 会 社 ミ ク シィ   本 社   (東 京 都 渋 ⾕ 区 / 東 京 会 議 会 場)   
さ く ら イ ン ター ネッ ト 株 式 会 社   ⼤ 阪 本 社 (⼤ 阪 府 ⼤ 阪 市 / ⼤ 阪 パ ブ リッ ク ビュー イ ン グ 会 場)   

概 要  JANOG44.5 と 共 同 開 催 さ れ た IRS31 に て、 IRR/ROA と AS0 を テー マ に 発 表 を ⾏ い ま し た。  

2020 年 2 ⽉ に オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン で 開 催 さ れ た APRICOT2020/APNIC49 で は、 RPKI に 関 
す る 複 数 の ワー ク ショッ プ を 開 催 し ま し た。 こ れ は 2019 年 度 の 途 中 に 受 託 し た 総 務 省 の 調 査 研 究 業 
務 の ⼀ 環 で も あ り ま す。  

RPKI に 関 わ る ⽴ 場 は ⼤ き く ⼆ つ に 分 け ら れ ま す。 ⼀ つ は リ ソー ス 証 明 書 や ROA （ Route   Origin  
Authorization ） を 使っ て BGP 経 路 の 検 証 を ⾏ う ⽴ 場 で、 も う ⼀ つ は RPKI の CA( 認 証 局) を 運 ⽤ し 
RPKI を 提 供 す る ⽴ 場 で す。 BGP 経 路 の 検 証 を ⾏ う ⽴ 場 に 関 し て は 「 RPKI ディ プ ロ イ ア ソ ン」 と 「 
RPKI デ プ ロ イ メ ン ト」 を、 フィ リッ プ・ ス ミ ス (Philip   Smith) ⽒ (NSRC) 他 6 名 の ファ シ リ テー ター と 
共 に 開 催 し ま し た。 開 催 に あ たっ て は 様々 な ⽅ の 協 ⼒ を 仰 い で い ま す。  

● APIX と も 協 ⼒ し、 APIX の コ ミュ ニ ティ の ⽅々 に 告 知 す る と 共 に 参 加 を 募 り ま し た。  

● RPKI の 普 及 に 影 響 ⼒ の あ る 参 加 者 を 募 る た め、 APNIC   Foundation と す べ て の NIR に 連 絡 し、 
APRICOT へ の 参 加 が 難 し い ⽅ へ の 旅 費 の 補 助 や、 各 国 各 地 域 に お い て RPKI の 普 及 に 影 響 ⼒ の あ る 
⽅ を ご 紹 介 い た だ く と いっ た 活 動 を ⾏ い ま し た。  

● 「 RPKI コ ミュ ニ ティ・ ス ポ ン サー」 と し て APIX と 共 同 で ス ポ ン サー を ⾏ い ま し た。  
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RPKI ディ プ ロ イ ア ソ ン  

⽇ 時  2020 年 2 ⽉ 17 ⽇ (⽉)   9:30 〜 18:00  
場 所   オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン   (APRICOT2020 会 場)  
参 加 者  49 名  

概 要  

NSRC   (Network   Startup   Resource   Center) の フィ リッ プ・ ス ミ ス (Philip   Smith) ⽒ を は じ め 
と し た 講 師 に よ る、 5 ⽇ 間 の ルー ティ ン グ セ キュ リ ティ・ ワー ク ショッ プ に 続 く プ ロ グ ラ ム 
で、 APNIC の タ シ・ プ ン ツォ (Tashi  
Phuntsho) ⽒ ら の 企 画 チー ム に ⼊ り、 プ ロ 
グ ラ ム の 内 容 を 決 め て い く プ ロ セ ス に 関 わ 
り ま し た。 RPKI ディ プ ロ イ ア ソ ン の 内 容 
は 以 下 の 通 り で す。  
● ルー ティ ン グ・ セ キュ リ ティ 座 学  
● ROA の 作 成 (APNIC の ト レー ニ ン グ 環 境 

使 ⽤)  
● ROA キャッ シュ の 構 築  
● BGP ルー タ の 設 定  
● 相 互 接 続、 相 反 す る ROA の 検 証 結 果、 

検 証 状 態 を 伝 え る、 RTBH    (Remotely  
Triggered   Black   Hole)  

● ROA キャッ シュ の 導 ⼊ モ デ ル / 冗 ⻑ 性  
● グ ルー プ・ ディ ス カッ ショ ン  

RPKI ディ プ ロ イ ア ソ ン の 様 ⼦  
RPKI ディ プ ロ メ ン ト 1 お よ び 2  

⽇ 時  2020 年 2 ⽉ 18 ⽇ (⽕)   9:30-13:00  
場 所   オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン   (APRICOT2020 会 場)  
参 加 者  90 名 程 度  

概 要  

RPKI ディ プ ロ イ ア ソ ン の 各 チー ム で の 振 り 返 り と、 普 及 に 関 す る 講 演 が ⾏ わ れ る セッ ショ ン 
で す。 振 り 返 り の 時 間 に は 「 RPKI ディ プ ロ ア ソ ン」 で チー ム の 担 当 に なっ た ⽅ が、 設 定 で 
引っ か かっ た と こ ろ や ソ フ ト ウェ ア の 中 で 使 い や す かっ た の は 何 か、 と いっ た 発 表 を し て い ま 
し た。 セッ ショ ン の 内 容 の 内 容 は 以 下 の 通 り で す。  
● ア フ リ カ に お け る 導 ⼊ /SEACOM アッ プ デー ト、 マー ク・ ティ ン カ (Mark   Thinka) ⽒ 

(SEACOM 社)  
ルー タ の 動 作 に つ い て 専 ⾨ 的 に 指 摘。 ア フ リ カ ⼤ ⼿ 3 社 は 導 ⼊ 済 み。  

● バ ン グ ラ ディッ シュ に お け る 導 ⼊ 事 例、 ア ブ ダ ル・ ア ワ ル (Md   Abdul   Awal) ⽒ (Mozilla 、 
Fellowship)  
本 来 と 異 な る ISP に よ る、 経 路 広 告 の イ 
ン シ デ ン ト を 具 体 的 に 紹 介。  

● JPNIC   roamon プ ロ ジェ ク ト、 ⽊ 村 泰 司 
(JPNIC)  
ROA の 状 態 を モ ニ タ リ ン グ し BGP 経 路 
と 異 な る と き に ア ラー ト す る ツー ル を 
紹 介。  

● 無 効 な ROA に つ い て、 タ シ・ プ ン ツォ 
⽒ (APNIC)  
ROA 数 の 増 加 に 伴 なっ て 無 効 な ROA も 
増 加。  

● IRR の 修 正 で き な い 登 録 に つ い て、 ジョ 
ン・ ア レ キ サ ン ダー (John   Alexander) 
⽒ (Aussie   Broadband 社)  

RPKI ディ プ ロ イ メ ン ト の 様 ⼦  
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RPKI を 提 供 す る ⽴ 場 に つ い て は 「 NIR テ ク ニ カ ル・ ワー ク ショッ プ」 と 「テ ク ニ カ ル・ ディ ス 

カッ ショ ン」 と い う ⼆ つ の 時 間 を 設 け ま し た。 前 者 は APNIC カ ン ファ レ ン ス で 毎 回 ⾏ わ れ て い る NIR 
ワー ク ショッ プ の 技 術 に 特 化 し た 時 間 で す。 過 去 に NIR ワー ク ショッ プ は 「 NIR ホ ス ト マ ス ター・ 
ワー ク ショッ プ」 と 「 NIR テ ク ニ カ ル・ ワー ク ショッ プ」 に 分 か れ て い ま し た が、 近 年 は ⼀ つ に ま と 
め ら れ て い ま し た。 こ れ を 再 度、 技 術 的 な 話 題 を 扱 う セッ ショ ン と し て 分 け る 形 と な り ま し た。  

NIR テ ク ニ カ ル・ ワー ク ショッ プ  
⽇ 時  2020 年 2 ⽉ 18 ⽇ (⽕)   16:30-18:30  
場 所   オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン (APNIC49 会 場)  
参 加 者  23 名 （全 て の NIR よ り）  

概 要  

各 国 の RPKI の 状 況 を 情 報 共 有 す る と 共 に、 普 及 に 向 け た 課 題 を 議 論 し ま し た 。  

 
NIR ワー ク ショッ プ の 後 に ⾏ わ れ た 「 NIR テ ク ニ カ ル・ ワー ク ショッ プ」 の 参 加 者  

 
NIR テ ク ニ カ ル・ ディ ス カッ ショ ン  

⽇ 時  2020 年 2 ⽉ 19 ⽇ (⽔)   15:30-17:00  
場 所   オー ス ト ラ リ ア・ メ ル ボ ル ン (APNIC49 会 場)  
参 加 者  15 名 （全 て の NIR よ り）  

概 要  RPKI の 運 ⽤ と 普 及 に 関 す る 技 術 課 題 に つ い て 情 報 共 有 す る と 共 に、 JPNIC で 開 発 し た ROA を 正 
常 に 保 つ た め の ツー ル 「 roamon 」 を 紹 介 し ま し た。  

APRICOT2020/APNIC49 に お け る RPKI に 関 す る ス ポ ン サー 参 加 と 活 動 に つ い て は、 ク ロー ジ ン 

グ・ プ レ ナ リー (全 体 会 議) で APNIC 事 務 局 ⻑ ら に 賞 賛 の 旨 が 表 さ れ ま し た。  

 
APRICOT2020/APNIC49 の ク ロー ジ ン グ・ プ レ ナ リー に お け る APNIC 事 務 局 ⻑ か ら の 発 ⾔ (左)  

「 RPKI コ ミュ ニ ティ・ ス ポ ン サー」 の お 礼 を 受 け 取 る JPNIC 職 員 (右)  

  

 
67  



 
 

3.3.2 DNS の 運 ⽤ に 関 す る 調 査 研 究   

例 年 に 引 き 続 き. jp   及 び ⼀ 部 の 逆 引 き ゾー ン の セ カ ン ダ リ サー バ で あ る b.dns.jp の 運 ⽤ を 通 じ て 
DNS の 安 定 運 ⽤ に 関 す る 技 術 動 向 の 調 査 や 関 連 技 術 の 調 査 研 究 を ⾏ い ま し た。 2018 年 10 ⽉ に 実 施 さ 
れ た ルー ト ゾー ン KSK ロー ル オー バー に つ い て、 完 了 後 の 状 況 に 関 す る 動 向 調 査 を ⾏ い、 DNS の 安 定 
運 ⽤ や DNSSEC で の 適 切 な 鍵 更 新 ⽅ 法 や 実 装 状 況 な ど に つ い て 情 報 提 供 な ど を ⾏ い ま し た。 2019 年 2 
⽉ 以 降 に リ リー ス さ れ る DNS サー バ ソ フ ト ウ エ ア の 挙 動 変 更 と な る DNS   flag   day に つ い て 引 き 続 き 
調 査 や 情 報 収 集 を ⾏ い、 2020 年 に も 予 定 さ れ て い る DNS   flag   day   2020 に つ い て も 調 査 な ど を ⾏ い 
ま し た。 ま た 昨 今 話 題 と なっ て い る DNS の プ ラ イ バ シー に 関 す る ト ピッ ク に つ い て も 調 査 研 究 を ⾏ 
い、 な か で も DNS   over   HTTPS(DoH) や DNS   over   TLS(DoT) に つ い て 情 報 収 集 や 情 報 提 供 な ど を 実 
施 し ま し た。  

3.3.3 レ ジ ス ト リ 運 ⽤ 技 術 に 関 す る 調 査 研 究   

昨 年 に 引 き 続 き、 APNIC や 他 NIR と の 情 報 交 換 を 通 じ て、 イ ン ター ネッ ト レ ジ ス ト リ 間 で 資 源 情 報 
を 連 携 す る 技 術 動 向 に つ い て 調 査 研 究 を ⾏ い ま し た。 ま た、 WHOIS に 代 わ る プ ロ ト コ ル と ⾔ わ れ る 
RDAP を JPNIC に て 実 装 す る 場 合 の 参 考 と し て、 他 の レ ジ ス ト リ の 開 発 ⽅ 式 に つ い て 情 報 収 集 を ⾏ い 
ま し た。  

3.3.4 イ ン ター ネッ ト 基 盤 と レ ジ ス ト リ デー タ を 応 ⽤ し た 調 査 研 究   

昨 年 に 引 き 続 き、 WHOIS を 活 ⽤ し た イ ン ター ネッ ト 上 の 脅 威 へ の 対 応 を 検 討 し、 外 部 の 組 織 と 情 
報 交 換 と 将 来 に 向 け た 提 供 の あ り ⽅ を 調 査 し ま し た。 こ の 調 査 結 果 を 参 考 に 今 後 の 開 発 計 画 を 検 討 し 
て い ま す。  

3.3.5 国 内 外 の イ ン ター ネッ ト 政 策 に 関 す る 調 査 研 究   

海 外 に お け る イ ン ター ネッ ト 政 策 に 関 し て、 ⽇ 常 的 な 情 報 収 集 活 動 や 関 連 団 体 へ の 運 営 関 与 を 通 じ 
た 情 報 収 集 な ど に 基 づ き 動 向 の 把 握、 調 査 研 究 を 進 め、 幅 広 い テー マ に お け る イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ 
ン ス に 関 す る グ ロー バ ル 動 向 を 取 り ま と め、 ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス 会 議  (IGCJ)  会 合 等 を 通   
じ て 国 内 へ の 共 有 を ⾏ い ま し た。 ま た、 イ ン ター ネッ ト 上 の 海 賊 版 対 策 と し て 各 省 庁 で ⾏ わ れ た 議 論 
の 内 容 を 収 集 し ま し た。  

国 連 主 催 の イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス フォー ラ ム (IGF) に 関 し て は、 進 ⾏ 中 の IGF に 関 す る ⾒ 直 
し、 お よ び IGF2019 の 特 徴 を 含 め た グ ロー バ ル IGF を 取 り 巻 く 動 向、 IGF2019 に お け る 資 源 管 理・ 技 
術 基 盤 に 関 す る 主 な 議 論 を 収 集 の 上、 国 内 へ の 共 有 を 実 施 し ま し た。 2018 年 度 に 引 き 続 き、 
National  Regional  IGF  (NRI)  活 動 の 活 性 化・ 重 点 強 化 の 動 向 を 把 握 し、 ⽇ 本 の NRI 「 Japan  IGF 」      
の 活 動 に 活 か す よ う 努 め ま し た。  

な お、 2019 年 度 は 総 務 省 か ら の 調 査 研 究 業 務 を 受 託 し た こ と か ら、 ICANN お よ び APNIC を は じ め 
と す る 国 際 的 な 資 源 管 理 を ⾏ う 団 体、 技 術 標 準 策 定 団 体 で あ る IETF 、 NANOG を は じ め と す る ネッ ト 
ワー ク 運 ⽤ 者 団 体、 IGF お よ び 地 域 IGF 、 国 別 トッ プ レ ベ ル ド メ イ ン レ ジ ス ト リ の 地 域 連 合 の 計 21 団 
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体 に 加 え、 イ ン ター ネッ ト に お い て 主 要 な 9 か 国 と 主 要 な 国 家 連 合 と し て の 欧 州 連 合 (EU) に 関 し て、 
イ ン ター ネッ ト 資 源 管 理 の 在 り ⽅ や イ ン ター ネッ ト 政 策 等 の 調 査 を ⾏ い ま し た。  

国 内 に お け る イ ン ター ネッ ト 政 策 に 関 し て は、 IGCJ27 会 合 及 び Internet  Week  2019 の プ ロ グ ラ   
ム 向 け に、 海 賊 版 サ イ ト 対 策 な ど に つ い て 調 査 の 上、 プ ロ グ ラ ム 編 成 に 活 か し ま し た。  

3.3.6 各 国 ccTLD 及 び gTLD に 関 す る 調 査 研 究   

ド メ イ ン 名 の 各 分 野 に 関 す る 動 向 調 査 や ポ リ シー に 関 す る 研 究、 登 録 数 な ど、 基 礎 的、 継 続 的 な 調 
査 研 究 を ⾏ い ま し た。  

主 な 調 査 研 究 テー マ は 次 の 通 り で す。 こ れ ら の 活 動 に よ り、 イ ン ター ネッ ト 資 源 管 理 体 制 に お け る 
動 向 を 把 握 し、 情 報 セ ン ター 機 能 の 充 実 に 役 ⽴ て て い ま す。  

各 国 ccTLD 及 び gTLD に 関 す る 調 査 研 究 と そ の 主 な 内 容  

ccTLD の 登 録 状 況  各 ccTLD の 登 録 数 状 況 調 査 及 び 公 開  
gTLD の 登 録 状 況  主 な gTLD の 登 録 数 状 況 調 査 及 び 公 開  

gTLD 、 ccTLD 、 ICANN の 動 向  
各 TLD 及 び ICANN に お け る、 組 織 及 び サー ビ ス な ど の 動 向  
2019 年 度 も 引 き 続 き、 WHOIS/ 登 録 デー タ ディ レ ク ト リ サー ビ ス  
(RDS) の ⾒ 直 し、 及 び 次 回 募 集 を ⾒ 据 え た 新 gTLD に 関 す る 議 論 の 動 向 
調 査 の ⽐ 重 が ⾼ かっ た。  

各 TLD に お け る 諮 問 機 関、 個 ⼈ 
情 報 保 護 規 定  

各 TLD に お け る ガ バ ナ ン ス メ カ ニ ズ ム、 プ ラ イ バ シー 保 護 に 関 す る 動 
向  

国 際 化 ド メ イ ン 名 (IDN) に 関 す 
る 動 向  

各 TLD に お け る 導 ⼊ 状 況 な ど の 調 査  
IDN   TLD に つ い て は、 ICANN 会 議 へ の 参 加 や、 関 連 Web サ イ ト 及 び 
メー リ ン グ リ ス ト を 通 じ た 情 報 収 集・ 分 析 の 実 施、 ルー ト ゾー ン に お 
け る ⽇ 本 語 ラ ベ ル ⽣ 成 ルー ル の 検 討  

ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 の 動 向  ICANN に お け る 権 利 保 護 メ カ ニ ズ ム   (RPM)   ポ リ シー 議 論 や 各 TLD に 
お け る 動 向 な ど に 関 す る 調 査  

gTLD 、 ccTLD の 管 理 体 制 お よ 
び 運 ⽤ ポ リ シー  主 要 な gTLD 、 ccTLD に お け る 管 理 体 制 や 運 ⽤ ポ リ シー 等 に 関 す る 調 査  

  な お、 2019 年 度 は 年 度 途 中 で 総 務 省 か ら の 調 査 研 究 業 務 を 受 託 し た こ と か ら、 主 要 な ccTLD 及 び 

gTLD に 関 し て は 例 年 ⾏っ て い る 調 査 に 加 え て、 各 TLD の 管 理 体 制 や ド メ イ ン 名 の 運 ⽤ に 関 す る 各 種 
ポ リ シー な ど に つ い て、 特 に 企 業 ユー ザー な ど に 関 わ る 部 分 を 中 ⼼ に 重 点 的 な 調 査 を ⾏ い ま し た。  
  今 回 の 調 査 か ら 得 ら れ た 知 ⾒ に つ い て は、 各 種 の 情 報 発 信 や 問 い 合 わ せ 対 応 な ど に 活 か す と と も 
に、 2020 年 度 以 降 に お い て さ ら な る 調 査 研 究 へ の ⾜ が か り と し た い と 考 え て い ま す。  
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3.3.7 ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 の 事 例 等 に 関 す る 調 査 研 究   

UDRP に つ い て は World   Intellectual   Property   Organization   (WIPO)   、 National   Arbitration  
Forum   (NAF) を は じ め と す る 紛 争 処 理 機 関 に お け る 運 ⽤ 処 理 状 況、 ICANN に お け る ド メ イ ン 名 の 保 
護 策 を め ぐ る 検 討 状 況、 他 の ccTLD に お け る ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 の 体 制 や 紛 争 処 理 事 例 に つ い て 会 議 
参 加 や Web サ イ ト 等 を 通 じ て 情 報 収 集 を ⾏ う と と も に、 聞 き 取 り 調 査 も ⾏ い ま し た。  

JP-DRP に つ い て も、 紛 争 処 理 機 関 で あ る ⽇ 本 知 的 財 産 仲 裁 セ ン ター の Web サ イ ト 等 を 通 じ て 情 報 
収 集 を ⾏ い、 ま た、 同 セ ン ター に ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 に お け る 実 情 に つ い て 直 接 聞 き 取 り を ⾏ う 等 し 
て 紛 争 処 理 に お け る 課 題 の 把 握 等 に 努 め ま し た。  

な お、 ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 の 事 例 等 に つ い て も、 2019 年 度 中 に 総 務 省 か ら の 調 査 研 究 業 務 を 受 託 
し た こ と か ら、 主 要 な gTLD （. com/.edu/.work/.museum/.asia ） に お け る 紛 争 処 理 の 体 制 お よ び 
紛 争 処 理 の 状 況 の ほ か、 10   の ccTLD(.au/.br/.eu/.tv/.cn/.kr/.ru/.uk/.us/.de ） に お け る 紛 争 処 理 
の 仕 組 み や 体 制 等 に つ い て 調 査 を 実 施 し ま し た。 調 査 に お い て は、 各 TLD に お け る 紛 争 処 理 に 関 す る 
ルー ル や 紛 争 処 理 機 関、 処 理 件 数 な ど に つ い て 調 べ た 上 で、 各 TLD に お け る 紛 争 処 理 の 特 徴 や 傾 向 な 
ど に 関 す る 分 析 も ⾏ い ま し た。 併 せ て 紛 争 事 例 の 調 査 も ⾏ い、 ド メ イ ン 名 を 巡 る ト ラ ブ ル の 類 型 化 を 
⾏ う と と も に、 対 策 に つ い て も 取 り ま と め を ⾏ い ま し た。  

ま た、 2019 年 10 ⽉ に WIPO に お い て UDRP 施 ⾏ 20 周 年 を 記 念 す る シ ン ポ ジ ウ ム が 開 催 さ れ、 担 当 
職 員 が DRP 検 討 委 員 会 の 委 員 と と も に 同 シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 し ま し た。 同 シ ン ポ ジ ウ ム で は、 WIPO 
に お け る 20 年 間 に わ た る UDRP の 運 ⽤ や ド メ イ ン 名 紛 争 の 傾 向 等 に つ い て 発 表 が な さ れ ま し た。 こ う 
し た シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 に よ り 得 た 情 報 も 今 後 の JP-DRP の 運 ⽤ に 資 す る も の と 考 え て お り ま す。  

3.3.8 セ キュ リ ティ や 政 策 課 題 等 の そ の 他 イ ン ター ネッ ト の 基 盤 整 備 に 関 す る 調 査 研 究   

2018 年 度 か ら 継 続 し て、 JPNIC の 認 証 局   (CA 局)   設 備 や 認 証 業 務 を 応 ⽤ し た 事 業 の フィー ジ ビ リ 
ティ ス タ ディ を ⾏ い ま し た。 IP ア ド レ ス を 記 載 し た 電 ⼦ 証 明 書 を 発 ⾏ す る デ モ シ ス テ ム を 元 に、 家 電 
メー カー や ブ ロー ド バ ン ド ルー ター の メー カー に ヒ ア リ ン グ を ⾏っ た ほ か、 研 究 会 で の 発 表 を 通 じ 
て、 IoT を 視 野 に ⼊ れ た 認 証 の 仕 組 み を 簡 単 に す る た め の 検 討、 実 装 の ⽅ 向 性 の 調 査 を ⾏ い ま し た。  

イ ン ター ネッ ト に お け る 認 証 基 盤 に お い て 重 要 な 概 念 で あ る 「ト ラ ス ト」 に つ い て 調 査 研 究 を ⾏ い 
ま し た。 2000 年 代 後 半 か ら 起 き た 認 証 局 に お け る 不 正 な サー バ 証 明 書 の 発 ⾏ を 受 け て、 Web ブ ラ ウ 
ザ な ど に お い て 使 わ れ て い る ト ラ ス ト ア ン カー の 認 証 局 は ど の よ う に 構 成 さ れ て お り、 プ ラ イ ベー ト 
認 証 局 と 合 わ せ て ど の よ う に 扱 わ れ れ ば い い の か と い う 研 究 課 題 が あ り ま す。 ト ラ ス ト の 概 念 に つ い 
て 研 究 者 と の 議 論 を 通 じ て 整 理 し て 論 ⽂ の 執 筆 を ⾏ い、 シ ン ポ ジ ウ ム で 発 表 を ⾏ い ま し た。  

開 催 ⽇  研 究 会  開 催 地  JPNIC の 発 表 内 容  

2019 年 5 ⽉ 10 ⽇  
〜 11 ⽇  WIDE 研 究 会  北 陸 先 端 科 学 技 ⼤ 学 院 ⼤ 学  

IP ア ド レ ス 認 証 局 の 考 え ⽅ と 
ユー ス ケー ス を 提 ⽰ し て 議 論 
し ま し た。  

2019 年 10 ⽉ 21 ⽇  
〜 24 ⽇  

コ ン ピュー ター セ キュ リ 
ティ シ ン ポ ジ ウ ム 2019  
CSS2019  

佐 世 保  
ト ラ ス ト の ⾔ 語 化 を 試 み る と 
題 し て 発 表 し、 認 証 局 等 の 信 
頼 の 対 象 と な る 仕 組 み の モ デ 
ル に つ い て 議 論 し ま し た。  
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3.3.8.1 JPNIC プ ラ イ マ リ ルー ト 認 証 局 の 運 ⽤   
JPNIC で は、 業 務 シ ス テ ム に 対 す る 認 証 基 盤 と し て、 JPNIC プ ラ イ マ リ ルー ト 認 証 局 を 運 営 し て い 

ま す。 JPNIC プ ラ イ マ リ ルー ト 認 証 局 は、 IP ア ド レ ス 事 業 に お け る 資 源 管 理 認 証 局 な ど の 下 位 認 証 局 
に 対 し て 発 ⾏ し た 電 ⼦ 証 明 書 の 正 当 性 を 証 明 す る ⽬ 的 で、 認 証 局 運 営 規 程、 Certification   Practice  
Statement   (CPS)   に 従っ て 運 営 さ れ ま す。 理 事 会 が こ の 認 証 局 の 運 営 に 責 任 を 持 ち、 理 事 会 に よっ 
て 設 置 さ れ た 認 証 局 運 営 委 員 会 が CPS の 改 定、 下 位 認 証 局 の 新 設 廃 ⽌ な ど ⾏ う と と も に、 運 ⽤ 責 任 者 
を 指 名 し て、 ⽇ 常 的 な 運 ⽤ を 監 督 し て い ま す。  

2019 年 度、 認 証 局 運 営 委 員 会 は 1 回 開 催 さ れ ま し た。  

開 催 ⽇  回  概 要  

2019 年 4 ⽉ 25 ⽇  第 13 回  運 ⽤ 責 任 者 に よ る 運 ⽤ 状 況 の 報 告 を 了 承 し、 理 事 会 に 報 告 す る こ と と し 
た。  
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3.4 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 業 務   
3.4.1 国 内 外 の 会 議 体・ 組 織 に お け る 議 論 や 政 策 検 討 へ の 参 画、 意 ⾒ 調 整、 及 び 提 ⾔ の 発 信   

3.4.1.1 国 際 会 議 へ の 参 加  
  世 界 的 な ド メ イ ン 名 管 理 ルー ル 策 定 へ の 参 加 の た め ICANN 会 議 に 参 加 し ま し た。 参 加 に よ り 得 ら れ 
た 知 ⾒ や 情 報 は、 国 内 に 向 け た 情 報 共 有 の た め メー ル マ ガ ジ ン 記 事・ ブ ロ グ 記 事 の 発 ⾏ 並 び に ICANN 
報 告 会 に て 会 議 内 容 の 報 告 を ⾏ い ま し た。  
ま た、 世 界 的 な イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 議 論 の 状 況 を 把 握 す る た め イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ 
ン ス フォー ラ ム (IGF) お よ び ア ジ ア 太 平 洋 地 域 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス フォー ラ ム (APrIGF) に 参 加 
し ま し た。  

ICANN65  

⽇ 時  2019 年 6 ⽉ 24 ⽇ 〜 27 ⽇  

場 所  Palmeraie   Conference   Center   Marrakech   (マ ラ ケ シュ・ モ ロッ コ)   

概 要  

● gTLD   WHOIS/RDS を GDPR に 適 合 さ せ る 
た め の 迅 速 な 仕 様 検 討 (EPDP)  

● Unified   Access   Model に 関 す る 議 論  
● 次 回 新 gTLD 募 集 ⼿ 続 き に 関 す る ポ リ シー 

策 定  
● gTLD に お け る 国 及 び 地 域 名 の 登 録  
● す べ て の gTLD に お け る 知 財 権 利 保 護 メ カ 

ニ ズ ム  
● 新 gTLD オー ク ショ ン で 集 まっ た 資 ⾦ の 使 

い 道 の 検 討  
 

第 65 回 ICANN 会 議 の 様 ⼦  

ICANN 
報 告 会  

第 55 回 ICANN 報 告 会   (2019 年 8 ⽉ 8 ⽇)   
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/icann-report/20190808-ICANN/  

 
APrIGF2019  

⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 16 ⽇ 〜 19 ⽇  

場 所  極 東 連 邦 ⼤ 学 (Дальневосто´чный   федера´льный   университе´т)  
（ウ ラ ジ オ ス ト ク・ ロ シ ア）  

概 要  

● よ り 安 全 な イ ン ター ネッ ト、 サ イ バー セ キュ 
リ ティ、 規 制  

● ア ク セ ス お よ び 普 遍 性  
● 新 た に 出 現 し た 技 術 と 社 会  
● ⼈ 権 と オ ン ラ イ ン  
● イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス の 役 割 の 進 化 と マ 

ル チ ス テー ク ホ ル ダー に よ る 参 加  
● デ ジ タ ル 経 済   

APrIGF2019 の 様 ⼦  
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ICANN66  

⽇ 時  2019 年 11 ⽉ 2 ⽇ 〜 7 ⽇  

 
第 66 回 ICANN 会 議 の 様 ⼦  

場 所  Palais   des   congrès   de   Montréal  
（モ ン ト リ オー ル・ カ ナ ダ）  

概 要  

 gTLD   WHOIS/RDS を GDPR に 適 合 さ せ る た め の 迅 
速 な 仕 様 検 討 (EPDP)  
 次 回 新 gTLD 募 集 ⼿ 続 き に 関 す る ポ リ シー 策 定  
 す べ て の gTLD に お け る 知 的 財 産 権 保 護 機 構 の 評 価  
 新 gTLD オー ク ショ ン 収 ⼊ の 使 い 道 の 検 討  
 DNS   Abuse( 悪 ⽤) 対 策 の 検 討  

ICANN 
報 告 会  

第 56 回 ICANN 報 告 会   (2019 年 12 ⽉ 13 ⽇)   
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/icann-report/20191213-ICANN/  

 
IGF2019  

⽇ 時  2019 年 11 ⽉ 26 ⽇ 〜 29 ⽇  

 
IGF2019 の 様 ⼦  

場 所  Estrel   Berlin （ベ ル リ ン・ ド イ ツ）  

概 要  
● デ ジ タ ル 協 ⼒ に 関 す る ハ イ レ ベ ル パ ネ ル 報 告  
● デー タ ガ バ ナ ン ス  
● デ ジ タ ル 包 含 (Inclusion)  
● セ キュ リ ティ、 安 全 性、 安 定 性、 回 復 ⼒  

関 連 国 内 
会 合  

● IGF2019 事 前 会 合 (2019 年 10 ⽉ 25 ⽇)  
● IGF2019 報 告 会   (2020 年 2 ⽉ 28 ⽇ 【延 期】)   

 
ICANN67  

⽇ 時  2020 年 3 ⽉ 7 ⽇ 〜 12 ⽇  

 
第 67 回 ICANN 会 議 の 様 ⼦  

場 所  オ ン ラ イ ン の み の 開 催  

概 要  

・ gTLD   WHOIS/RDS を GDPR に 適 合 さ せ る た め の 迅 
速 な 仕 様 検 討 (EPDP)  

・ 次 回 新 gTLD 募 集 ⼿ 続 き に 関 す る ポ リ シー 策 定  
・ 新 gTLD オー ク ショ ン 収 ⼊ に 関 す る 検 討  
・ す べ て の gTLD の 権 利 保 護 メ カ ニ ズ ム に 関 す る 検 討  

ICANN 
報 告 会  2020 年 度 実 施 予 定  

3.4.1.2 政 策 検 討 な ど の 会 議 体 に 対 す る 運 営 参 画   
  イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス や 諸 政 策 の 検 討 を ⾏ う 会 議 体 に 対 し て は、 参 加 す る だ け で は な く、 役 員 
や 委 員 と し て 運 営 に 参 画 し ま し た。  
  ICANN で は JPNIC 職 員 が 理 事 と し て 事 務 局 と コ ミュ ニ ティ を 含 む ICANN 全 体 の 経 営 と ガ バ ナ ン ス 
に 参 画 し ま し た。 理 事 を 務 め る 前 村 は、 ⽇ 常 的 な メー ル の や り 取 り、 平 均 週 2 回 程 度 に 上 る 電 話 会 議 
以 外 に、 年 3 回 の ICANN 会 議 及 び 3 回 の 理 事 会 合 宿 検 討 会 合 へ の 参 加、 3 回 の ミッ ショ ン 出 張 を 通 じ て 
ICANN 理 事 と し て の 業 務 に 携 わ り ま し た。 2019 年 11 ⽉ の ICANN モ ン ト リ オー ル 会 議   (年 次 会 合)   で 
2 期 ⽬ に ⼊ り、 1 期 ⽬ 3 年 ⽬ か ら 引 き 続 き、 理 事 会 内 の 委 員 会 や ワー キ ン グ グ ルー プ に 以 下 の よ う に 関 
与 し、 ICANN の 事 業 推 進 に 貢 献 し ま し た。  

ICANN  
理 事 ： 前 村 昌 紀   (通 年)   
  参 加 し た 理 事 会 内 委 員 会 等 ：  
      監 査 委、 リ ス ク 委、 技 術 委   (議 ⻑)   、 IDN/UA ワー キ ン グ グ ルー プ   (議 ⻑)   
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3.4.2 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 情 報 提 供   

オ ン ラ イ ン で の 情 報 提 供 と し て、 イ ン ター ネッ ト の 世 界 的 な 運 営 体 制 及 び 政 策 に 関 す る 国 外 の 主 な 
動 き 及 び そ れ に 対 す る JPNIC の 対 応 を JPNIC の Web サ イ ト 及 び メー リ ン グ リ ス ト で お 伝 え し ま し た。  

⽇ 時  ト ピッ ク   (新 し い 順)   

2020 年 3 ⽉ 10 ⽇  ICANN67― 初 の 遠 隔 参 加 の み の ICANN 会 議 (ブ ロ グ 記 事)  

2020 年 2 ⽉ 12 ⽇  国 連 「デ ジ タ ル 協 ⼒ に 関 す る ハ イ レ ベ ル パ ネ ル 報 告 書」 を 受 け た 動 き (ブ ロ グ 記 事)  

2020 年 1 ⽉ 27 ⽇  IGF   2019 報 告 会 開 催 の ご 案 内  

2020 年 1 ⽉ 8 ⽇  .ORG の レ ジ ス ト リ、 Public   Interest   Registry の 売 却 案 に 関 す る 動 き (ブ ロ グ 記 事)  

2020 年 1 ⽉ 6 ⽇  ICANN や APRICOT に 参 加 し て み ま せ ん か？ 〜 国 際 会 議 参 加 ⽀ 援 プ ロ グ ラ ム 応 募 受 付 
中 〜 （ブ ロ グ 記 事）  

2019 年 12 ⽉ 6 ⽇  IGF2019 フォ ト レ ポー ト （ブ ロ グ 記 事）  

2019 年 11 ⽉ 19 ⽇  第 56 回 ICANN 報 告 会 開 催 の ご 案 内  

2019 年 10 ⽉ 4 ⽇  IGF2019 プ ロ グ ラ ム 概 要 （ブ ロ グ 記 事）  

2019 年 10 ⽉ 2 ⽇  IGF2019 事 前 会 合 開 催 の ご 案 内  

2019 年 9 ⽉ 9 ⽇   G7 ・ G20 エ ン ゲー ジ メ ン ト グ ルー プ に つ い て （ブ ロ グ 記 事）  

2019 年 9 ⽉ 9 ⽇  IGF   2019 参 加 ⽀ 援 プ ロ グ ラ ム 応 募 受 付 開 始 の お 知 ら せ 〜 若 ⼿ の 国 際 会 議 参 加 費 ⽤ 
を ⽀ 援 し ま す 〜  

2019 年 7 ⽉ 26 ⽇  APrIGF2019 レ ポー ト （ブ ロ グ 記 事）  

2019 年 6 ⽉ 10 ⽇  .amazon   gTLD 問 題 の 状 況 （ブ ロ グ 記 事）  

2019 年 6 ⽉ 6 ⽇  第 27 回 IGCJ 会 合 開 催 の ご 案 内  

2019 年 5 ⽉ 9 ⽇  DNS ルー ト サー バ シ ス テ ム に 歴 史 的 な 変 ⾰ ： 新 た な ガ バ ナ ン ス モ デ ル の 検 討 始 ま る 
（ブ ロ グ 記 事）  
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3.4.3 イ ン ター ネッ ト に 関 す る 課 題 の 共 有、 ア ウ ト リー チ、 コ ミュ ニ ティ の 形 成、 及 び 議 論 喚 起     

JPNIC で は、 イ ン ター ネッ ト に 関 す る 諸 課 題 に 関 し て、 イ ベ ン ト や メー リ ン グ リ ス ト な ど を 通 じ 
て、 議 論 の 活 性 化 を ⽬ 指 し た コ ミュ ニ ティ 形 成、 そ の コ ミュ ニ ティ を 通 じ た 議 論 喚 起 に 取 り 組 む と と 
も に、 馴 染 み の 薄 い 層 に 対 す る ア ウ ト リー チ を ⾏っ て い ま す。  

3.4.3.1 ICANN 報 告 会   
年 3 回 の ICANN 会 議 の 開 催 後 に、 国 内 か ら の 参 加 者 か ら ICANN 会 議 に お け る 議 論 内 容 な ど を 紹 介 す 

る ICANN 報 告 会 を 継 続 的 に 主 催 し て お り、 2019 年 度 は 以 下 の 通 り 開 催 し ま し た。   (括 弧 内 は 対 象 と 
な る ICANN 会 議)   

第 54 回 ICANN 報 告 会 （第 64 回 神 ⼾ 会 議）  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 5 ⽉ 28 ⽇ ／ JPNIC 会 議 室   (東 京)   

主 な ト ピッ ク  
ICANN64 に 参 加 し て み て、 次 回 新 gTLD 募 集 に 向 け た 動 向、 政 府 諮 問 委 員 会 (GAC) 
助 ⾔、 gTLD 登 録 デー タ 暫 定 仕 様 書 に 関 す る 迅 速 ポ リ シー 策 定 の 動 向、 ICANN 理 事 
会 の 動 向  

第 55 回 ICANN 報 告 会 （第 65 回 マ ラ ケ シュ 会 議）  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 8 ⽉ 8 ⽇ ／ JPNIC 会 議 室   (東 京)   

主 な ト ピッ ク  
gTLD 登 録 デー タ 暫 定 仕 様 書 に 関 す る 迅 速 ポ リ シー 策 定 の 動 向、 政 府 諮 問 委 員 会 
(GAC) 助 ⾔、 次 回 新 gTLD 募 集 に 向 け て の 動 き、 ICANN 理 事 会 の 動 向、 ルー ト DNS 
サー バー の ガ バ ナ ン ス に 関 す る 検 討 状 況  

第 56 回 ICANN 報 告 会 （第 66 回 モ ン ト リ オー ル 会 議）  

開 催 ⽇ ／ 場 所  2019 年 12 ⽉ 13 ⽇ ／ JPNIC 会 議 室   (東 京)   

主 な ト ピッ ク  
gTLD 登 録 デー タ 暫 定 仕 様 書 に 関 す る 迅 速 ポ リ シー 策 定 の 動 向、 政 府 諮 問 委 員 会 
(GAC) 助 ⾔、 GNSO ポ リ シー 策 定 活 動 の 動 向、 次 回 新 gTLD 募 集 に 向 け て の 動 き、 
ICANN 理 事 会 の 動 向  

 

 
第 54 回 ICANN 報 告 会 の 様 ⼦   
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3.4.3.2 ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス 会 議   (IGCJ) お よ び Japan   IGF   
IGCJ は 2014 年 6 ⽉ に 発 ⾜ し、 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 し て 充 実 し た 検 討 が で き る 基 盤 を ⽬ 

指 し て 活 動 す る も の で、 JPNIC が 事 務 局 と し て 運 営 に 関 与 し て い ま す。 2019 年 度 は 以 下 の 通 り 会 合 
を 計 1 回 開 催 し、 国 内 関 係 者 に よ る イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス 諸 課 題 の 状 況 を 紹 介 し、 議 論 を ⾏ い ま 
し た。  

イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 し て 概 ね 年 1 回 の 会 合 を ⾏ う 類 似 の 活 動 で あ る IGF-Japan と は、 イ 
ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス フォー ラ ム  (IGF)  が 認 知 す る 国 単 位、 地 域 単 位 の IGF 活 動、 National    
Regional  IGF  Initiative  (NRI)  と し て、 IGCJ と 合 同 の 「 Japan  IGF 」 が 2016 年 度 に 認 知 を 受 け て 以      
降、 協 働 の 深 化 に 取 り 組 ん で い ま す。 2019 年 度 は、 2019 年 11 ⽉ に 開 催 さ れ た IGF ベ ル リ ン 会 合 に ⽇ 
本 か ら 参 加 さ れ た ⽅々 を 中 ⼼ に、 IGF-Japan と IGCJ 双 ⽅ の 運 営 グ ルー プ が 合 同 で、 「 IGF2019 事 前 
会 合」 お よ び 「 IGF2019 報 告 会」 を 企 画 し、 IGF-Japan の 事 務 局 を 務 め る ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 イ ン ター 
ネッ ト プ ロ バ イ ダー 協 会 （ JAIPA ） と JPNIC の 共 催 と し て 開 催 し ま し た （後 者 は 延 期）。 こ れ に よ 
り、 IGF-Japan と IGCJ の 協 働 に と ど ま ら ず、 国 内 で 第 ⼀ 線 で 取 り 組 む 関 係 者 が ⼀ 丸 と なっ て、 イ ン 
ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る さ ら な る ア ウ ト リー チ と 議 論 喚 起 に 取 り 組 む ⽅ 向 性 が 固 ま り つ つ あ り 
ま す。  

第 27 回 ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス 会 議 （ IGCJ   27 ）  
⽇ 時   2019 年 7 ⽉ 9 ⽇  
場 所  JPNIC 会 議 室   (東 京・ 神 ⽥)   
概 要  G20 ・ B20 の 経 緯 と 結 果 に つ い て 〜 情 報 通 信・ デ ジ タ ル 経 済 分 野 を 中 ⼼ に 〜  

IGF2019 事 前 会 合  
⽇ 時  2019 年 10 ⽉ 25 ⽇  
場 所   エッ サ ム 神 ⽥ ホー ル 1 号 館   (東 京・ 神 ⽥)   

概 要   
DFFT  (Date  Free  Flow  with  Trust) に つ い て、 AI の 現 状 に つ い て、 IGF2019 の ハ イ ラ イ ト に      
つ い て、 High-Level  Panel  on  Digital  Cooperation で 提 起 さ れ た メ カ ニ ズ ム に つ い て、 NRI と     
NRI と し て の Japan   IGF は ど う な る か  

IGF2019 報 告 会  
⽇ 時   2020 年 2 ⽉ 28 ⽇ （新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の た め 延 期）  
場 所  合 同 会 社 DMM.com 本 社 イ ベ ン ト ス ペー ス   (東 京・ 六 本 ⽊)   

概 要  メ ディ ア 規 制 / コ ン テ ン ツ 規 制、 サ イ バー セ キュ リ ティ に お け る Norm( 規 範) と は 何 か、 IGF と 
は ど う い う 場 か、 IGF   2019 議 論 概 要 紹 介、 今 後 ⽇ 本 の IGF 議 論 を ど う 盛 り 上 げ て い く か  

 
IGCJ27 の 様 ⼦                                                 IGF2019 事 前 会 合 の 様 ⼦  
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3.4.3.3 Internet   Society ⽇ 本 ⽀ 部 (ISOC-JP) ⽀ 援   

ISOC-JP は、 ⽇ 本 在 住 者 を 中 ⼼ と し た イ ン ター ネッ ト ソ サ エ ティ の 個 ⼈ 会 員 に よ る コ ミュ ニ ティ 活 
動 で す が、 JPNIC で は 事 務 局 業 務 を 無 償 で 受 託 し、 ISOC-JP の 活 動 を ⽀ え て い ま す。  
● 役 員 会 ⽀ 援   (会 議 室、 遠 隔 会 議 設 備 貸 し 出 し、 書 記 ⽀ 援)   
● 総 会 ⽀ 援   (運 営 全 般、 役 員 選 挙 事 務 な ど)   
● イ ベ ン ト へ の 会 議 室 貸 出 し、 イ ベ ン ト の 中 継  
● Web サー バ・ メー リ ン グ リ ス ト サー バ 提 供  

3.4.3.4 若 年 層 に 向 け た ア ウ ト リー チ 活 動   

  JPNIC で は、 学 ⽣ を 対 象 と し た 出 講 な ど を 積 極 的 に ⾏ い、 若 年 層 に 向 け た イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン 

ス に 関 す る 基 礎 知 識 の 提 供、 ア ウ ト リー チ に 取 り 組 ん で い ま す。 2019 年 度 は、 亜 細 亜 ⼤ 学、 駒 澤 ⼤ 
学、 慶 應 義 塾 ⼤ 学 の ゲ ス ト 講 義、 Asia   Pacific   Internet   Governance   Academy   (APIGA)   の 講 師 を 務 
め ま し た。  

亜 細 亜 ⼤ 学 都 市 創 造 学 部   (ゲ ス ト 講 義)   
⽇ 時  2019 年 6 ⽉ 14 ⽇  

概 要  イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス の 仕 組 み や 各 種 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ、 IANA 機 能 監 督 権 限 
移 管 等 の グ ロー バ ル な 動 向 の 紹 介  

駒 澤 ⼤ 学 グ ロー バ ル・ メ ディ ア・ ス タ ディー ズ 学 部   (ゲ ス ト 講 義)   
⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 11 ⽇、 12 ⽉ 24 ⽇  

概 要  イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス の 仕 組 み や 各 種 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ、 IANA 機 能 監 督 権 限 
移 管 等 の グ ロー バ ル な 動 向 の 紹 介、 国 内 の イ ン ター ネッ ト 運 営 体 制 の 解 説  

慶 應 ⼤ 学 ⽂ 学 部   (ゲ ス ト 講 義)   
⽇ 時  2020 年 1 ⽉ 9 ⽇  

概 要  イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス の 仕 組 み や 各 種 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ、 IANA 機 能 監 督 権 限 
移 管 等 の グ ロー バ ル な 動 向 の 紹 介、 国 内 の イ ン ター ネッ ト 運 営 体 制 の 解 説  

Asia   Pacific   Internet   Governance   Academy   (APIGA)  
⽇ 時  2019 年 8 ⽉ 12 ⽇ 〜 16 ⽇  
場 所  セ ジョ ン ホ テ ル   (韓 国・ ソ ウ ル）  

概 要  
Internet   Corporation   for   Assigned   Names   and   Numbers(ICANN) 及 び (KISA) が 主 催 す る 
ア ジ ア 太 平 洋 地 域 内 の 地 域 内 の 若 者 育 成 へ の イ ン ター ネッ ト ガ バ ナ ン ス に 関 す る 理 解 促 進 を ⽬ 
指 し た 5 ⽇ 間 の ワー ク ショッ プ    https://community.icann.org/display/GSEAPAC/APIGA+2019  

3.4.3.5 イ ン ター ネッ ト 技 術 者・ 運 ⽤ 者 に 向 け た 政 策 課 題 に 関 す る ア ウ ト リー チ 活 動   

  JPNIC で は、 イ ン ター ネッ ト 技 術 者・ 運 ⽤ 者 に 対 し て 政 策 課 題 を 知っ て も ら う た め の ア ウ ト リー チ 

に 取 り 組 ん で い ま す。 2019 年 度 は、 次 の 取 り 組 み を ⾏ い ま し た。  

JANOG44   
⽇ 時  2019 年 7 ⽉ 25 ⽇ （会 期 は 2019 年 7 ⽉ 24 ⽇〜 26 ⽇）  
場 所  神 ⼾ 国 際 展 ⽰ 場 （兵 庫 県 神 ⼾ 市）  
概 要  「ネッ ト ワー ク 中 ⽴ 性 の 原 則 と ルー ル」 セッ ショ ン を コー ディ ネー ト (発 表 者 は 他 組 織 の 3 名)  
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3.5 JP ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務   
3.5.1 JP ド メ イ ン 名 紛 争 処 理 ⽅ 針 (JP-DRP) に 関 す る 業 務   

3.5.1.1 JP-DRP 及 び ⼿ 続 規 則 の 運 ⽤ 並 び に 普 及 啓 発  
JPNIC で は、 紛 争 処 理 機 関 で あ る ⽇ 本 知 的 財 産 仲 裁 セ ン ター   (JIPAC)   並 び に JP ド メ イ ン 名 レ ジ ス ト 

リ で あ る 株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス   (JPRS)   の 協 ⼒ の も と、 JP-DRP の 申 ⽴ に お け る 各 事 件 の 
ス テー タ ス 情 報 公 開 な ど の JP-DRP 関 連 業 務 を ⾏っ て い ま す。  

2019 年 度 の JP ド メ イ ン 名 の 紛 争 処 理 申 ⽴ 件 数 は、 以 下 の 通 り 8 件 で し た。  

⼿ 続 開 始 ⽇  ド メ イ ン 名  ⼿ 続 番 号  裁 定 結 果  
2019 年 4 ⽉ 22 ⽇  INTESASANPAOLO.JP  JIPAC   JP2019-0003  移 転  
2019 年 5 ⽉ 9 ⽇  BRIDOR.JP  JIPAC   JP2019-0004  移 転  
2019 年 8 ⽉ 21 ⽇  POKEMON-EXPO-GYM.JP  JIPAC   JP2019-0005  移 転  
2019 年 8 ⽉ 27 ⽇  MAGENTO.JP  JIPAC   JP2019-0006  移 転  

2019 年 11 ⽉ 11 ⽇  NICOLAS-GHESQUIERE.JP  
NICOLASGHESQUIERE.JP  JIPAC   JP2019-0007  移 転  

2019 年 11 ⽉ 15 ⽇  RAKUTEN-BANK.JP  JIPAC   JP2019-0008  取 下  
2020 年 1 ⽉ 10 ⽇  ENECOOP.JP  JIPAC   JP2019-0009  移 転  

2020 年 3 ⽉ 27 ⽇  KANKEN-KIZUNA.JP  JIPAC   JP2020-0001  *  
*2020 年 3 ⽉ 31 ⽇ 現 在、 係 属 中  

3.5.1.2 紛 争 処 理 機 関 と の 協 調 作 業   
JP-DRP 関 連 業 務 の 運 営 に つ い て は、 申 ⽴ や ⼿ 続 開 始、 パ ネ リ ス ト 選 任、 裁 定、 裁 定 実 施 と いっ た 

タ イ ミ ン グ で、 必 要 に 応 じ て 適 切 に 連 絡 を 取 り 合 う と と も に、 Web サ イ ト で の 申 ⽴ の 処 理 状 況 や 裁 定 
結 果 の 実 施 に 関 す る 情 報 の 公 開 等 を 連 携 し て ⾏ い ま し た。 ま た、 紛 争 処 理 機 関 及 び JP ド メ イ ン 名 レ ジ 
ス ト リ と 会 合 を 持 ち 課 題 の 共 有・ 確 認 を ⾏ い ま し た。  

JP-DRP の 唯 ⼀ の 認 定 紛 争 処 理 機 関 で あ る ⽇ 本 知 的 財 産 仲 裁 セ ン ター   (JIPAC)   に お い て、 2019 年 4 
⽉ 1 ⽇ 付 で パ ネ リ ス ト 候 補 者 の ⼊ れ 替 わ り が あっ た こ と も あ り、 2019 年 7 ⽉ に は 新 パ ネ リ ス ト 候 補 者 
向 け の 研 修 会 を JIPAC に て 開 催 し、 JP-DRP の 特 質 や 運 ⽤ 状 況、 UDRP と JP-DRP の 差 異 等 に 関 す る 情 
報 を パ ネ リ ス ト 候 補 者 に 共 有 し ま し た。  

JP-DRP に つ い て は 2019 年 度 現 在、 郵 送 お よ び 電 ⼦ メー ル に よ る 処 理 が 従 来 か ら 併 ⽤ さ れ て い る と 
こ ろ、 そ の 処 理 ⼿ 続 を 電 ⼦ 化 す る （連 絡 ⼿ 段 や 申 ⽴ 書 等 の 書 類 の 送 付 に お い て、 郵 送 に よ る 送 付 ⼿ 段 
を 原 則 廃 ⽌ し、 電 ⼦ 的 な ⼿ 段 の み に よ る 送 付 と す る） ⽅ 針 が 既 に 承 認 さ れ て い ま し た が、 具 体 的 な 実 
施 準 備 が 進 め ら れ ま し た。   
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3.5.1.3 JP-DRP に 関 す る ⽅ 針 検 討   
既 に ⽅ 針 は 承 認 さ れ て い た ⼿ 続 の 完 全 電 ⼦ 化 に 関 し て、 ⽇ 本 政 府 も 裁 判 ⼿ 続 の 電 ⼦ 化 の 検 討 を 進 ん 

で い る こ と に も 踏 ま え て、 ド メ イ ン 名 登 録 者 側 へ の 機 会 の 保 証 （⼿ 続 保 障） に も 配 慮 し、 実 施 準 備 に 
向 け て 規 則 類 の 全 ⾯ 的 な 改 正 を 検 討 し ま し た。  

2019 年 度 DRP 検 討 委 員 会 の メ ン バー は 以 下 の 通 り で す。  

2019 年 度 DRP 検 討 委 員 会  
井 上   葵   (ア ン ダー ソ ン・ ⽑ 利・ 友 常   法 律 事 務 所)   
⼘ 部   晃 史   (⽠ ⽣・ ⽷ 賀   法 律 事 務 所)   
早 川   吉 尚   (⽴ 教 ⼤ 学)   
⼭ ⼝   裕 司   (⼤ 野 総 合   法 律 事 務 所)   

 

DRP 検 討 委 員 会 は、 JP-DRP 運 ⽤ に お け る 課 

題 を 指 摘 す る DRP 検 討 委 員 会 報 告 書 を JPNIC 
理 事 会 に 提 出 し ま し た。 な お、 DRP 検 討 委 員 
会 の 会 合 開 催 実 績 は 右 の 通 り で す。  

開 催 ⽇  委 員 会 会 合  

2019 年 7 ⽉ 26 ⽇  第 1 回 検 討 委 員 会 会 合  

2019 年 10 ⽉ 3 ⽇  第 2 回 検 討 委 員 会 会 合  

2019 年 12 ⽉ 2 ⽇  第 3 回 検 討 委 員 会 会 合  
2020 年 1 ⽉ 24 ⽇  第 4 回 検 討 委 員 会 会 合  
2020 年 3 ⽉ 17 ⽇  第 5 回 検 討 委 員 会 会 合  

3.5.2 AD.JP ド メ イ ン 名 申 請 に お け る 審 査 業 務   

申 請 内 容  件 数  2019 年 度 も、 AD.JP ド メ イ ン 名 申 請 時 に お け る 資 格 審 査 業 
務 を ⾏ い ま し た。 申 請 内 容 及 び 件 数 は 左 表 の 通 り で す。  記 載 事 項 変 更  5 件  

新 規  4 件  
ド メ イ ン 名 変 更  0 件  
合 計  9 件  

3.5.3 JP ド メ イ ン 名 レ ジ ス ト リ の デー タ エ ス ク ロー 関 連 業 務   

  JP ド メ イ ン 名 レ ジ ス ト リ の デー タ エ ス ク ロー 業 務 に つ い て は、 2018 年 度 中 に 選 定 さ れ た 新 エ ス ク 
ロー エー ジェ ン ト に よ る 新 体 制 の 下 で、 2019 年 4 ⽉ 1 ⽇ よ り 2024 年 3 ⽉ 31 ⽇ ま で の 5 年 間 に わ た る 
デー タ エ ス ク ロー の 運 ⽤ が 開 始 さ れ ま し た。 こ の 新 体 制 に お い て、 2019 年 度 も 監 査 者 と し て の ⽇ 常 
業 務 を ⾏ う と と も に、 レ ジ ス ト リ オ ペ レー タ 及 び エ ス ク ロー エー ジェ ン ト に 対 し て 定 期 監 査 を 実 施 
し、 デー タ エ ス ク ロー の 運 ⽤ が 運 ⽤ 規 定 通 り に 正 し く ⾏ わ れ て い る か ど う か、 エ ス ク ロー さ れ て い る 
デー タ   (デ ポ ジッ ト デー タ)   が レ ジ ス ト リ デー タ か ら 正 し く 抽 出 さ れ て い る か 確 認 し ま し た。  

ま た、 デー タ エ ス ク ロー 運 ⽤ に 関 す る 定 期 監 査 に つ い て も、 下 記 ⽇ 程 で 実 施 し、 レ ジ ス ト リ オ ペ レー 
タ、 エ ス ク ロー エー ジェ ン ト の 双 ⽅ と も、 特 に 問 題 は 発 ⾒ さ れ ま せ ん で し た。  

実 施 ⽇  監 査 内 容  
2020 年 2 ⽉ 17 ⽇  デ ポ ジッ ト デー タ の 受 け 渡 し に 関 す る 監 査  
2020 年 2 ⽉ 26 ⽇  デ ポ ジッ ト の 復 元 及 び 完 全 性 に 関 す る 監 査  
2020 年 3 ⽉ 2 ⽇  セ キュ リ ティ に 関 す る 監 査  
2020 年 3 ⽉ 5 ⽇  デ ポ ジッ ト の 保 管 に 関 す る 監 査  
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3.5.4 JP ド メ イ ン 名 の 公 共 性 の 担 保 に 関 す る 業 務   

JPNIC 理 事 会 は、 第 131 回 JPNIC 理 事 会   (2019 年 5 ⽉ 15 ⽇ 開 催)   に て、 JPRS が ⾏ う JP ド メ イ ン 名 登 
録 管 理 業 務 に 関 し て、 JP ド メ イ ン 名 登 録 管 理 業 務 移 管 契 約 第 13 条 に 定 め ら れ る 責 任 事 項   (JPRS の 責 
任 事 項)   の、 2018 年 1 ⽉ 1 ⽇ か ら 同 年 12 ⽉ 31 ⽇ ま で の 履 ⾏ 状 況 の 評 価 を ⾏ い、 JPRS の 責 任 事 項 は 適 
切 に 履 ⾏ さ れ て い た と 判 断 し ま し た。 こ れ は 客 観 性 向 上 の た め に 2013 年 度 に 導 ⼊ し た 新 た な ス キー 
ム に よ る 7 回 ⽬ の 評 価 結 果 と な り、 「 JP ド メ イ ン 名 登 録 管 理 業 務 移 管 契 約 第 13 条 に 関 す る 有 識 者 評 価 
委 員 会」 に よ る 実 績 評 価 報 告 を 勘 案 し た 上 で 総 合 的 に 判 断 し た も の で す。 JPNIC 理 事 会 に よ る JPRS 責 
任 事 項 の 履 ⾏ 状 況 評 価 結 果 は、 6 ⽉ 18 ⽇ に 第 65 回 総 会 で 報 告 し た 後 7 ⽉ 10 ⽇ に Web サ イ ト に て 公 開 し 
ま し た。  

他 に、 JPRS の JP ド メ イ ン 名 諮 問 委 員 会 に は 後 藤 理 事 ⻑ が 委 員 ⻑ と し て 参 画 し て お り、 同 委 員 会 会 
合 に 出 席 し 審 議 を ⾏ う と と も に、 JPNIC 職 員 も 傍 聴 し て 状 況 把 握 に 努 め ま し た。 2019 年 度 の JP ド メ 
イ ン 名 諮 問 委 員 会 は 以 下 の 通 り 開 催 さ れ ま し た。  

開 催 ⽇  主 な 議 事 内 容  

第 65 回   2019 年 5 ⽉ 22 ⽇  
1. 答 申 「 JP ド メ イ ン 名 諮 問 委 員 会 規 則 に つ い て」 へ の 対 応 に つ い て  
2. 答 申 「第 10 期 JP ド メ イ ン 名 諮 問 委 員 会 委 員 の 選 任 ⽅ 法 に つ い て」 へ 

の 対 応 に つ い て  

第 66 回   2019 年 9 ⽉ 26 ⽇  1. 第 10 期 JP ド メ イ ン 名 諮 問 委 員 会 に お け る 委 員 の 交 代 に つ い て  
2. JP ド メ イ ン 名 に 関 す る 状 況 報 告  

第 67 回   2020 年 2 ⽉ 28 ⽇  ＜ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ り 開 催 延 期 ＞  
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3.6 新 た な ド メ イ ン 名 に 関 す る 業 務   
3.6.1 IDN   ccTLD に 関 す る 業 務     

「. ⽇ 本」 に つ い て 動 き が な かっ た た め、 状 況 は 注 視 し た も の の 特 に 活 動 は 実 施 し ま せ ん で し た。  

3.6.2 新 gTLD 等 に 関 す る 業 務     

ICANN で は、 次 回 以 降 に 募 集 す る 新 gTLD に お い て 国 際 化 ド メ イ ン 名   (IDN)   を 利 ⽤ す る 際 に、 現 在 
各 国・ 地 域 毎 で 異 なっ て い る 「異 体 字   (字 体 は 異 な る が 意 味 と し て は 同 じ 字)   」 を TLD レ ベ ル   (ルー 
ト ゾー ン)   で は ど の よ う に 扱 う べ き か、 共 通 の ルー ル を 作 成 し よ う と し て い ま す。  

こ の ルー ル は、 各 国・ 地 域 毎 に 個 別 に 作 成 し た ルー ル を 最 終 的 に ⼀ つ に 統 合 す る こ と に よっ て 作 成 
さ れ ま す が、 ⽇ 本 に お い て も IDN の 専 ⾨ 家 有 志 に よ り 「⽇ 本 語 ⽣ 成 パ ネ ル   (Japanese   Generation  
Panel;   JGP)   ( http://j-gp.jp/ )   」 と 呼 ば れ る グ ルー プ を 組 成 し、 IDN に お け る ⽇ 本 語 ラ ベ ル に 関 す る 
ルー ル 検 討 を ⾏っ て い ま す。 こ の JGP に は、 JPNIC 職 員 が メ ン バー と し て 参 加 し 副 チェ ア を 務 め る と 
と も に、 株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス と 共 同 で、 JPNIC が 事 務 局 業 務 を 担 当 し て い ま す。  

2019 年 度 は 前 年 度 に 引 き 続 き、 最 終 的 に 各 国・ 地 域 で 作 成 し た ルー ル を 統 合 す る ICANN の 統 合 パ 
ネ ル   (IP)   と の 議 論 を、 ⽇ 本 と 同 じ く 漢 字 利 ⽤ す る 中 国 語 ⽣ 成 パ ネ ル   (CGP)   や 韓 国 語 ⽣ 成 パ ネ ル  
(KGP)   な ど と 連 携 し つ つ ⾏ い ま し た。 特 に、 単 に 視 覚 的 に 似 て い る だ け の 漢 字 の 利 ⽤ に 起 因 す る 問 題 
を、 異 体 字 と し て 扱 い ⾔ 語 ⽣ 成 パ ネ ル で 検 討 し て い る ルー ル で 扱 う べ き だ と す る IP と、 基 本 的 に は そ 
れ 以 外 の 枠 組 み で 解 決 す べ き 問 題 で あ る と す る 中 ⽇ 韓 の ⾔ 語 ⽣ 成 パ ネ ル の 間 で の 意 識 の 隔 た り が ⼤ き 
く 交 渉 を 続 け て い た の で す が、 最 終 的 に は ⾔ 語 パ ネ ル 側 で 対 応 す る と い う 結 論 と な り ま し た。 そ れ を 
受 け て、 JGP を は じ め と す る 各 ⾔ 語 パ ネ ル で は、 視 覚 的 類 似 性 の 判 定 に 関 す る 学 術 的 な 調 査 を 開 始 し 
て い ま す。  

2020 年 度 に 関 し て は こ れ ら の 学 術 調 査 の 結 果 を 基 に、 最 終 的 な ⾔ 語 ルー ル 案 に 向 け た 取 り 組 み を 
進 め て い く 予 定 で す。  
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事 業 報 告 附 属 明 細 書  
■   関 係 会 社 の 報 告  

・ 会 社 名 ： 株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス   (JPRS)  
・ 所 在 地 ： 東 京 都 千 代 ⽥ 区 ⻄ 神 ⽥ 三 丁 ⽬ 8 番 1 号    千 代 ⽥ ファー ス ト ビ ル 東 館 13F  
・ 設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ ： 2000 年 12 ⽉ 26 ⽇  
・ 資 本 ⾦ ： 3 億 4,414 万 円  
・ 主 要 な 事 業 内 容 ： ド メ イ ン 名 の 登 録 管 理 業 務  

ド メ イ ン 名 登 録 申 請 ⼿ 続 き 等  
ド メ イ ン ネー ム シ ス テ ム の 運 ⽤ 等  

・ 役 員 ： 代 表 取 締 役 社 ⻑ 東 ⽥   幸 樹  
取 締 役 副 社 ⻑ 堀 ⽥   博 ⽂     取 締 役              宇 井   隆 晴  
取 締 役 (社 外） 室 町   正 実        取 締 役 (社 外)       ⼩ 澁   ⾼ 清  
常 勤 監 査 役 林   茂 広  
監 査 役 (社 外) ⼭ 本   芳 ⼈     監 査 役 (社 外)        堀 内   巧  
監 査 役 (社 外) ⼤ ⽵   た か し  

 
・ 従 業 員 数 ： 96 名  
・ 保 有 す る 株 式 の 数 及 び 議 決 権 の 所 有 割 合 ： 1,385 株   (22.70 ％)  
・ 当 該 株 式 に 関 す る 経 緯  

2001 年 2 ⽉ 21 ⽇ 付 で 当 セ ン ター か ら 1 億 2 千 万 円 分 の 現 物 出 資 に よ る 増 資 を ⾏ い ま し た。 当 セ ン 
ター は 同 社 株 式 2,400 株 を 取 得 し、 こ れ に よ り JP ド メ イ ン 名 登 録 管 理 業 務 を 実 施 す る 同 社 経 営 の 
公 平 性、 中 ⽴ 性 を 確 保 す る こ と が ⽬ 的 で し た。 な お、 2002 年 度 に 775 株、 ま た 2004 年 度 に は 
360 株 売 却、 2016 年 12 ⽉ に は、 既 存 法 ⼈ 株 主 よ り 120 株 の 譲 渡 を 受 け 取 得 し、 2019 年 度 末 現 在  
1,385 株 保 有 し て い ま す。  

   ・ 当 セ ン ター と JPRS と の 関 係 ：  
⼈ 的 関 係 ： 同 社 取 締 役 企 画 本 部 ⻑ (兼) 広 報 宣 伝 室 ⻑ (兼) 経 営 部 ⻑   宇 井   隆 晴 は、 2020 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
現 在、 当 セ ン ター の 理 事 で す。  
取 引 関 係 ： 収 ⼊ 総 額   41 千 円 (IP ア ド レ ス 維 持 料)、 ⽀ 出 総 額 7,626 千 円 (役 務 対 価 / シ ス テ ム 保 守 
等)  
 

(2020 年 3 ⽉ 31 ⽇ 時 点)  
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会 員 リ ス ト    (会 員 番 号 順)               ※2020 年 3 ⽉ 31 ⽇ 現 在  

会 員 番 号  会 員 名  種 別  
6  株 式 会 社 イ ン ター ネッ ト イ ニ シ ア ティ ブ  S  
7  東 北 学 術 研 究 イ ン ター ネッ ト コ ミュ ニ ティ  ⾮ 営 利 会 員  
9  WIDE イ ン ター ネッ ト  ⾮ 営 利 会 員  

12  ⼤ 学 共 同 利 ⽤ 機 関 法 ⼈   情 報・ シ ス テ ム 研 究 機 構   国 ⽴ 情 報 学 研 究 所  ⾮ 営 利 会 員  
17  特 定 ⾮ 営 利 活 動 法 ⼈ 北 海 道 地 域 ネッ ト ワー ク 協 議 会  ⾮ 営 利 会 員  
19  富 ⼠ 通 株 式 会 社  A  
22  ス ター ネッ ト 株 式 会 社  D  
26  ビッ グ ロー ブ 株 式 会 社  C  
29  株 式 会 社 エ ヌ・ ティ・ ティ   ピー・ シー   コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ  C  
33  株 式 会 社 電 算  D  
43  ソ ニー ネッ ト ワー ク コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社  D  
47  株 式 会 社 エ ヌ・ ティ・ ティ・ デー タ  D  
50  株 式 会 社 朝 ⽇ ネッ ト  D  
51  ユ ニ ア デッ ク ス 株 式 会 社  D  
52  三 菱 電 機 イ ン フォ メー ショ ン ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
56  株 式 会 社 エ ヌ ア イ エ ス プ ラ ス  D  
62  丸 紅 I ネッ ト ソ リュー ショ ン ズ 株 式 会 社  D  
65  虹 ネッ ト 株 式 会 社  賛 助 会 員  
67  農 林 ⽔ 産 省 農 林 ⽔ 産 技 術 会 議 事 務 局 筑 波 産 学 連 携 ⽀ 援 セ ン ター  ⾮ 営 利 会 員  
70  株 式 会 社 ⽇ ⽴ シ ス テ ム ズ  D  
74  株 式 会 社 シ ナ プ ス  D  
76  ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト ア ク セ ス 株 式 会 社  賛 助 会 員  
85  株 式 会 社 ド リー ム・ ト レ イ ン・ イ ン ター ネッ ト  D  
91  株 式 会 社 PFU  D  
92  株 式 会 社 両 ⽑ イ ン ター ネッ ト デー タ セ ン ター  D  
96  株 式 会 社 コ ム  賛 助 会 員  
99  SCSK 株 式 会 社  D  
111  株 式 会 社 さ く ら ケー シー エ ス  賛 助 会 員  
117  塩 尻 市  ⾮ 営 利 会 員  
120  株 式 会 社 オー ジ ス 総 研  D  
121  株 式 会 社 オー ビッ ク  D  
131  エ ヌ・ ティ・ ティ・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社  S  
132  グ ロー バ ル コ モ ン ズ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
143  株 式 会 社 ディ ジ ティ・ ミ ニ ミ  D  
146  公 益 財 団 法 ⼈ 京 都 ⾼ 度 技 術 研 究 所  ⾮ 営 利 会 員  
147  オ ン キ ヨー 株 式 会 社  D  
150  ソ フ ト バ ン ク 株 式 会 社  D  
158  GMO イ ン ター ネッ ト 株 式 会 社  D  
161  KDDI 株 式 会 社  B  
162  株 式 会 社 エ ア ネッ ト  D  
171  株 式 会 社 STNet  D  
172  株 式 会 社 富 ⼠ 通 ⿅ 児 島 イ ン フォ ネッ ト  賛 助 会 員  
173  中 部 テ レ コ ミュ ニ ケー ショ ン 株 式 会 社  D  
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会 員 番 号  会 員 名  種 別  
178  株 式 会 社 ミッ ド ラ ン ド  賛 助 会 員  
179  東 北 イ ン テ リ ジェ ン ト 通 信 株 式 会 社  D  
182  ア イ コ ム ティ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
185  株 式 会 社 ASJ  D  
200  株 式 会 社 シー イー シー  D  
207  イ ン ター ネッ ト マ ル チ フィー ド 株 式 会 社  D  
208  北 海 道 総 合 通 信 網 株 式 会 社  D  
209  株 式 会 社 新 潟 通 信 サー ビ ス  賛 助 会 員  
215  ⽇ 本 イ ン ター ネッ ト エ ク ス チェ ン ジ 株 式 会 社  D  
224  北 陸 通 信 ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
225  デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジー 株 式 会 社  賛 助 会 員  
226  ア イ テッ ク 阪 急 阪 神 株 式 会 社  D  
228  株 式 会 社 フ ジ ミッ ク  D  
233  株 式 会 社 エ ネ ル ギ ア・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ  D  
234  株 式 会 社 ZTV  賛 助 会 員  
238  有 限 会 社 ティ・ エ イ・ エ ム  D  
240  株 式 会 社 KDDI ウェ ブ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ  D  
242  プ ロッ ク ス シ ス テ ム デ ザ イ ン 株 式 会 社  賛 助 会 員  
244  株 式 会 社 メ ディ ア ウォー ズ  D  
246  e- ま ち タ ウ ン 株 式 会 社  D  
247  さ く ら イ ン ター ネッ ト 株 式 会 社  D  
249  株 式 会 社 QTnet  D  
250  イ ン ター ネッ ト エー アー ル シー 株 式 会 社  賛 助 会 員  
264  株 式 会 社 ケー ブ ル テ レ ビ 品 川  D  
268  ニ フ ティ 株 式 会 社  D  
282  株 式 会 社 リ ン ク  D  
284  伊 藤 忠 テ ク ノ ソ リュー ショ ン ズ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
285  富 ⼠ 通 関 ⻄ 中 部 ネッ ト テッ ク 株 式 会 社  賛 助 会 員  
298  サ イ バー 関 ⻄ プ ロ ジェ ク ト  ⾮ 営 利 会 員  
299  ネ ク ス ト ウェ ブ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
309  株 式 会 社 NTT ド コ モ  B  
314  三 ⾕ 商 事 株 式 会 社  賛 助 会 員  
325  株 式 会 社 ⼤ 塚 商 会  D  
327  サ イ バー・ ネッ ト・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
329  株 式 会 社 ケ イ ア ン ド ケ イ コー ポ レー ショ ン  賛 助 会 員  
334  株 式 会 社 ク ラ ラ オ ン ラ イ ン  D  
352  株 式 会 社 ジュ ピ ター テ レ コ ム  D  
354  株 式 会 社 ブ ロー ド バ ン ド タ ワー  D  
364  ⼤ 分 ケー ブ ル テ レ コ ム 株 式 会 社  D  
368  エ ヌ・ ティ・ ティ・ ス マー ト コ ネ ク ト 株 式 会 社  D  
371  株 式 会 社 Ｅ ス ト アー  賛 助 会 員  
373  豊 橋 ケー ブ ル ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
377  ケー ブ ル テ レ ビ 徳 島 株 式 会 社  D  

393  株 式 会 社 倉 敷 ケー ブ ル テ レ ビ  D  
394  フ リー ビッ ト 株 式 会 社  D  
395  ソ ニー グ ロー バ ル ソ リュー ショ ン ズ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
400  株 式 会 社 IDC フ ロ ン ティ ア  D  
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会 員 番 号  会 員 名  種 別  
409  ⽇ 本 情 報 通 信 株 式 会 社  D  
410  東 芝 デ ジ タ ル マー ケ ティ ン グ イ ニ シ ア ティ ブ 株 式 会 社  D  
414  NRI ネッ ト コ ム 株 式 会 社  D  
418  株 式 会 社 つ く ば マ ル チ メ ディ ア  賛 助 会 員  
423  株 式 会 社 アッ ト 東 京  D  
425  ミ ク ス ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
433  ⼭ ⼝ ケー ブ ル ビ ジョ ン 株 式 会 社  D  
436  株 式 会 社 ネッ ト・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ  賛 助 会 員  
441  株 式 会 社 ⼤ 垣 ケー ブ ル テ レ ビ  D  
442  株 式 会 社 シッ ク ス  賛 助 会 員  
446  株 式 会 社 ケー ブ ル ネッ ト 鈴 ⿅  賛 助 会 員  
447  伊 賀 上 野 ケー ブ ル テ レ ビ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
448  イ ク ス ト ラ イ ド 株 式 会 社  賛 助 会 員  
452  ア ル テ リ ア・ ネッ ト ワー ク ス 株 式 会 社  D  
454  株 式 会 社 ⻑ 崎 ケー ブ ル メ ディ ア  D  
455  セ コ ム ト ラ ス ト シ ス テ ム ズ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
459  地 ⽅ 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム 機 構  ⾮ 営 利 会 員  
462  松 阪 ケー ブ ル テ レ ビ・ ス テー ショ ン 株 式 会 社  D  
464  株 式 会 社 イー ツ  賛 助 会 員  
466  株 式 会 社 マー ク ア イ  賛 助 会 員  
469  Colt テ ク ノ ロ ジー サー ビ ス 株 式 会 社  D  
479  鉄 道 情 報 シ ス テ ム 株 式 会 社  D  
480  広 島 県  ⾮ 営 利 会 員  
486  株 式 会 社 イ ン テッ ク  D  
493  株 式 会 社 オ プ テー ジ  D  
494  株 式 会 社 ⽇ 本 レ ジ ス ト リ サー ビ ス  S  
497  株 式 会 社 メ イ テ ツ コ ム  D  
500  AT&T ジャ パ ン 株 式 会 社  D  
1051  三 膳   孝 通  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1061  近 鉄 ケー ブ ル ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
1071  沖 縄 通 信 ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
1074  株 式 会 社 ブ ロー ド バ ン ド セ キュ リ ティ  D  
1082  イ ン ター ナッ プ・ ジャ パ ン 株 式 会 社  D  
1087  イッ ツ・ コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ 株 式 会 社  D  
1088  ファー ス ト ラ イ ディ ン グ テ ク ノ ロ ジー 株 式 会 社  賛 助 会 員  

1091  株 式 会 社 サ イ バー リ ン ク ス  賛 助 会 員  
1092  東 京 ケー ブ ル ネッ ト ワー ク 株 式 会 社  D  
1095  株 式 会 社 ア イ テッ ク ジャ パ ン  D  
1096  株 式 会 社 ⽇ 本 経 済 新 聞 社  D  
1099  ⼩ 林   努  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1102  株 式 会 社 SRA  D  
1103  姫 路 ケー ブ ル テ レ ビ 株 式 会 社  賛 助 会 員  
1104  Ｂ Ａ Ｎ ­ Ｂ Ａ Ｎ ネッ ト ワー ク ス 株 式 会 社  賛 助 会 員  
1105  株 式 会 社 イー ジェー ワー ク ス  D  
1108  株 式 会 社 JWAY  賛 助 会 員  
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会 員 番 号  会 員 名  種 別  
1118  株 式 会 社 コ ミュ ニ ティ ネッ ト ワー ク セ ン ター  D  
1120  エ ク イ ニ ク ス・ ジャ パ ン・ エ ン ター プ ラ イ ズ 株 式 会 社  D  
1162  ⽇ 本 通 信 株 式 会 社  D  
1166  島 上   純 ⼀  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1167  淺 野   善 男  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1168  株 式 会 社 グ ロー バ ル ネッ ト コ ア  D  
1169  ⽇ 本 ネッ ト ワー ク イ ネ イ ブ ラー 株 式 会 社  D  
1171  城 之 内   肇  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1172  太 ⽥   良 ⼆  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1175  株 式 会 社 イ プ リ オ  賛 助 会 員  
1181  式 場   薫  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1183  合 同 会 社 DMM.com  D  
1184  岩 崎   敏 雄  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1185  BBIX 株 式 会 社  D  
1186  トー ン モ バ イ ル 株 式 会 社  D  
1187  佐々 ⽊   泰 介  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1188  伊 藤   ⻯ ⼆  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1190  今 井   聡  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1192  ⽊ 村   和 貴  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1193  株 式 会 社 トー カ  賛 助 会 員  
1194  株 式 会 社 ゲ ン ザ イ  賛 助 会 員  
1195  株 式 会 社 デー タ ドッ ク  D  
1197  株 式 会 社 ミ ク シィ  賛 助 会 員  
1198  株 式 会 社 ド ワ ン ゴ  D  
1199  福 島   博 之  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1200  華 為 技 術 ⽇ 本 株 式 会 社  賛 助 会 員  
1201  任 ⽥   ⼤ 介  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1204  株 式 会 社 Geolocation   Technology  賛 助 会 員  
1205  ヤ フー 株 式 会 社  D  

1207  株 式 会 社 ラ ン ド ス ケ イ プ  賛 助 会 員  

1209  株 式 会 社 ⻑ 野 県 協 同 電 算  賛 助 会 員  
1210  株 式 会 社 デ ジ タ ル ア ラ イ ア ン ス  D  
1211  株 式 会 社 ウ イ ン テッ ク コ ミュ ニ ケー ショ ン ズ  D  
1212  藤 嶋   久  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1213  ⻄   和 也  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  
1214  吉 ⽥   友 哉  推 薦 個 ⼈ 正 会 員  

※ 情 報 公 開 を 望 ま な い 会 員 は 掲 載 さ れ て い ま せ ん    
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